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このたび,鹿児島大学工学部の創立50周年を迎えるにあたり，同学部卒業生の稲盛和夫様およ

び稲盛家の皆様方の計り知れない御厚志によって，きわめてユニークな形と機能をもった稲盛会

館が竣工する運びとなりました。

「世のため,人のために尽くすことが人間として最高の行為である」という確固たる信念の持ち

主である稲盛様が京セラの会長および稲盛財団の理事長として,各種の事業および京都賞の創設

など，全世界を舞台とした数々の業績を挙げられるとともに，国内においては日本の対外政策の

理念の構築に指導的な役割を果たしてこられたことは，皆様ご承知のとおりであります。究極的

には「世界の人たちから信頼と尊敬されるに値する日本をつくることである」とのお考えに基づ

いて，母校の鹿児島大学に，国際交流や学術発表の場として，また地域社会に向けての公開講座，

生涯学習などを目的とした施設として，稲盛会館をご寄贈下さいました。

また，稲盛会館への並々ならぬ想いをもって，その設計・建築を世界的な建築家である安藤忠

雄様に託され,ユニークな施設の実現を目指されました。現代社会における偉大な存在であられ

るお二人の，深い信頼関係の結晶として稲盛会館が竣工した次第であります。

本学は現在，大学改革の渦中にあり，大学の個性化，高度化，ならびに運営の活性化を促進し

ているところでありますが，このような時期に，この稲盛会館をご寄贈頂く私たちは，これを学

内外の知的交流や国際交流の広場として，また地域社会への窓口として，十二分に活用させて頂

き，ご寄贈の趣旨にお応えする所存であります。

稲盛会館を本学にご寄贈下さいました稲盛和夫様ならびに稲盛家の皆様方と,夢にあふれたユ

ニークな会館を作り上げて下さいました安藤忠雄様に，深く感謝の意を捧げます。また，この日

を待たずにお亡くなりになられました稲盛様のご両親を記念しKimiandKesaMemorialHallとい

う会館の愛称を末長く愛用して参りたいと存じます。

終わりに,稲盛会館の建設工事に先立つ埋蔵文化財調査のための経費をもご援助下さいました

ことを，心から感謝申し上げるとともに，本報告書が学術文化の向上に資することを願いつつ，

序文とさせて頂きます。

鹿児島大学長早坂祥
一
一
一
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鹿児島大学工学部が創立50周年を迎えるにあたって,本学出身である京セラ会長稲盛和夫氏よ

り，本学のますますの発展のために，教育と国際学術交流の場として，また本学が市民に開かれ

た大学としての役割を果たすために,稲盛会館を寄付して頂くことになった｡この主旨に基づき，

現代の世界的建築家である安藤忠雄氏の設計による同会館を工学部敷地内に建設することになっ

た。

稲盛会館建設予定地は，専門家による埋蔵文化財発掘調査を必要とする場所である。そこで，

鹿児島大学埋蔵文化財調査室長上村俊雄教授に調査をご依頼したところ,快く承諾して下さった。

稲盛和夫氏の多額のご寄付による発掘調査が開始されたのは平成5年5月6日である｡度重なる

豪雨の中での上村教授を始めとする調査室の方々 の4ヶ月あまりのご苦労の末,9月27日に発掘

調査は終了した。

平成6年11月18日に予定されている稲盛会館開館記念式典へ向けて，埋蔵文化財調査室の皆

様には，ご多忙の中，通常より6ヶ月も早く埋蔵文化財発掘調査報告書を完成して頂いた。報告

書によると，出土遺物は年代の新しい順に上から層をなしていたとのことである。先祖の残した

文化遺産の上に，我々 の世紀を代表する文化遺産を構築し，子孫へ伝えることができることに感

激している。

本学の教育と研究の飛躍を象徴する稲盛会館完成も,埋蔵文化財発掘調査に関係して下さった

方々のおかげと深く感謝いたします。

平成6年11月

工学部長前田明夫
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l本書は鹿児島大学郡元団地内遺跡のうち鹿児島市郡元一丁目21番40号に所在する稲盛会館建設予定地

において実施した発掘調査報告である。

2本地点における発掘調査は鹿児島大学埋蔵文化財調査室が1993(平成5)年5月6日～9月29日にか

けて行った。

31985(昭和60)年6月1日の埋蔵文化財調査室の設置を機として，鹿児島大学構内におけるこれから

の埋蔵文化財調査に用いるため鹿児島大学構内座標を郡元団地と宇宿（桜ケ丘）団地とに設定した。郡

元団地の設置基準は，国土座標第2座標系(X-158.200,Y-42.400)を基点として一辺50mの方形地

区割りを行った(Fig.3参照)。これによれば本調査地点はH－11．12区に相当する。

4地形図・遺構図の方位は真北を示し，レベルの数値は，すべて海抜高である。

5層位・遺物の色調については，小山正忠・竹原秀雄編「新版標準土色帖」（農林水産省農林水産技術会

議事務局監修，財団法人日本色彩研究所色票監修）の表記方法によった。

6調査時の遺構や壁面断面図の実測は大西智和・松村みどり・前幸男・中村直子・峰山いづみ・西谷彰・

横手浩二郎・超国興・古濯生・星野恵・中村由美子・谷村勝・松村恵子が行い，写真撮影は大西・前が

行った。

7遺物の取り上げ，調査区の測量，一部の遺構実測にはコンピュータ・システム株式会社のSITEシステ

ムを使用し，プロッターで出力したものを原図として製図を行った。

8自然科学分析は宮崎大学農学部の藤原宏志氏，株式会社古環境研究所に依頼した。なお，藤原宏志氏

に依頼した分析のサンプルは埋蔵文化財調査室において採取した。13層の試料は古環境研究所の13層中

部の試料に相当する。

9遺物の実測は峰山・古津・中村が行った。

10遺構図・遺物実測図の製図は峰山・中村が行った。

11出土遺物の写真撮影は峰山・大西・中村が行った。

12遺構は，土城:SK,溝:SD,畦:AZという略号で表示した。

13出土遺物にはすべて遺物番号を付している。遺物番号はTab.4の遺物一覧表,FIg.28～40の遺物平面分

布図の番号と一致する。また，出土した遺物のうち，実測図を掲載したものについては通し番号を付し

た。この番号は本文,Tab.3の遺物観察表，図版の番号,Fig28～40の遺物平面分布図の()内の番号
とも一致する。

14Tab.3の遺物観察表は古津が作成した。凡例は以下のとおりである。

・遺物の色調・紬調は前掲の「土色帖」の表記方法にしたがったが，土色帖に見られない色調について

は，もっとも類似する色名を記し，「～に類似」と表記した。

・粒子の色調についてまでは「土色帖」を使用した色調区分を行うことができなかったため，たとえ
ば「赤色｣，「黒色」のような，大まかな色名を記載した。

・遺物の胎土・磁胎については，粒子の大きさで，直径03mm未満を「微粒子｣,0.3mm以上0.8mm未

満を「細粒子｣,0.8mm以上2mm未満を「砂粒｣,2mm以上3mm未満のものを「粗砂粒｣,3mm
以上のものを「操」として5段階に区分した。

・その粒子が含まれる量については,相対的に少ない方から，「わずかに含む｣，「若干含む｣，「含む｣，「多
く含む」の4段階に区分して表記した。

・遺物の磨滅が激しいために調整を明らかにすることができなかったものについては「磨滅，調整不明」
と記した。



・遺物観察表の備考には遺物の種別，法量などを記載した。

15調査に際し，森脇広氏（鹿児島大学法文学部）には土層の観察を中心としてご教示を賜った。報告書

作成に際しては新田栄治（鹿児島大学教養部)，本田道輝（鹿児島大学法文学部)，渡辺芳郎（鹿児島大

学法文学部)，松永幸男（北九州市立考古博物館)，雨宮瑞生，下山覚（指宿市教育委員会)，中園聡（九

州大学文学部)，横手浩二郎（鹿児島大学法文学部）の各氏からご教示を賜った。

16本書の執筆は自然科学分析に関するⅦ章を除き大西が行い，編集は大西が行った。

17本地点の出土遺物は鹿児島大学工学部において保管し，記録図面・写真などは鹿児島大学埋蔵文化財

調査室で保管する。
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I調査にいたる経過

1．調査にいたる経過

鹿児島大学では稲盛和夫氏の寄付により，科学技術，人文社会など，広い範囲にわたった学内外の情報

交換，知的交流を促進するための施設として，鹿児島大学稲盛会館が建設されることになり，工学部の南

西部，工学部管理棟の西側がその予定地とされた。

鹿児島大学郡元団地は周知の遺跡上に立地しており，本地点の北西約60mのところに位置する工学部危

険物薬品庫において，改築に伴う事前の発掘調査が行われ，水田遺構などが検出されている(1)

これらのことから，本地点における埋蔵文化財包蔵の有無を確認するために，鹿児島大学埋蔵文化財調

査室では1992年10月20日から30日にかけて試掘調査を行った。その結果，水田層やピット群が検出され，

土器などの遺物も出土した(2)。

試掘調査の結果をふまえ，埋蔵文化財調査室は1993年5月6日から9月29日にかけて本地点における発

掘調査を実施した。

2．調査の体制

本発掘調査は平成5年5月6日から9月29日にかけて，下記の体制で行われた。

調査主体者鹿児島大学埋蔵文化財調査室室長上村俊雄

調 査 担 当 鹿児島大学埋蔵文化財調査室

室長上村俊雄

室員大西智和・前幸男・松村みどり・中村直子・峰山いづみ

発掘調査作業員岩戸エミ子・岩戸トシ子・岩戸ミツ子・末吉ナミ・末吉ミヤ・野下ヨシエ・脇俊子・脇

ツルエ・野下チリ子・安倍松伊都子・寺光ミツ子・松下ミチ・請園チリ・謂園アキエ・

諏訪田フサエ・西村チエ子・増満ミエ子・谷口ノリ子・末吉サチ子・石谷トキエ・牧

島知子・西庄司・田野辺昭穂・谷村勝・臼田和吉

中村由美子・上地博（鹿児島大学大学院生）

古津生・池口洋人・西谷彰・横手浩二郎・甲斐光代・今村知子・星野恵美・小原愛・国

分リカ・西中川泉・坂元裕子・鮎川章子・松村恵子（鹿児島大学学生）

超国興（鹿児島大学研究生）

註

（1）鹿児島大学法文学部考古学研究室『神川堤第一地点追跡（鹿児島大学工学部危険物薬品庫改築工事に伴う
埋蔵文化財発掘調査報告書)」鹿児胤大学工学部・鹿児島大学法文学部考古学研究室,1985

（2）鹿児島大学埋蔵文化財調査室「第Ⅱ部第3章郡元団地L-ll-12区（稲盛ホール建設予定地）における
試掘調査」「鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報Ⅷ平成4年度j鹿児島大学埋蔵文化財調査室,1993
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Ⅱ遺跡の位置と歴史的環境

1．遺跡の位置(Fig.1)
本遺跡が所在する鹿児島市は薩

摩半島の北東部に位置する。東側

には鹿児島湾(錦江湾）が広がり，

他の三方は，姶良カルデラに由来

するシラス台地に囲まれている。

市の中心部は南東流する甲突川

や田上川などによって形成された

沖積平野上に立地し，鹿児島大学

郡元団地はその南端部付近に位置

している。

本遺跡は鹿児島大学郡元団地内

のほぼ中央部の西端部にあたり，

標高は約6.7mを測る。

－－－－－判かL-－－－
〃

・へ〃

一

四ヮ

、

2．付近の遺跡
ー

‐

八

ｰ

」〆

Fig.l鹿児島市の位置

鹿児島市内の遺跡は，シラス台

地上あるいは，小丘陵上に集中し

ている｡『鹿児島市文化財基本調査

報告書｣(1)などによると,100Eg報告書｣（1）などによると,100遺跡中64の遺跡が台地や丘陵上に位置することからもそのことがうかがえ

る。しかしながら，鹿児島大学を中心として作成した分布図(Fig.2)と地名表(Tab.1)に見られるよう

に，平野部に立地する遺跡も多い。

まず旧石器時代の遺跡としては，鹿児島市北西部に位置する加栗山遺跡(2)．加治屋園遺跡(3)，鹿児島

市に隣接する松元町の仁田尾遺跡(4)を挙げることができる。いずれも，鹿児島市西側のシラス台地上に

位置している。

縄文時代草創期の遺跡としては，市南部の台地上に掃除山遺跡<5>(Tab.1-35)があり，住居跡2軒など

が出土している。この時期までの遺跡は非常に少ない。

早期になると，住居跡が出土した遺跡としては，先述の加栗山遺跡，松元町前原道跡(6)，鹿児島大学

桜ケ丘団地(7)（Tab､1-25）などを挙げることができる。前二者からは十数基の竪穴式住居跡が検出されて

いるが,後者から検出された住居跡は1基のみである(8)。いずれも台地上に立地する遺跡である。当該時

期の土器などを出土する遺跡数はかなり増加し，平地に立地する遺跡も含まれるようになる。

前期～中期になると平地部に立地する遺跡がさらに増加するが，遺構を伴う遺跡は少ない。春日

町(9)（Tab,1-7）・大龍遺跡<(Tab.1-8)などが代表的な遺跡として挙げられる。

後期には遺跡の数は増加しているものの，遺構を伴う遺跡は少ないといえる。代表的な遺跡として，市

北部に位置する春日町．大龍遺跡の他，若宮神社遺跡"(Tab.1-6),市南部に位置する草野貝塚(12)など

を挙げることができる。

晩期になると遺跡は平地部へと移動してしまった感を受ける。しかし，該期の遺物が出土する遺跡の数
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は後期に比べると非常に少ない。

弥生時代前期も前時期と同様，平地に立地する遺跡が多い。遺跡の数はかなり増加するが，遺構が検出

されている例はほとんどない。

しかし，中．後期になると遺構を伴う遺跡も増えてくる。一の宮遺跡"3)(Tab.1-18)では中期の住居跡

が検出され，さらに「一の宮式」と呼ばれる土器群も出土している。なお，一の宮遺跡と鹿児島大学郡元

団地はほとんど隣接しているが，郡元団地内からは弥生時代の遺構は検出されていない。

古墳時代の遺跡は非常に多く知られている。住居跡が出土した遺跡としては大龍(10)・鹿児島大学郡元団

地(Tab・'-17）．武(15）（Tab､1-14）．（薬師堂）遺跡"(Tab.1-31)などが挙げられ,分布における地域

的な偏りはほとんどないといえる。住居跡が出土した遺跡は分布図で取り上げた遺跡以外にも各地に多く

見られることや，「成川式｣土器が出土する遺跡が多く存在することから,この時期には広い範囲にわたっ

て，人口が増加したことが予想できる。

その後の時代については遺構の検出例は少ないものの，遺物はほぼ連続的に出土していることから，連

綿と人々の営みがあったことは確実である。江戸時代になると，城下町としての整備が進み’城下’寺院

跡などの遺跡が多く知られている。

なお，分布図中には江戸時代以前の城跡も多く含まれるが，表示は省略した。
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Fig.2遺跡位置図S=1/50,000
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Tab.1遺跡一覧表

番号 遺跡名 所在地
草創期

1 前平 吉野町雀ケ宮前平

2
滝ノ 上火 薬
製造所跡

吉野町滝ノ上

3 大乗院 稲荷町清水中学校内

4 丸岡 坂元町たんたとう丸岡

5
玉里 玉里町旧練兵場跡

6 若宮神社 池之上町若宮神社

7 春日町 春日町5番地

8 大寵 大龍町11番44号

9 南洲神社 上竜尾町南洲神社

10 甲突川川底 永吉町玉江橘~鶴尾橘

11 刑務所跡 永吉町旧刑務所敷地

12 演武館･造士館 山下町中央公園内

13 名山 山下町名山小学校内

14 武A-B-C 武1丁目2番

15 後庵 西別府町後庵

16
堀ノ内 田上町堀ノ内

17
鹿児島大学
郡元団地

郡元鹿児島大学構内

18 一の宮 郡元一の宮神社境内

19
鹿児島大学
学生寮

唐湊3丁目3番1号

20 伊佐ノ原 田上町天神ケ瀬戸

21 坂下 山田町坂下

22 札下 山田町札下

23 上ノ原 山田町上野札下

24 原田久保 宇宿町原田久保

25
鹿児島大学
桜ケ丘団地

桜ｹ丘8丁目35番1号 ○

26
辺田 中 山 町 辺 田 中 山

小学校裏
△

27 笹貫 宇宿町笹貫湯貫迫

28 亀ケ原 魚見町東谷山小
学校一帯

29 高見 上福元町高見

30 波ノ平 上福元町高見波ﾉ平

31 薬師堂 上福元町薬師堂

32 堂園 上福元町堂園

33 北麓 北麓平田病院敷地

34 不動寺 上福元町不動寺

35 掃除山 下福元町後迫字掃除山 ○

36 慈眼寺 下福元町慈眼寺

縄文時代

早期 前期 中期 後期 晩期

○

○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○

○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

△ △ △ △ △

○

○ ○
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弥生時代
古墳

古代
中 近 文献

前 期 中期

○

○ ○

△ ○

○ ○

○

○

△ △

△ △

○ ○

△ △

△ △

○ ○

△ △

後期 世

○ 8,11,13,27,32

○
32

○ 21,32

11,13,27,32

3,13,19,27,32

8,11,13,16,27,32

6,9,11,13,16,27,32

○ ○ 11,13,15.17,23,27,32,40

11,13,27,32．

○ 11,27,32

○
32

○ 32,39

○ 31,32

○ ○
42

○
32

○
32

○ ○ ○ 4,11,12,14,16.20,24,26-
30，32～37．41

○ 2,8,13,16,27,32

○ ○
36

18,27,32

△ ○ 11,13,27,32

△ ○ 11,13,27,32

○ 13,27,32

○
32

○ 25,27,32

○ 13,22,27,32

○ 4,11,13,16,27,32

△ ○
32

△ ○
32

○ 11,13,27,32

○ 5,7,11,13,27,32

○ 11,13,27,32

○ 11,13,27,32

○ ○ 1,11,27,32

○ ○
38

△ ○ 10,11,13,27,32

凡例○；骸期の遺構・遺物が確浬きれている。
△；細かい時期を特定できないもの。



3．鹿児島大学郡元団地の遺跡

稲盛会館が建設される鹿児島大学郡元団地は従来から周知の遺跡として知られており，校舎などの建設

に伴う事前の発掘調査も多く行われてきている。郡元団地内で今までに行われた発掘調査は(Fig.3Tab.
2）のとおりであり，学術調査・本調査・試掘調査に限っても51件を数えている。

郡元団地内において確認された遺構には，水田・溝・河川・住居跡などがある。その他，古墳時代・中
世の遺物包含層も確認されている。

これまでに行われた発掘調査の結果から，郡元団地内の過去の状況がかなり具体的に把握できるように
なった。以下に時代を追ってその状況を素描したい。

縄文時代の初め頃は，海水面が現在よりも高かったことから，このあたりは，海であったと考えられる。
稲盛会館建設予定地で採取した泥炭層をサンプルとして，放射性炭素年代測定を行ったところ，今から四

千数百年前という年代が得られた(1)。したがって，この時期にはこのあたりは湿地ではあるものの，陸地

化していたと推定できる。つまり，この時代以後の遺跡は存在する可能性があるということになる。

郡元団地から出土した遺物で現在のところ，もっとも古く遡るものは縄文時代前期の曽畑式土器(2)で

ある。そして，それ以後の時代の遺物はほぼ連続的に出土している。しかし，縄文時代から弥生時代まで

の遺構は今までのところ検出されていない。また，縄文時代・弥生時代の単純な包含層も確認されていな
い。

郡元団地において，遺構と遺物包含層の存在がはっきりと確認できるのは古墳時代以降であり，迫構と
しては住居跡・溝・ピットなどが確認されている。

郡元団地は今までの調査結果から，古墳時代の集落であるとされてきた。しかし，郡元団地すべての地
点から住居跡が検出されるわけではない。

住居が集中して検出されるのは,Fig.3の赤色の網かけで示した範囲である。この2カ所はいずれも微高

地で，北側の範囲については，青色の網かけで示した自然河川の自然堤防に位置しているといえるかもし

れない。南側の範囲については，郡元団地の東に位置する一の宮遺跡に連続していく微高地だといえる。

両方の範囲から約100軒の住居跡が検出されている(3)。各調査区では，住居は何度も切り合った状態で

検出されることが多く，たとえば,Fig.3-25番の理学部1号館増築地［文献26]では約30m×15mの

調査範囲から，27軒の住居跡が検出されている。現在のところ，両範囲からは同時期の遺物も出土するた

め，同時に併存していた可能性が高いが，各範囲において同時に何軒の住居が存在していたのかというこ
とは不明である。

郡元団地で確認されているこの時期の住居は竪穴式で，竪穴の平面プランは方形のものが多いが，まれ

に，柄鏡形などを呈するものも検出されている。柱穴は竪穴の内側にあるもの，外側にあるものの両者が

見られる。竪穴内のほぼ中央部に炉が設けられたものもあるが，竃を有するものは確認されていない。竪
穴の規模は1辺が3～4mのものがほとんどである。

この集落の生業は何であったのだろうか。郡元団地において，古墳時代の畦や畝などの水田遺構は現在

のところ検出されていない。しかし，この時代の生活面一黒色を呈する包含層であるが，この層からは多

量のイネプラント・オパールが検出されている（4）ことから，稲作がこの地点あるいは付近で行われてい
たことは確実だと考えられる。

Fig.3の青色の網かけで示した部分が自然河川の河道であるが,東側については調査例が無いため,推定

のラインである。古墳時代にこの河が流れていたということは1－8区（理学部2号館増築地）［文献26］

などの調査から明らかであるが，この河川が弥生時代やそれ以前まで遡って存在していたかどうかは不明
である。
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郡元団地における古墳時代以後の遺樹としては水田に伴う畦や畝，水田に伴う可能性が指摘できる溝な

どが検出されている。土層の観察からも，水田の特徴が読みとれ，プラント・オパール定量分析の結果も

このことを裏付けている。このあたりは平安時代以降は確実に水田であったと考えられる。水田層はかな

り厚く堆積していることから，長期にわたって，連続的に水田耕作が行われてきたと考えられる。出土す

る遺物は，水田という性格上量は少ないものの，各時代のものが出土していることからも，そのことを裏

付けていると考えられる。なお,古墳時代以後は明確に時期を特定できる住居跡などの出土例は無いため，

集落は郡元団地の外に移ったものと考えられる。
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査室，1987

鹿児勘大学埋蔵文化財調査室「鹿児川大学埋蔵文化財調査室年報Ⅲ昭和62年度』鹿児勘大学埋蔵文化財調

(25）

(26）

(27）

(28）

(29）

(30）
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Ⅲ調査の経過と概要

、

5月6日から10日までは，重機を用

いて表土層の除去を行った。表土層の

厚さは平均で約0.6mほどであった。

5月12日と14日には鹿児島大学構内

座標にもとづいて基準点の設定を行っ

た。

5月17日から,掘り下げを開始した。

まず，調査区の北東隅（3トレン

チ)，北西隅（4トレンチ)，南隅（5ト

レンチ）に3ケ所，先行トレンチを設

定して掘り下げた(Fig4)<'>。次に’

～5トレンチの土層観察を行い調査区

全体の基本層位をあらかじめ設定し

た(2)。その後，調査区全体を層ごとに

掘り下げた。

7層までは調査区全体を掘り下げた

が，8層以下については，先行トレンロマァ一F目マシマロローーーマ＝■ー,グビUやロママ

Fig.4トレンチ位置図S=1/400
チにおいて，遺物がほとんど出土しな

かったことから，6カ所のトレンチを設けて掘り下げることにした（Fig.4－6．7．8．10．11-12トレ
ンチ)。

12トレンチの9層において溝(SD2)を検出したため，溝の方向や規模を確認するために，溝の北側

への延長線上にさらに,1ケ所トレンチを設定した(Fig.4-9トレンチ)。

地表下約1.5mのところで泥炭層を検出した。泥炭層は調査区全体に広がっており，その厚さは平均で，
約1mほどである。

泥炭層の下には粗砂が堆積していた。これより下では水が湧き出すため，以下の掘り下げを行うことは

できなかった。

掘り下げ終了後，自然科学分析に用いるサンプルを採取し，調査区壁面の土層断面図を作成して，発掘
調査を終了した。

註

(1)Fig.4の1．2トレンチは1992年度に行った試捌調査のトレンチと同一である。（鹿児島大学埋蔵文化財調査

室，「第3章郡元団地L-ll-12区における試掘調査」「鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報Ⅷ平成4年度」
1993）

（2）試掘調査時の層の数よりも若干減少しているが，これは，調査区全体の共通した層を得ることができるよう，
類似の層を統合したためである。
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Ⅲ層 位 (Fig.5)

表土層，客土，カクラン層などは一括して表土とした。

l層にぶい黄褐色(10YR5/3)を呈する細砂質土で，マンガンの浸透が見られ,0.3～0.5cm大のパミスを

含む。2層との境のところどころに，黄褐色(10YR5/6)の粗砂を含む。粘性は少ない。l層は調査区

の中央部を中心に部分的に確認できた。

2層にぶい赤褐色(5YR4/3)のシルトー細砂質土で，マンガンの浸透が多く見られ，パミスや褐色

(7.5YR4/6)の斑点を含む。粘性は少ない。

3層暗褐色(7.5YR3/3)細砂質土で，マンガンの浸透が見られ,0.5～1cm大のパミスを含む。粘性は無

い。

4層灰黄褐色(10YR4/2)細砂質土。マンガンの浸透がわずかに見られ,0.5～1cm大のパミスを含む。

褐色(7.5YR4/6)の斑点も多く含み，粘性は少ない。

5層褐色(7.5YR4/3)シルトー細砂質土。マンガンの浸透が見られ，パミスを含む。粘性は無い。5層は

調査区の北側に部分的に確認できた。

6a層灰褐色(5YR4/2)シルトー細砂質土。暗褐色(10YR3/4)を呈するマンガンの浸透が見られ，パミ

スを含む。粘性を少し帯びている。

6b層灰褐色(5YR5/2)シルトー細砂質土。暗褐色(10YR3/4)を呈するマンガンや，褐色U0YR4/6)の

鉄分が浸透している。パミスを含み，やや粘性を帯びている。6a層とは色調が異なる以外はよく類似

している。

7層灰褐色(7.5YR4/2)シルト質層。6b層よりも若干薄い色調を呈する。暗褐色(10YR3/4)のマンガン

の浸透が見られ，パミスをわずかに含む。やや粘性を帯びている。

8層黄灰色(10YR4/1)シルト質層。マンガンの浸透は見られず，パミスをごくわずかに含む。粘性がや

や強い。

9層黄灰色(2.5Y4/1)シルト質層。黄灰色(2.5YR5/1)を呈する粒子の細かい砂をブロック状に含む。マ

ンガンの浸透が若干認められ，05～1cm大のパミスをごくわずかに含む。褐色(10YR4/4)の鉄分を

含み，やや粘性を帯びる。

10層灰褐色(7.5YR4/2)を基調とし褐色(10YR4/4)が混ざるシルト質層。0.5～1cm大のパミスをまれ

に含み，粘性を帯びている。

11層褐灰色(10YR4/1)のシルト粗砂(2mm大）混じりの層である。粘性を帯びている。

12層暗灰黄色(2.5YR5/2)粗砂層。0.5～1cm大のパミスを含む。．

①層黒褐色(2.5YR3/1)粗砂層。0.5～1cm大の軽石を多く含む。

②層灰黄褐色(10YR4/2)を呈し，パミスの含み方などは10層に類似する。

13層黒色(5YR1.7/1)を呈する粘性のある泥炭層。アシ・ヨシ系の植物繊維を含む。

14層オリーブ黒色(5Y3/2)を呈する粘性のある泥炭層。アシ．ヨシ系の植物繊維を含む。

15層オリーブ黒色(5Y2/2)を呈する粘性のある泥炭層。アシ．ヨシ系の植物繊維を含む。

16層オリーブ黒色(5Y3/1)を呈する粘性のある泥炭層。アシ．ヨシ系の植物繊維を含む。

17層北側では黄褐色(10YR5/6)を，南側では青灰色(5GB6/1)を呈する粗砂層。下方ほどパミスを多

く含み，その大きさは5cm大である。全体に植物繊維状のものを含む。

l層～11層までは粒子の大きさ,粘性,鉄分やマンガンの浸透の状態から水田層であると考えられる。プ
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ラント・オパール定量分析からもこのことは裏付けられるといえる（1）。

13層から16層までは泥炭層である。これらの層が形成された時，この地点は後背湿地であったことがわ
かる・なお，13層以下から遺物は出土しなかった。

註

（1）皿章に報告。

〆
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又遺構と遺構出土の遺物

本調査区で検出された遺構としては，溝状遺樹が3条(SD1～3),畦が3本(AZ1～3),土城が

2基（SK2．3）ある(Rg.6).SKIとした土城については調査の結果，カクランであることがわ

かつたため削除した。

◎郡2

|紗伝‐伝

、

ル

／ゲ
団傘

／ゲ
団傘

捺、捺、

SD2SD2

eSK3eSK3

AZ2

SSD22

Fig.6遺構平面図S=1/200
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畦が検出されたことから，水田を遺

檎として確認することができたことに

なる。土層観察やプラント・オパールの

分析結果を総合すると，畦が検出され

た層以外でも水田耕作が行われたと推

定できることから，本地点は連続的に

水田として利用されてきた遺跡である

といえる。

I

1.2層検出の遺構

SD1(Fig.7)

調査区南西部の2層上面で検出した。

北西から南東に向かって傾斜し，南端

はごみ穴によって切られている。埋土

は砂で，遺物はほとんど出土していな

い。検出した長さは約5.5m,最大幅

1.18m,最小幅0.9m,平均幅1.0m,平均

の深さ0.17mである。

マ

ヤヤ

釦釦 1

一Ⅸ

､

P一

2．5層検出の遺構

SK2(Fig.8)

5層上面で検出した。埋土は4層の

土である。長径0.5m,短径0.43mで，深

さ0.08mを測る。遺物の出土はなく，土

壌の性格は不明である。

一

Ay_〆二6.6tn

霞
’

噸

0 2m
－

Fig.72層上面検出遺構SD1S=1/80
α〕

！
１
１3．6a層検出の遺構(Fig.9)

[口

I

全部で3本の畦を検出した。畦1は北西一南東方向で，畦2．

3はそれと直行するように，北東一南西方向に延びている。

AZ1

北西一南東方向で，長さ73mにわたって検出した。幅は平均

で0.48m,高さは平均で0.04mである。

AZ2

北東一南西方向に，長さ約26.4mにわたって検出された。幅は62m

平均で0.41m,高さは平均で0.05mを測る。3本の畦のうちもつと

も残りがよい。
Fig.8

AZ3

AZ2と同様，北東一南西方向に，長さ18.6mにわたって検出された。

さ約0.03mを測る。

A一 －A，

｜
[、

[、

A A，
Ｅ
慰
垣

O釦伽
－－

5層上面検出遺構SK2S=l/20

長さ18.6mにわたって検出された。残りは良くないが， 幅約0.7m,高
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畔が検出された6a層は出土遺物の検討から，江戸時代に比定できると考えられる。畦の形態がよく整っ

ており，また,AZ1とAZ2．3が直行していることなどから，当時，整然と区画された水田が作られ

ていたことが想定できる。

AZ2とAZ3の間は約10mあり,AZ2の南東側にAZ2．3と平行する畦は確認されていない。こ

のため,AZ2の南東側に位置する畦があるとすれば，それは調査区外に存在することになる。そしてそ

の畦までの距離は16m以上はあったということになり，畦による区画の幅は一定ではないということがわ

かる。ところで，溝の流れた方向が推定できるものについては北西→南東であることから，当時，地形は

調査区の北西側が高く，南東方向に向かって低くなっていたと考えられる。畦が等間隔でないのは，当時

の地形の影響を受けているためだと考えられ,AZ2とAZ3の間はもともとAZ2の南東側に比べて傾

斜が急であったことが想定できる。

4．9層検出の遺構

SD2(Fig.10)

12トレンチ西側の9層を掘り下げる過程で検出した。溝の方向を確認するため，溝の延長と予想される

部分に，6．9トレンチを設定して掘り下げたところ，いずれからも溝の続きが検出された。その結果S

D2は北西から南東にほぼ直流していたことが明らかになった。埋土は細砂である。3ケ所のトレンチに

より溝の長さは18.7m以上あったことがわかる。最大幅は2.25m,最小幅は0.5m,平均の幅は1.15m,深さ

は平均で0.15mである。

出土した遺物はいずれも土師器あるいは素焼き土器で，埋土中か

ら1点，溝底から3点が出土している。そのうちの1点はFig.25-299

番の土師器と接合した。いずれも小破片であるため,299番と接合し

た資料以外の実測はできなかった。なお，この土師器は平安時代の

ものと考えられることから,SD2についてもこれに近い時期を想

定できる。

SD3(Fig.ll)

調査区北東部の8トレンチ内において9層を掘り下げる過程で検

出した。東西方向に延びると考えられるが，溝底部のレベルはほと

んど同じであることから，溝の流れていた方向を決定することはで

きない。埋土は砂である。検出した長さは3.6m,最大幅2.9m,最小

幅1.85m,平均の幅は235mで，深さは0.02mと非常に浅い。

遺物は埋土中から2点出土しており,1点は土師器，もう1点は

素焼き土器である。いずれも小破片であるため実測することはでき

なかった。

5.12層検出の遺構

Fig.11

凸

0 5.5m-m

9層検出遺構SD3S=l/80

SK3(Fig.6)

12層上面で検出した。長径0.35m,短径0.35m,深さ0.21mを測る。遺物の出土はなく，土壌の性格は不

明である。

－22－



Ⅳ包含層出土の遺物

各包含層について，遺物の種別ごとに分布図を作成した(Fig28～Fig.40)。色とマークの凡例はFig.28の

とおりである。

全体を通して見てみると，上部の層では磁器，陶器などが多いが，中部～下部の層では土師器や素焼き

の土器が多くなることがわかる。

まず，各包含層ごとの遺物分布図について触れ,次に，個々 の遺物について述べる(1)。遺物は基本的に

は磁器，陶器，須恵器，土師器，「成川式」土器，弥生土器，土製品，石製品の順に配列した。

なお，以下の点を留意事項として記しておく。

・本調査区は大雨により数度にわたって全体が水没したため，調査区の断面に残るごみ穴からの落ち込み

や，調査区外からの流れ込みなど二次的な遺物が含まれてしまった可能性がある。

‘1．5層は調査区の一部で確認された層であり，それらの層の分布図には偏りがある。また.8層以下

はトレンチ内のみからの出土である。

・分布図に用いた素焼き土器は縄文土器，弥生土器，「成川式」土器，土師器（古墳時代の土師器は含まれ

ない）のいずれであるのかが不明なものである。

．｢成川式｣土器は古墳時代の土器という意味で用いることにした。中津野式(弥生時代終末期に併行する）

とはっきりわかる場合は弥生土器としたが，不明瞭なものについては「成川式」土器に含めた可能性があ

る。

1.1層出土の遺物(Fig.12)

磁器や陶器の他，ガラスなど総数で約10点が出土している。出土点数が少ないのは1層が確認された範

囲がわずかであることにもよると考えられる。．

lは白磁の皿である。口縁端部はやや外方に開く。2．3は白磁の杯でいずれも口縁部を欠く。高台の

下端部は無紬である。4は染付の碗と考えられる。

5は陶器（薩摩焼）の徳利の口縁部と考えられる。口縁部上端は無紬である。6は陶器の鉢で，外面は

風化しているが施されている紬は褐紬と思われる。内面および底面は無粕である。

7は土師器の杯で，焼成前に半裁している。糸切り底である。

1 ⑰ﾉ酉⑧画
4

出〃
一一丁一一＝ごZ2

5

一
3

Fig.121層出士の遺物S=1/3
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2．2層出土の遺物(Fig.13)

磁器，陶器，素焼き土器など，総数約50点が出土している。

8は磁器の杯で，口縁端部付近で外方にやや屈曲する。暗青灰色と明赤褐色の2色で模様が施されてい

る。高台畳付部は無紬である。9は白磁の碗である。10は染付の碗である。外面に蝶の文様を描いている。
11は染付の碗である。12は染付の皿である。部分的に口縁部を外側から内側に少し押しつけて屈曲させて
いる。外面には貫入が見られる。13-14は染付の碗である。外面と内面に貫入が見られる。15は白磁の瓶

と考えられる。16は磁器の碗である。内面見込みには蛇の目状に粕を掻き取った部分がある。また，高台
畳付部も無粕である。17は磁器の碗と考えられる。呉須･緑灰色･灰白色,3色で模様が施されている。高
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台の畳付部は無紬である。18は染付の蓋である。かえりの外面は無紬である。19は磁器の脚である。上部

に直径約5mmの穿孔がある。穿孔部から上部と，下端部には施紬されている。

20は陶器の碗である。内外面に細かい貫入が見られる。21は陶器の翌と考えられる。内面には数条のく

ぼみが見られ，内外面とも鉄紬が施されているが，上端部は無紬である。22は陶器の鉢である。整形の際

の凹凸が明瞭に残っており，外面には鉄紬が施される。23は陶器の饗であり，かなり風化しているが，全

体に鉄紬が施されている。胴部にゆがみがある。24は陶器の鉢である。外面は回転へラケズリ，内面にの

み緑灰色の紬が施される。

25は磁器の杯と考えられる。器表は風化しているが，褐紬が施され，底部付近から底面は無紬，糸切り

底である。

26は素焼き土器で器種は不明であるが，口縁部であると考えた。内外面とも工具によるナデによって調整

されている。

27は陶器であるが，内面に溝が刻まれていることから摺鉢であると考えた。外面には円形の刺突が多数

施されている。

28は土師器の杯で，内面には整形時の凹凸が明瞭に残る。おそらく糸切りである。29は土師器の皿であ

る。焼成前に半裁されている。

30は「成川式」土器の高杯の脚部で，脚端部はわずかにくぼんでいる。赤色顔料がわずかに残っている。

31の器種は不明である。内側と下側は接合面である可能性がある。32は土製の鈴であると考えられる。

直径約6mmの円孔が遺存部分だけについても5カ所確認できる。

3．3層出土の遺物（Fig.14.15）

陶器が多く見られる他，磁器，土師器なども比較的多く含まれる。打製石鑑，薬きょうなどもあり，総

数で約50点が出土している。

33は白磁であるが器種は不明である。脚端部は無紬である。34．35は染付であるが器種は不明である。

36は陶器の浅鉢と考えられ打刷毛の技法が見られる。施されている紬は褐紬であると考えられる。37は陶

器の小鉢ではないかと考えられる。口縁端部の外面が肥厚している。38は陶器（薩摩焼）の茶家本体の口

縁部である。黒紬が施され口縁上端部は無紬である。39も陶器（薩摩焼）の茶家本体の口縁部である。黒

紬が施されるが，口縁内側の一部は紬が拭き取られている。40は陶器であるが器種は不明である。施され

た紬は鉄紬と考えられるが口縁上端部は無紬で，外面には貫入が見られる。41は陶器の碗であると考えら

れ，黒紬が施されている。42は陶器の皿と考えられる。施されている紬は褐紬と考えられるが，外面は無

紬である。43は陶器の摺鉢の口縁付近である。紬はかなり風化している。44は陶器の皿である。目跡には

1mm大の砂目が残っている。45は陶器の鉢の底部と考えられる。内面には砂目が残っている。46は陶器

の碗で，飴紬が施される。見込みには紬を剥ぎ取った跡が残るが，砂目は見られない。高台～底部は無紬

である。47は陶器（薩摩焼）の小燈である。見込み中心部には中央に穴をあけた半円錐形の粘土を接合し

ている。脚部中央には円錐形の穴があけられている。褐紬が施され，脚部は無紬である。48は陶器の小型

釜と考えられる。外面にはヘラケズリによる稜線が明瞭に残っている。透明紬が施されるが，受け部上面

から内面にかけては無紬である。49は陶器の茶家（琉球系瑠璃紺茶家）の蓋である。沈線で描かれた円と

星形部分の外枠は呉須で，星形の内側は茶色の顔料で彩色されている。50は陶器の摺鉢の底部である。内

面の溝はかなりシヤープな感じを与える。底部外面にはカキメが施されており，器表は風化しているが褐

紬が施され,底部は無紬である。51も陶器の摺鉢の底部である。内面の溝は50に比べるとシヤープさに欠

け，外面にはカキメ状の痕跡が残る。器表は風化しているが褐紬が施され，底部は無紬である。
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Fig.143層出土の遺物s=1／3

52は土師器の杯の底部である。53は土師器の杯であ

る。焼成前に半裁しており，底部には糸切りの痕跡が残

る。

54は薬きょうである。

Fig.15の55は石嫉で，基部に挟入がある凹基無茎嫉と

呼ばれるものである(2)。先端は欠損しているが,残存部↓呼旺オしつもの~c‘りつ、色'oプロJ而ほノベj貝し~Lい色か，嫁仔司》‐55

の長さ2.8cm,最大幅2.25cm,厚さ0.55cmを測り，重さ

は1.92gである。石材は頁岩であると考えられる｡刃部中03ot
0

◇
央よりもやや上方に2カ所,わずかな挟りが観察できる。

Fig.153層出土の石雛S=1/1
形態的特徴から縄文時代中期以降のものと考えられる。

縄文時代の石鍍については長さ1.Ocm～3.Ocm,重さ0.5～2.0gのものが多いとされていることから(2)̂ 本遺

跡出土の石嫉は長さ，重さともに上限に近い値となっている。

4．4層出土の遺物(Fig.16)

陶器が多く見られ，他に磁器や素焼き土器なども含まれる。陶器に施された紬は，風化したものが多い

のがこの層からの出土品の特徴である。総数で約60点が出土している。

56は染付の碗の口縁部である。57は磁器の碗の口縁部である。58は青磁の碗の口縁部である。59は白磁
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Fig.164層出土の遺物S=1/3

の碗の底部である。高台下端付近は無紬である。

60は陶器（薩摩焼一龍門司系二彩灰褐紬）の杯である。見込みには蛇の目状に紬を掻き取った部分があ

るが，目砂は残っていない。高台から底部にかけては無紬である。61は陶器の仏飯碗ではないかと考えら

れる。62は陶器（薩摩焼一龍門司系二彩灰褐紬）の碗または杯であると考えられる。63は陶器であるが器

種は不明である。口縁端部付近のみ内外とも施紬されているが，風化している。口縁部の下に外側から内

側への穿孔がある。外面の穿孔部の周りには剥離した痕跡があることから，突起物状のものが付いていた

可能性がある。64は陶器の饗の口縁～胴部である。口縁端部に胎土が付着し，内面にも一部紬が付着して

いる。器表は風化している。65は陶器の壷あるいは茶家の口縁部である。器表は風化しているが，施され

た紬は黒紬と思われる。口縁上端部と内面下方は無紬である。66は陶器の碗の底部である。黒紬が施され，

貫入が見られる。内面と高台下端部は無紬である。67は陶器で器種は不明であるが脚部である。脚は半球

形状を呈する。おそらく褐紬が施され，底部の外面のみ無紬である。68は陶器の皿である。施された紬は

緑紬と考えられる。内面底部付近と外面は無紬であるが,外面は部分的に粕が流れたように付着している。

69は陶器の皿で器表は風化している。内面に施紬されており，底部には糸切りの痕跡が残る。70は陶器の

喪である。底部付近の外面の一部に1条の沈線が見られ，底部外面の数カ所に胎土が付着している。器表
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はかなり風化している。外面には紬が施され,底部の内外面は無紬であるが,部分的に紬が付着している。

71は陶器の茶家の蓋である。天井部にのみ施された紬は黒粕と考えられる。72は陶器の蓋である。天井部

にのみおそらく褐紬が施されている｡73は陶器の茶家の釣り手掛で器表は風化している。内面のみ無紬で，

他はすべておそらく黒紬が施されている。

74は須恵器の喪の口縁部であると考えられる。75は須恵器の蓋である。

76は饗の口縁と考えられる。77は弥生土器の翌の底部である。外

面にはハケメの痕跡がわずかに残っている｡底部内面には炭化物

が付着し，黒色を呈している。

78は犬形の土製品である。耳や目などは表現されていない。こ

のような土製品は中世末～近世初頭にほぼ全国的に見られ,安産

祈願などの土俗的な信仰にかかわる呪具と考えられる(3)。

79

5．5層出土の遺物(Fta.17)

素焼き土器など約10点が出土している。5層が確認されたのは

調査区北半分のみであるので，分布状況と矛盾はしていない。

010．，
－

Fig.175層出土の遺物S=1/3
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79は脚付の杯である。脚は現在1個しか残っていないが，取り付けの痕跡などから，もともとは3カ所

付いていたことがわかる。脚を取り付けた部分には接合しやすくするために，刻み目が施されている。

6.6a層出土の遺物(Fig.18.19）

素焼き土器が圧倒的に多くなる。他に，磁器，陶器，須恵器,土師器なども少量ではあるが含まれる。総

数で約400点が出土している。

80は白磁の杯である。口縁端部付近でわずかに外方に屈曲する。高台下端部のみ無紬である。81は磁器

であるが器種は不明である。飴紬が施され,口唇部は浅く刺突されている。82は染付の碗の口縁部である。

83は青磁碗の口縁部である。内外面ともに貫入が見られる。84も青磁の碗で蓮弁が見られる。85は青磁の

碗の口縁部であるが，紬の色は非常に薄い。86は白磁の皿である。高台の下端と内側は無紬である。87は

磁器の皿と思われる。高台の下端は無紬である。

88は陶器の皿と考えられる。体部中央で外方に屈曲し口縁部付近で上方に立ち上がる。透明紬が施され，

内外面には貫入が見られ，底部は無紬である。89は陶器の皿と考えられ黒紬が施される。90は陶器の茶家

と考えられ，褐紬が施されている。口縁上端部は無紬である。91は壷と考えられる。呉須で模様が描かれ

透明紬が施される。内外面に貫入があり，口縁端部の一部は無紬である。92は陶器の摺鉢の口縁部である。

器表は風化しているが，黒紬が施されている。内面は無紬である。93は陶器の皿で，透明紬が施されてい

る。94は陶器の蓋で，外面の紬は風化している。95は陶器の杯である。外面にはカキメが施され，底部外
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面には部分的に炭が付着している。器表は風化しているが，おそらく黒紬が施されている。96は陶器の碗

の底部である。見込みの内部には紬や胎土が付着している。透明紬が施され,高台の下端は無紬である。97

は陶器（薩摩焼）の茶家の蓋である。天井部にのみ褐紬が施されている。98は陶器（薩摩焼）の茶家の釣

り手掛である。下方には茶家本体と接合する際に付いたと思われるユビオサエの痕跡が残る。内面は無紬

であるが，他はすべて黒紬が施されていると思われるが器表は風化している。99は陶器（薩摩焼）の茶家
の注ぎ口である。おそらく褐紬が施され，内面は無紬である。

100は須恵器の翌の頚部から胴部である。酸化焔焼成になっている。101は須恵器の口縁部である，器種

は不明であるが，壷の口縁かもしれない。102.103は須恵器であるが器種は不明である。104は須恵器の杯

である。中村浩氏による編年(4)の皿型式に相当すると考えられる。105は須恵器の蓋のつまみ部である。
中村編年の皿型式に相当すると考えられる。

106は土師器の碗の口縁部である。107は土師器の皿であると考えられ，糸切り底である。108は土師器

の杯であると考えられるo109は土師器の小型皿で，糸切り底である。110は土師器であるが器種は不明で

ある。Illは土師器の杯か皿である。112．113は土師器の皿と考えられる。114は内黒土師器の碗である。

内面はヘラミガキ，底部外面の一部にススが付着している。115-116は土師器の杯または皿の底部である。
117は土師器の杯と考えられる。118は土師器の碗の底部である。

119は壷の口縁部である。120は饗の口縁部である。121.122は喪の脚部である。123は「成川式」土器の

饗の脚部である。124は「成川式」土器の壷の底部である。底部はわずかに段を形成しており，底部の形態

はほぼ平底である。内外面ともにハケメがわずかに残っている。125は「成川式」土器の増または壷の頚部

であると考えられる。126は弥生土器（黒髪式）の喪の口縁部である。127は弥生土器の大型蕊の突帯部で

ある。突帯はM字状を呈し，ヨコナデで調整している。128は喪または壷の突帯部である。129は翌の突帯

部である。突帯の下方では，器壁がかなり薄くなっている。130は蕊の突帯である。少なくとも2条以上
あったことがわかる。

131.132は土錘である。いずれも紐ずれと考えられる痕跡が残っている。

7.6b層出土の遺物(Fig.2021.22)

素焼き土器が圧倒的に多い。その他に，磁器，須恵器，「成川式」土器，土製品なども見られる。総数で
約800点が出土している。

133は白磁であるが器種は不明である。134は白磁の皿で，外面に整形時の稜が残っている。135は白磁

の碗であると考えられる。口縁は波状を呈し，内外面に貫入が認められる。136は磁器であるが器種は不明

である。口縁端部付近のみ施紬されている。137は青磁の皿と考えられる。内外面に貫入が見られる。138

は磁器の碗である。高台畳付部～高台内部は無紬である。139は青磁の碗と考えられる。内面見込みに蛇の

目状に紬を掻き取った部分がある。高台畳付部～高台内部は無紬である。底部はかなり厚く，高台の見か

けの高さは1.5cmほどもある。内外面に貫入が見られる。140は青磁の碗であり，底部内面で屈曲している。

外面には縦方向に連弁の鏑が見られる。高台内部は無紬である。

141は陶器の喪である。胴部にはカキメが施され，口縁部上端面の紬は拭き取られている。器表は風化の

ため白濁している。

142は須恵器であるが器種は不明である。

143は陶器の鉢の底部である。144は陶器の碗である。削り出しの高台を有し，高台畳付の付近は無紬で

ある。底部はかなり薄い。

145は須恵器の杯の口縁部である。口縁端部付近の外面は少しくぼんでいる。146は須恵器の饗の口縁部
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であるが，口縁端部は欠損している。内外面ともに自然紬がかかっている。147は須恵器の要の口縁部であ
るが，口縁端部は欠損している。口縁端部付近に自然紬が付着している。148は須恵器の杯の底部である。
高台が内側に曲がっている。149は須恵器の蓋である。

150.151は土師器の皿あるいは杯であると考えられるが,小破片のため断定することはできない。152は

土師器の碗である。口縁部の外面は上方に屈曲している。153は土師器の杯である。154は土師器の杯であ
ると考えられる。155は土師器の皿で，糸切り底である。156は土師器の皿あるいは杯と考えられる。157は

土師器の皿で，内外面に赤色顔料が見られる。158は土師器の皿で，糸切り底である。159は土師器の皿あ
るいは杯と考えられる。160は土師器の皿の底部で，糸切り底である。161は土師器の皿または杯と考えら

れ，底部はへう切りである。162は土師器の皿または杯である。163は土師器の杯と考えられる。164は土
師器の杯と考えられる。底部外面と体部外面の一部に赤色顔料が見られる。165は土師器の皿または杯であ
る。166は土師器の皿または杯である。他の土師器に比べやや赤みがかっていて，堅い感じを受ける。へラ

切り底のようである。167は土師器の碗と考えられる。底部に段を有し，見かけ上の充実高台を形成してい

る。糸切り底である。168は土師器の碗と考えられる。底部には高さ0.4cmほどの段を有しており，見かけ

上，充実高台となっている。糸切り底である。169は土師器の杯または碗である。底部は高さ0.3cmほどの
段を有しており，見かけ上の充実高台となっている。糸切り底である。170は土師器の杯または碗である。

底部には高さ0.5cmほどの段があり，見かけ上の充実高台となっている｡外面の一部に赤色顔料が見られる。

糸切り底である。171は土師器の碗である。底部はすべて道存している。底部には高さ0.4cmの段があり，見

かけ上の充実高台となっている。172は土師器の杯または碗である。173は土師器の碗である。底部内面に

黒斑が見られる。174は土師器の碗の底部である。175は土師器の皿である。176は土師器の皿で，糸切り

底である。177は土師器の皿である。178は土師器の杯と考えられ，糸切り底である。179は土師器の皿ま

たは杯である。180～183は土師器の杯と考えられ,180と182は糸切り底である。184は土師器の杯と考え

られる。底部付近の内面と体部の外面に赤色顔料が見られる。185は皿または杯である。外面の一部はやや

黒みがかっていて，糸切り底である。186.187は土師器の皿または杯である。188は土師器の杯と考えられ

る。189.190は土師器の皿または杯である。191は土師器の杯である。192～195は土師器の皿または杯で，

194は糸切り底である。196は土師器の皿で，糸切り底である。197は土師器の杯で，へラ切り底である。198

は土師器の皿または杯で，底部にわずかな段を有する。199は土師器の皿または杯で，糸切り底である。200

は土師器の皿と考えられる。201～204は土師器の碗の高台部分である。202は内面に赤色顔料がわずかに見

られ，203は高台との接合部分にわずかに赤色顔料が見られる。204は高台が剥がれ落ちている。205は内

黒土師器の碗である。ミガキの状態は不明である。高台は欠損している。

206は「成川式」土器の翌である。口縁端部が外方にごくわずかに肥厚している。207は喪の口縁部であ

る。208は「成川式」土器の喪である。209は口縁部であるが器種は不明である。210は「成川式」土器の

喪である。211は翌の口縁部と考えられる。212は「成川式」土器の喪の頚部である。213は「成川式」土

器の喪の突帯部である。214～216も突帯部であるが器種は不明である。217は「成川式」土器の喪である。

脚部は剥離している。218は翌の底部～脚部である。器壁は薄く小型である。219は「成川式」土器の饗で

ある。脚部は剥離している。220.221は翌の脚端部である。222は「成川式」土器の蕊の脚端部で，かなり

大型である。223～226は饗（226は「成川式｣）の脚端部である。225.226は接合面が露出している。227～

229は壷の口縁部である。口縁端部がわずかにくぼんでいる。230は「成川式」土器の壷の突帯部である。

突帯中央部をくぼませ，へラ状工具で突帯と直行に刺突している。いわゆる「幅広突帯」の範暗にはいる

ものである。231は「成川式」土器の壷の底部である。内面にはハケメの痕跡がわずかに残っている。232

は弥生土器の高杯の杯部である。内外面に接合痕が残るがそれらの接合の状態は不明である。233は「成川

式」土器の高杯である。胴部上方に横位の沈線が見られるが，杯部接合の目印として施された可能性があ
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る。外面には赤色顔料が塗布されている。234は「成川式」土器の高杯である。上方には杯部との接合面が

露出している。235～237は「成川式」土器の高杯の脚端部で，236は薄手である。238は「成川式」土器の

増の口縁部である。口縁端部はわずかにくぼんでいる。239は「成川式」土器の増の底部と考えられる。内

外面に赤色顔料が残っている。240は弥生土器の突帯部である。突帯の先端には刻みが施されている。241
は弥生土器の壷の突帯である。242～244は突帯部である。243と244には突帯の上からへラ状工具による刺

突が施されている。とくに243の刺突の痕跡は器壁上にも残っている。245は突帯部である。突帯の上をハ

ケ原体で斜め方向に刺突している｡246は布目圧痕が残る土器片と考えられる。突帯部分の可能性もあるが
断定はできない。247は口縁部の破片であるが器種は不明である。

248～252は土錘で，248は大型,249は中型，他は小型である。248は外面の一部に黒斑が見られる。249.

251.252は端部の一部が扶れたりすり減ったりしており，紐ずれの痕跡の可能性がある。

253は表面が滑らかなことから，砥石として用いられていたと判断した。なお，道存している面は網掛け
で示した。

8．7層出土の遺物(Fig.23)

素焼き土器がやはり多い。その他に，須恵器，土師器，「成川式」土器，弥生土器なども見られる。総数
は約300点である。

254は青磁の碗である。口縁端部で外方に屈曲し，外面には片彫りによる連弁文様が施されている。内外

面とも貫入が見られる。255は青磁の碗である。口縁端部付近でやや外方に屈曲する。内外面に貫入が見ら

れる。256は陶器の碗で透明紬が施されている。内面見込みには目跡が3カ所見られる。充実高台の畳付部

は無紬である。257は磁器の碗と考えられるが,径が大きいため他の器種の可能性もある。紬は風化してい

る。体部の器壁に比べ底部の器壁が厚いため，見かけ上の高台が形成されている。

258は土師器の碗である。口縁端部が外方にやや屈曲する。外面にススあるいは黒斑が付いている。259

は土師器の杯と考えられる。260は土師器の皿で，糸切り底であると考えられる。261は土師器の皿で，糸
切り底である。262．263．264は土師器の皿である。265は土師器の皿で，へラ切り底である。266は土師器

の碗である。267は土師器の皿である。268は土師器であるが器種は不明である。269は土師器の杯で，糸
切り底である。270．271は土師器の碗である。

272は「成川式」土器の喪である。口縁部で外方に屈曲し，口縁端部は平坦面を有する。東原式(6)に属

すると考えられる。273は翌である。口縁部は外方に屈曲し，口縁端部の先端はわずかにくぼんでいる。中

津野式あるいは東原式に属すると考えられる。274は喪である。口縁端部付近の外面には接合痕が見られ，

口縁上端部はわずかにくぼんでいる。275は翌の口縁部である。276は「成川式」土器の喪の突帯部である。

突帯の上方から器壁は外反している｡277は饗の突帯部分である。突帯の上部から斜め方向にハケエ具を押

しつけることによって，刻み目突帯としている。278は「成川式」土器の饗である。脚部は剥離しており

残っていない。279は「成川式」土器の饗の脚部である。280は「成川式」土器の高杯の口縁部である。281

は器種は不明だが口縁部であると思われる。口縁端部付近でわずかに上方に屈曲し，口縁端部は丸みをお

びている。282は「成川式」土器の高杯の脚部である。283は「成川式」土器の増の底部と考えられる。284

は壷の口縁部で，口縁上端部はわずかにくぼんでいる。285は弥生土器の突帯部である。286は弥生土器の

壷である。底部にはハケエ具を刺突したような直線的なくぼみがあるが，底部にハケを施したのかどうか

は不明である。287は蕊の口縁部である。288は突帯部分である。突帯はそれほど高くない。289は「成川

式｣土器の翌の突帯であると思われる。突帯の形状は略三角形を呈する。290は素焼きの土器であるが器種

は不明である。
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8層出土の遺物93．己ﾉ曽出工の逼初(Fig.24)

素焼き土器の他，陶器，土師器，「成川式」土器など，総数で約10点が出土している。

291は陶器の喪または摺鉢であると考えられる。しかし，残存部では無紬であり，また，内面に溝は見ら

れない。

292は土師器の皿または杯である。293.294は土師器の皿あるいは杯で，糸切り底である。295は土師器

の皿である。内外面に赤色顔料が塗布されており，糸切り底である。

296は「成川式」土器の高杯の脚部である。脚端部は丸みを帯びている。297は土師器の杯あるいは「成

川式」土器の増であると考えられる。

298は素焼き土器であるが器種は不明である。下端部は割れているが,その部分の厚さはわずか1mmほ

どしかない。

10．9層出土の遺物(Fig.25)

素焼き土器の他，土師器，「成川式」土器，弥生土器などが出土している。総数で約25点が出土してい

る。

299は土師器の碗で，復元の結果完全な形を知ることができた。比較的狭い場所からまとまって出土し，

割れ口も磨滅していないことから，9層の形成時期を表す資料と考えられる。なお，10層から出土した破
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片1点がこの碗に接合した。ロクロ整形の痕跡をよく残している。底部は高さ3～4mmの段を有し，見

かけ上の充実高台となっており，底部はへう切りである。平安時代のものと考えられる。300は土師器の碗

の口縁部である。口縁端部はわずかに平坦面を有する。口縁端部外面に弱い屈曲が見られる。301は土師器

の碗の口縁部である。

302は饗の底部である。

303は復元すると管状になることと，外面にススが付着している部分があることから，フイゴの羽口の破
片であると考えた。

｜
Ⅷけヘ、11.10層出土の遺物(Fig.26)

素焼き土器の他,土師器,弥生土器も見られる。総

数は約25点ほどである。

三三＝＝
知 麺

10口、0
－

304は壷の突帯部である。突帯は略三角形を呈する。一Fig.2610．12層出土の遺物S=1/3304:10$
305:12層

12.11層出土の遺物

素焼き土器が2点出土しているが,いずれも小

破片のため図化できなかった。 一－－!■■■■■へ

〃 と型－13
13.12層出土の遺物(Fig26)
素焼き土器が2点出土している。

305は喪の突帯部である。突帯取り付け後タテ

ハケが施されている。

3“ 307

10m0
－

Fig.27その他の遺物S=1/3

14その他の遺物(Fig.27)

306は6層から出土した須恵器の喪の口縁部であると考えられるが，口縁端部は欠損している。

307は廃土中より採集した「成川式」土器の喪の脚部である。

註

(1)磁器，陶器の説明には，以下の文献等を参考にした。

向田民夫「日本の陶磁9薩摩」保育社,1978

本田道輝･下山覚編「大龍遺跡一大龍小学校校舎改築及び給食室建設に伴う第5次・第6次緊急発捌調査報告

書一』鹿児島市埋蔵文化財発掘調査報告書（7），鹿児冊市教育委員会，1986

出口浩編｢大龍遺跡一大龍小学校体育館建設工事に伴う第7次緊急発掘調査報告書一第1集歴史時代編大

寵寺跡」鹿児島市埋蔵文化財発掘調査報告書（15)，鹿児島市教育委員会，1992

弥栄久志編『鹿児島城二之丸跡（遺物編）一鹿児島県立図書館・鹿児島県立視聴覚センター建設に伴う発掘調

査報告書一」鹿児島県埋蔵文化財発掘調査報告書（60)，鹿児島県教育委員会,1992

矢部良明・水尾比呂志・岡村吉右衛門『日本のやきもの③薩摩・民窯』講談社,1992

上田耕編「南別府城跡一城Ill遺跡一」鹿児鳥県知覧町埋蔵文化財発掘調査報告書第4集，鹿児島県知覧町教育

委員会,1993

（2）鈴木道之助「図録石器入I"J辞典縄文」柏書房,1991

（3）斎宮歴史博物館・三頭県埋蔵文化財センター「三茄県の祭記遺跡一まつりのかたちさまざま－」

斎宮歴史博物館・三重県埋蔵文化財センター，1994

（4）中村浩「和泉陶邑窯の研究一須恵器生産の基礎的考察一』柏書房,1981
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Tab.3遺物観察表
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図番号 器種 部位 出土屑 色調・粕胴 胎土・磁胎 調整・施文 |I蕊 憶考

1
皿 完形 1 外面・内面：

ueN8/0灰白色
透明粕，器肉:H 施粕 2 台

存
白
径
約

2
杯 一

部

部
台

体
高

1

寵鍋･蝋噸撒溌白
色

微細粒をわずか
に含む。

施紬，高台畳
掻き取り；調

:紬 2

鳥騒鼠舗柵"(反

3
杯

蕊罰
1

＃
色

面・内面．
台畳付部．韓削噸:繍鍵 蕊綴篭磯繍

41 白磁，高台径2.10m(残
存約3/4）

4
碗 口縁部 1 外面・内面：透明軸，文様:h

uelOBG6/1青白色，器肉:h
ue5YR3/4暗赤褐色

施粕：文様 40 染付

5
徳利？ 口縁部 1

将細線R4/職と綴
口唇部:Hue5YR5/4にぶい赤褐色，
器肉:Hue5YR3/4暗赤褐色

篭浮
わずか 施粕，口唇部：紬掻き

取り；ヨコナデ
39 陶器(薩摩鯛

6
鉢 底部 1 外面・内面一部:Hue7.5Y6/3*

リーブ黄色，外面一部・内面:Hue

:聯静胸洲聯

白透明砂粒・白
色細砂粒・黒色
微細粒をわずか
に含む．

総回
46 陶器

7
杯 底部 1 外面・内面・底面

浅黄燈色，器肉：
白色

:Hue7.5YR8/3
Hue7.5YR8/2灰

粒を
む．

わ ｊ
少
ｉ
ｊ
１

面：ナデ，内面：回
ナデ，底面：糸切り

44 土師器,焼成前に半分に
切断されている．

8
杯 完形 2 外面・内面・高台外内面：透明粕，

簿蕊輔溌鮮貿
霧響評

わ 施粕：外面文禄，高台
畳付部：紬掻き取り；
調整不明

31 磁器

9
碗 口縁部 2 外面・内面：

ueN8/0灰白色
透明紬，器肉:H 微細粒を

に含む．
わずか 施粕一 51 白磁

10
碗 口縁部 2 外面・内面：透明紬，

ue5PB5/lに類似
文様:h 霧鯉群

わ 施粕：外面蝶文 53 染付

11
碗 口縁部 2 外

文
：

i・内面：
11Hue5

ueN7/0灰謎鍬騨陶
微細粒を
に含む．

わずか 施紬：外面文様 81 染付

12
皿 口縁部 2 外面・内面:Hue5G7/1明緑灰色，

苦畿昼熱:聴淵削醗
微細粒を
に含む．

わずか 施紬：外面貫入 49

皆幾
(反転

|口縁部|碗
13

2

撫隅雛2脚関藤諸
翻鰯磯諮色に類似鶏肉：

微細粒をわずか
に含む．

施紬：外面・内面貫入 73 染付

14
碗 口縁部 2

撫蛎:磯読潔購篭
肉:HueN8/0灰白色

鯉群わずか
施紬：外面・内面貫入 99 染付

15
瓶 口縁部 2 外面・内面:HueN8/0灰白色，器

肉:HueN9/0白色
施粕 33 白磁，口径3.06画(反転

復元残存約1/3）

16
碗 一

部

部
台

体
高

2

鰯3序購繍蕊篠溌旦
部・器肉:Hue2､5Y8/2灰白色

黒色微細
干含む．

粒を若 施紬，内面見込部一部
：軸掻き取り？回転ナ
デ？，高台畳付部：軸
掻き取り？調整不明

32

:議樵僻(反

17
碗 一

部

部
台

体
高

2 外面・内面・高台内面
ueN8/0灰白色，文様：

・器肉:H
Hue5PB4/l

暗青灰色に類似・HuelOGY
灰色に類似・Hue7､5Y7/2灰
高台畳付部:Hue5YR7/6燈色

5／
白
1緑
色、

台畳付部：紬
;調整不明

77 磁器，高台径8.18(反転
復元径疑問残存約1/8)

18
蓋 口縁部 2

慨§瞬篭鴎瀞皇識
面・器肉:HueN8/0灰白色

施粕，口縁部(受部)外
面：紬掻き取り；回転
ナデ

95 染付

19
不明 脚部 2

灘輔撫齢蕊
施粕
明9

，無粕部：調整不
穿孔直径5画

73 磁器

釦
碗 口縁部 2 外面・内面：

7.5Y4/2灰オ 漣愛色
ue2.5Y8/l灰白色

9

文様:Hue
器肉:H

黒色細砂粒をわ

綱窪年曹
む．

施粕：外面・内面貫
入，口縁端部：粕掻き
取り？無粕？

30 陶
復認

口径9.12m(反転
疑問残存約1/8)

21
翌？ 口縁部 2 外面･内

顎謝
， 白透明砂粒

砂粒を含む．
･細 外面・内面：顔料塗

付
●
●無露

ナデ，口唇部
22 陶器

22
鉢 口縁部 2 外面・内面:Hue10YR3/4暗褐色，

器肉:Hue5YR3/4暗赤褐色，鉄紬
黒色・白色細砂
粒を若干含む．

施粕：整形に伴う凹凸
が明瞭，口縁部：外へ
つまみ出し

2017 No5トレンチ(西側),薩
摩焼
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図番号 器種 部位 出土層 色 調 ・ 粕 調 胎土・磁胎 闇整・施文 遺物
番号 備考

23
尭 口縁部 2 外面・内面：

黄色，器肉：
褐色，鉄粕

Hue5Y6/3オリーブ
Hue5YR5/4にぶい赤

灰色砂粒を若干
含む．細砂粒を
含む．

自然粕がかかって調整
不明

4 陶器

24
鉢 底部 2 外面：

内面：

熱辱

砂粒を若干含
む．細砂粒を含
む．

嫉今廻り機：
まわり)，底面：無粕；
調整不明

112 陶器

25
杯？

鰯～
2 外面：

一部・
内面：
肉:h

黒色・白色微細
粒を若干含む．

：

面
6

：議濡i潟
(反転

26
不明 口縁

部？
2 外面・口唇部:Hue

褐色，内面・器肉：
にぶい澄色

10YR5/2灰黄
Hue7.5YR6/4 鶴蕊

む．勧佃
ずかに含

白色粗
色・白
若干含
粒をわ
む．

外面・内面：工具によ

鮮轟識哩騨
2017 No5トレンチ(西側）

27
播鉢 不明 2 外面:Hue10YR2/1黒色・H

ue7.5YR6/3にぷヤ
ue5YR6/4にぶい
ue5YR6/6燈色

鰭･綴淵
白色砂粒を若干
含む．白色･黒
色細砂粒を若干
含む．

一
県
内
さ
て

外
径
面
１
いる

2017 陶器,No5トレンチ(西
側）

28
杯 底部 2 外面・内面・器肉:Hue7.5YR7/4

にぶい澄色 息蕊響瀞 外面
転ナ＃
底面'繍謬報

47 土師器，底径
転復元残存約

6.40函(反
1/5）

釣
皿 底部？ 2 外面・器肉・切断面:h

ue7.5YR8/4
ue7.5YR8/2瀞

色，内面:H
微細粒をわずか
に含む．

外面・内面：回転ナ
デ，底面：糸切り痕

61 土師器，焼成前に半分に
切断されている．

30
高杯 脚部 2

蝋擬撚懸料§
黒色・白色・赤
色細砂粒を含
む．微細粒を若
干含む．

外面：ハケメ赤色顔料
塗付，脚端部：ヨコナ
デ

58

儲識撫'謝皿

31
不明 不明 2 外面:Hue7､5YR8/4浅黄澄色，器

肉:Hue5YR7/6燈色，赤色操:h
ue2.5YR5/8明赤褐色

●

砂

●
●

熱蕊
細砂粒を含む

窺澱K燕(関
面･底面：接合面？

20

32
土鈴？ 2 外面．

ぶい燈
,面・器肉:Hue5YR7/3に
●
０
白

微細 外面：ナデ，径6皿の
穿孔

24

33
不明 体部～

高台部
3 外面・内面・

肉:HueNS/礎内面：透明紬，
色

器 黒色細砂粒・微
細粒をわずかに
含む．

蕊取＃瀧織軸
139

鳥濫墓織瀞"(反

34
碗？ 口縁部 3 外面・内面：透明粕，文様:H

篭淵磯諮色に類似鶏肉：
徴細粒をわずか
に含む．

施紬 109 染付

35
不明 口縁部 3 外面・内面:Hue2､5GY6/1オリー

ブ灰色，文様:Hue10BG5/1青灰
色，口唇部：Hue7、
2/3極暗褐色，器肉：
紫灰色

5YR4/4褐色．
Hue5P4/1晴

黒色・白色微細
粒を若干含む．

施紬 123 染付

妬
浅鉢？ 口縁部 3 外面・内面:Hue10YR2/3黒褐

色・Hue2,5Y6/4にぶい
肉:Hue5YR3/4暗赤褐色，輪

器
粒をわ
む．

施紬 136 陶器

37
小鉢 口縁部 3 外面・内面:Hue2､5Y8/2灰白色，

器肉:Hue10YR2/2黒褐色・Hue
10YR8/1灰白色

粒を
む．

わ 施粕 83 陶器(白薩摩）

38
茶家 口縁部 3 外面:Hue10YR2/2黒褐色，内面

：透明粕・Hue2､5Y4/3オリーブ
褐色，内面一部．
ue2.5YR4/4にぶし鼎羅

･器肉:h
、 黒紬

透明・黒色細砂
粒を若干含む． 鴬

粕，口縁～上端部：
掻き取り；闇整不

総冒濡職韓

72

'鎧瀧溌鋸鳶
1/6）

39
茶家 口縁部 3

鞭内需雛
内面一部:Hue2
器肉:Hue7.5YR4/6褐色，黒紬

わ
微
含

:鍵鮮
粒を若干

黒
ず
細
む

施粕，内面一部：紬掻
き取り；回転ナデ

93 陶器（
6.10m

1/6）
瀧殿晶鳥

40
不明 口縁

部？
3 ﾀ価IHue

内面:Hue
口唇部:H
:Hue2.5YR

：
・白色細
わずかに
白色微細
干含む．

色
を
．
若

黒
粒
む
を

驚紬， 口縁上溺部;無 120 陶器

41
碗？ 口縁部 3 外面・内面:Hue2､5Y4/1黄灰色，

器肉:Hue5B5/1青灰色，黒粕 霧麓評わ
施粕 138 陶器

42
皿？ 口縁部 3 外面・器肉:Hue5YR4/3にぶい赤

褐色内面:Hue10YR3/4暗褐色，
褐紬？

黒色・
明微細
かに含

４
．
４
●

粒
む

施紬，外面：紬掻き取
り；回転ナデ

91 陶器

43
播鉢？ 口縁部

付近
3 外面・内面・器肉:Hue2.5YR5/6

明赤褐
ue5YR3/嘉沫綴

下半部:H
白色細砂粒・微
細粒をわずかに
含む．

回転ナデ，
：施融？

外面下半部 17 紬かなり風化

44
皿 底部 3

職
プ黒色

底面・器肉:Hue10BG3/1
色,内面:Hue5Y3/2オリー

白色微細
干含む．

粒を若 外面：回転ナデ
:施紬，砂目
糸切り痕-－

9 底願
114 転

目
一

反
砂
一

く四径3.42
01/3）

砂粒

陶
復
は
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図謡 器種 部位 出土屑 色調・粕調 胎土・磁胎 調整・施文
遺物
番号

循考

45
鉢？ 底部？ 3 側:Hue2.5Y3/1黒

Hue5Y3/1オリーブ
側:Hue2.5YR3/6暗

外
．
・
内

肉
面
肉

器
内
器

外面・

雛：
赤褐色

白色細砂粒･微
細粒をわずかに
含む．

施粕，底面：粘土付着 98 陶器
内面に砂目

46
碗 一

部

部
台

体
高

3 、

，
面
高
Ｈ

灘雛
褐色，内

蕊色；

ue2.5YR2/2極
:Hue5YR3/4
ue5YR3/6暗赤
ue10YR8/3浅
・畳付部・
燈色，飴紬

外面:H
外面一部
内面:H
一部:H
台内面
ue5YR6/6燈色，

§
色・黒色細
をわずかに瞥

む．微細粒を含
む．

紬
転
無

．
・
デ
回
・
・

外内面一部
;り；回転ナ
面：無紬；
高台畳付部

9

％
、

紬
き
台
デ

;調整不明

施
掻
高
ナ
紬

131

:熟議競識(反転

47
燈器
(小燈）

3 外面・内面:Hue10YR4/3にぶい
黄褐色，外面下部・脚内面・器肉：
Hue5YR7/6燈色，半円錐形粘土部
外内面:Hue10YR2/1黒色，半円
錐形粘土部器肉IHue2､5YR6/1赤
灰色，褐紬

細
に

含
粘

鶏
をわずか
粒を若干

む．半円錐形
土部：白色細

鶴&蕊
む．

かに

干含

施紬，外面下部・脚内

騒雛鳥悪慕箱
70

鰻F摩)。
脚径4.42函

48
小型の
釜？

口縁部
～胴部

3

蕊繍鰯鮮偽
微細粒をわずか
に含む．

施紬:外面受部直下ま
で回転へラケズリ，受
上部．たちあがり部・
内面：無粕;回転ナデ

84 陶器，口径13.95画(反
転復元残存約1/8）

49
蓋 天井部

～口縁
部

3 外面:HuelOY8/l灰白色・H
ue5PB5/l青灰色に類似Hue

測騰』琶7塁郷鍬
2.5Y8/3淡黄色

黒色微細粒を
ずかに含む．

わ 施
と
外
茶

施粕，文様:沈線で円
と星を施文，円と星の
外側は青，星の内側は
茶で施粕，内面：無紬
;回転ナデ

76 陶器(琉球系瑠璃紺

謡霊鵜薪淵
茶
函

50
播鉢 底部 3 外面:Hue2.5YR2/4極暗赤褐色．

Hue7.5Y5/2灰オリーブ色，内面
:Hue2､5YR3/3暗赤褐色，器肉：
HuelOR4/4赤褐色，褐勅

息
色・透明
･細砂粒．＃

細粒をわずかに
含む．

鯛:聯溝
一部自 59 陶器

51
播鉢 胴部～

底部
3 外面：Hue7､5YR3/4暗褐色・H

5Y6/2灰オリーブ色，内面：
ue5YR3/2暗赤褐色，器肉外側：
ue5YR4/3にぶい赤褐色，内側：
ue2.5YR5/6明赤褐色，褐紬

雌
Ｈ
Ｈ
Ｈ

茶褐色砂粒をわ
ずかに含む．黒
色・白色細砂粒
を若干含む．

施粕,外面：カキメ？，
内面：溝(1皿幅）

59 陶器

52
杯 底部 3 Hue10YR8/2灰白色 粒をわ

む．
摩滅，調整不明 117 土師器

53
杯 底部 3 Hue10YR8/2灰白色 回転ナデ，底面：糸切

り痕
50 土師器，焼成前に半分に

切断されている．

54

55

薬黄

石鍍

完全 3

3 表面IHueN5/0灰色，
ue5B1.7/l青黒色

器肉:H

122

37

長さ5.15m，最大径
1.2函，重さ9.10g

頁岩製，
大幅2.25

長さ2.釦函，最
画,厚さ0.55cm、

重さ1.928,先端部欠損

56
碗 口縁部 4 外面・内面:Hue5B7/1明青灰色，

文様:Hue5B4/1暗青灰色に類似，
器肉:HueN8/0灰白色

微細粒を
に含む．

わずか 施紬：外内面文様 127 染付

57
碗 口縁部 4 外面:Hue10GY6/1緑灰色に類似，

Hue10GY8/1Hue2.5Y6/4H
ueN8/0灰白色

微細粒をわずか
に含む．

施粕：内面わずかな貫
入

143 磁器

58
碗 口縁部 4 外面・内面:Huel0Y6/2オリーブ

灰色，器肉:HueN7/0灰白色
微細粒をわずか
に含む．

施紬：
彫り

内面，文様：片 198 青磁

59
碗 一

部

部
台

体
高

4 外面・内面・高台内面:Hue
Ｏ
ｅ

ｌ
ｕR雛斑色に類似，器肉:h

施紬，高台畳付部：紬
掻き取り；調整不明

203 白磁，高台径358cin(反
転復元残存約1舟）

60
杯（高
台付）

完形 4 外面:Hue10YR4/3にぶい
色・Hue2.5Y6/2灰黄色，外
一部・高台内面・高台畳付部
ue7.5YR5/2灰褐色，内面：
5Y7/2灰白色

黄褐
内面
:H

Hue

微細粒をわずか
に含む．

施紬，高台部外内面．
畳付
デ9 鶏零礁
取り；回転ナデ

ナ
き

104 寵門司系二彩灰濁粕，口

瀞鶏’台“'2“

61
仏飯
碗？

口縁部
～高台
部

4 外面・内面:Hue2.5Y6/4にぶい
黄色，外面最下部・器肉:Hue
10YR7/3にぶい黄褐色

微細粒を
に含む．

わずか 施紬，
紬;調

下部：無 204 陶器，口径5.53画(反転
復元残存約1/6）

62
碗．
杯？

口縁部 4 外面・内面上半部:Hue5Y6/2灰
オリーブ色，外面最下部・内面下半
部:Hue10YR4/3にぶい黄褐色，
器肉:Hue10YR2/2黒褐色

細
・

微
む

粒を若干含 施粕 135 龍門司系二彩灰濁粕

63
不明 口縁部 4 外面・内面・口唇部IHue

7､5Y7/2灰白色に類似，外内面一

熟鵡剰繊職雛赤鴬
色

黒色・白色微細
粒を若干含む． :鶴鑑識

→内，周辺：粘土突
出・紬剥落）

199 陶器
粕：風化

64
更 口縁部

～頚部
4 外面・内面・口唇部:H

齢謹難蹴婦燕嘉鍛
器肉:Hue10BG4/1暗青灰色

態蕊#砂
113 陶器

紬：風化
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図揺

65

器種

壷（茶
家？）

部位

口縁部
～胴部

出土層

4

色調 ・ 粕 調

外面:Hue10YR2/3黒褐色，外

騨蝉恕こ:識2灘l
ue2.5YR5/6明赤褐色，黒粕？

面
暗
Ｈ

胎土・磁胎

赤色細砂
干含む．

闇整・施文

施紬，口唇部：粕
取り;調整不明

掻き

遺物
番号

239 陶器

備考

粕：風化

66
碗 4 外面・高台内面:HuelORl､7/1赤

鶏闘病艶琶瀞･器
･畳付
;調整
軸;回

瀧鯛
，内面：無
デ

施粕
部：
不明
転ナ

191 陶器

67
不明 脚部？ 4 外面:HuelOR3/4暗赤色，内面：

Hue7､5R3/4暗赤色，外面一部：
Hue5YR5/2灰褐色，器肉:H
ueN5/0灰色，褐粕？

細砂粒を若干含
む． 鶏縛一部：無粕 183 陶器，半球形状の突起

68
皿 完形 4

鴫
器肉

白
細
に騨霧 -瀦潔

212 陶器

69
皿 底部 4 外面・底面:Hue2.5YR4/4にぶい

赤褐色，内面."Hue7.5YR7/l明褐
灰色，内面一部・器肉:Hue
10YR5/6赤色

施
転
軸
無

一
回
鉦
呼

2“

:議藷淵“(反転

70 (イ
喪

､型） 底部 4

鵬綴矛希i』蝋了溌￥

溌鮒聯綱職

白色・黒色・透
明の砂粒を若干

認:細砂粒を

施紬：外面(内面・底
面の一部も)，内面上

瀞懇黙ｱ杓漂

職蝿撫

204 陶器，底径15.62m(反
転復元残存約1/6）
外面：粕風化

71
蓋（茶
家）

天井部
～口緑
部（受
部）

4 外面:Hue2､5Y7/2灰黄色・

2.5Y3ﾉ'黒褐色謡噌肉幣謹柵蕊曾黒輸？

細砂粒を若干含
む．

粕
．
・

施
面
内面

183

鶴灘，'微函(反

72
蓋 天井部

罰彊
部）

4 ．
・
面
・
・

面
外
面

外
部
内
褐紬

Hue2､5YR3/4暗赤褐色，

綴5髄溺熱鴨誉
微細
む．

粒を若干含
鱗内号摺騨外

2019 陶器,No5トレンチ(西
側）

73
茶家 釣

け
手掛 4 外面：

内面：
肉:h
粕？
蕊灘織織

白色・黒色・赤

認'溌譲
わずかに含む．

溌蔦
ずかに含む．

施紬：穿孔部も施紬，
内面：紬掻き取り；調
整不明

19 陶器

74
翌？ 口縁

部？
4 HueN6/0灰色 砂粒を若

・微細粒
透かに含

黒
干
を
む

回転ナデ 133 須恵器

75
蓋杯の
蓋

口縁部 4 Hue5B5/1青灰色 微細粒を
に含む．

わずか 回転ナデ 2㈹3 須恵器,No3トレンチ

76
翌 口縁部 4 Hue2.5Y8/2灰白色 白色細砂粒・擬

細粒をわずかに
含む．

回転ナデ 2019 素焼.No5トレンチ(西
側）

77
壷 脚部 4 外

呼
面:Hue5YR6/6澄色，内

搬認癌鶴綴
面: H
･器肉 雛含静

微細
＃

内面・底面：ナデ
面下半部：

のナデ,内面：
化物付着）

轍
向
炭

18 弥生土器,脚径6.02函(反
転復元残存約1/3）

78

79
杯（脚
付）

帥
杯

81
皿？
－

82 |碗
１
１

83
碗

完形

完形

口縁部

口縁部

口縁部

4

5

6a

6a

6a

6a

Hue2､5Y7/1灰白色・Hue
2.5Y5/1黄灰色

外面・内面・底面:Hue5YR3/4暗
赤褐色，外面・内面・底面の一部・
器肉:HuelOR5/6赤色

外面・内面:Hue2､5GY8/1灰白色
に類似，
ueN8/0灰諾

畳付部・器肉:H

外面・内面：Hue7．
無
口
、
痢
肥
肥

5GY8/1明緑灰
:Hue5GY7/l
口
色,熱::＃

灰
青§10GY8/1明

Hue5PB4/l
:HueN8/0灰白

雌
・
・
函
”

Ｈ
様
器

．
・
文
，

面
‐
似

内
似
類

・
類
に

面
に
色

外
色
灰
色

外面・内面:Hue2.5GY5/lオリー
ブ灰色，器肉:Hue10YR7/1灰白
色

態癖認，
微細粒をわずか
に含む．

微細粒をわずか
に

直
含
径
む．器肉に
1画の穴

微細粒を
に含む．

わずか

微細粒を
に含む．

わずか

蕊;織詳
購鍵熱
蕊取＃灘総論

職
ユビオ

施紬

施紬：外内面貫入

237

222

223
，

4帥

708

185

473

手ずく
2本欠為

高さ3.70函(足

口径11.60函(反転復元
残存約1/3)，脚3本

白磁，口径7.02函・高台
径2.70m(ほぼ完全）

磁器

染付

青磁，口径12.80cm(反
転復元残存約1/7)

841碗？

I

口縁部 6a 外面・内面:Hue2.5Y5/3黄褐色，
器肉:Hue7.5YR6/2灰褐色

軸
を
く

施
形
厚
蓮弁

、

作
粕
文

文様：整形時に
り，その
を施す， 驚

分に
状の

418 青磁
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図番号 器種 部位 出現 色調・粕調 胎土・磁胎 調整・施文 I
鋤
溺 備考

85
碗？ 口縁部 6a 外面・内面:Hue5G6/1緑灰色，

器肉:HueN7/0灰白色 鯉群
わずか 施粕 599

613
9 青磁

86
皿 一

部

部
台

体
高

6a 外面・内面．
ue5GY8/l灰購職,蝋
ueN8/0灰白色

粕H
:H

微細粒を含む． 鰭
、 高台外面：磁胎 477 白磁

87
皿？ 一

部

部
台

体
高

6a 外面・内面・高台内面：
肉:HueN8/0灰白色

透明紬，器 微細
む．

粒を若干含I蕊鋼濁総紬
491

驚議灘洲"(反
配

皿？ 完形 6a 外面・内面：透明粕，文様:Hue
7､5Y4/2灰オリーブ色・HuelOR3/6
暗赤色・HuelOG6/l緑灰色，外面
最下部・底面IHue2.5Y8/2灰白
色，器肉:HueN8/0灰白色，透明

孤
暗
最
色
紬

微細粒をわずか
に含む．

施紬：外内面貫入，
面最下部・底面：無
;調整不明

外
紬

7側 陶器

89
皿？ 口縁部 6a 外面・内面:Hue5YR2/3極暗赤褐

色，器肉:Hue5YR5/6明赤褐色，
黒紬

施紬 485 陶器

90
茶家？ 口縁部 6a 外面・内面上半部:Hue7.5Y2/2

オリ
●
●

ue

H
1

唇部
:H

細砂粒を若干含
む．

施粕，内面下半部・口
唇部：無粕;回転ナデ

331 陶器

91
壷？ 口縁部

～胴部
6a

甥i綴誓鶴_難自騨
削請畿胤増淵蕊離燈
色，透明粕

霧鯉浮
わ

離錨騨瀞端
一部・口唇一部：粕掻
き取り；回転ナデ

709 陶器，口径10.83(反転
復元残存約1/8)

92
播鉢 口縁部 6a 外面上半部:Hue5YR3/l黒

下半部:Hue2､5YR3/3暗赤§
内面:HuelOR4/2灰赤色，器
HueN4/0灰色，黒紬

色
色
肉

、

0
●

白色砂粒
細砂粒を
む．

回転ナデ,外面施紬，
内面下半部：幅l皿の
溝(タテ方向)4本？

260 陶器

93
皿 口縁部 6a 外面・内面口縁端部:Hue5Y6/2

灰オリーブ色，内面:Hue5Y6/3
オリーブ黄色，器肉:Hue
2.5Y8/1灰白色，透明粕

黒色砂粒を若干
含む．微細粒を
わずかに含む．

施紬，外面：回転ナ
デ？内面：わずかな黒
斑

464 陶器，口径14.70cm(反

瀞元径疑闘残存約

94
蓋？ 天井部

～口縁
部

6a 外面天井部:Hue10YR4/3にぶい
黄褐色，内面・口縁部外面:Hue
2､5Y5/3黄褐色，器肉:H
ue7､5YR8/1灰白色・HueN5/0灰色

外面上半部：闇整不

単竿離職回解
デ

637 器
面

陶
外 :粕風化

95
杯 底部 6a 外面:HuelOR4/3赤褐色・Hue

10YR2/2黒褐色，内面:Hue
2.5Y7/2灰黄色に類似，器肉:H
ue2.5YR6/4にぶい澄色，黒粕？

微細
む．

粒を若干含 キメ,炭付着， 481

:幾藷猟函(反転

96
碗 一

部

部
台

体
高

6a 台内面:Hue2.5Y8/1灰高
Ｈ
Ｈ
・
・
５

．
．
：
物
２

面
色
面
着
唾

外
白
内
付
Ｈ
燃灘雛齢
.5Y8/2灰白色，透明紬

微細粒を
に含む．

わずか 施
落
き
面
貫
職騨
入

196

:議墓舗剰"(反

97
蓋（茶
家）

天井部
～口縁
部

6a
鵠織箸哨浄鱒儲
ue2.5YR6/4にぶい澄色，褐紬

態砦籍鮮
外面
縁部蒲卸錯単鯛
;回転ナデ

238

'撫瀧復総：
1/4）

98
茶家 釣手掛 6a 外面:Hue5Y4/1灰色，内

ue10YR4/2灰黄褐色.

:淵瀧1塁鳥畿熱

面:H
Hue
:H

由？

白色細砂粒を若

瀞輔
無
下
体
た

内面中央部陪部：
釣手
エ(本
こ付い

0コナデ
ピオサ

際Iる

）

施紬，内
粕;ヨコ
部：ユピ
に接合す
ものか？

208 陶器(薩摩）

99
茶家 注口 6a 外面:Hue10YR3/3暗褐色，内面

:Hue5YR4/3にぶい赤褐色，器肉
:Hue2､5YR7/3淡赤澄色・Hue
7.5Y2/1黒色，褐粕

わ
細
含

黒色砂粒を
かに含む．
粒を若干

青
ず
砂
む

施紬，
転ナデ

内面：無紬;回 373 陶器(薩摩）

1㈹
兜 頚部～

胴部
6a 外面・内面・器肉：

鴎鳥篭-部：
Hue10YR8/2
Hue2.5YR5/4

細砂粒をわずか
に含む．

外面：タタキ・ヨコ
ナデ？内面：ヨコナ
デ？

1790 須恵器，酸化焔焼成

101
壷？ 口縁

部？
6a 外面:HueN6/0灰色，内面・器

:HueN5/0灰色
肉
瀞蕊脅わ

回転ナデ 339 須恵器

102
不明 口縁

部？
6a 外面：

器肉：
Hue5B2/1青黒色，内面。
HueN4/0灰色

白色砂粒を若干
含む．白色微細
粒を含む．

回転ナデ 323 須恵器

103
不明 口縁

部？
6a 外面・内面:HueN4/0灰色，

:HueN7/0灰白色
器肉 微細粒をわずか

に含む．
口縁端部： 450 須恵器

104
杯 一

部

部
台

体
高

6a 外面・内面・高台内面:Hue
5B4/1暗青灰色に類似，器肉:Hue
10BG5/1青灰色に類似

白色・白透明藻
～砂粒を若干含
む．

回転ナデ 403

蕊鶏霧微画(辰

105
蓋 ツマミ

部～天
井部

6a Huel0Y8/l灰白色 黒色微細
干含む．

粒を若 外面：回転ナデ，内面
:ナデ

371

蕊溌蹄箇蕊鳶
1/3）

1“
碗 口縁部 6a 外面・内面・器肉：Hue7､5YR7/4

にぶい燈色，
ue5YR7/4に

口縁端部・口唇部:H
ぶい燈色

微細粒をわずか
に含む．

回転ナデ 369 土師器
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図溺｜
、

器種 部位 出掘 色 闘 ・ 粕 開 胎土・磁胎 闇整・施文
物
号

遺
番 備考

107
皿？ 底部 6a Hue10YR8/3浅黄橿色 細砂粒を若干含

む．
回転ナデ，
り痕

底面：糸切 469 土師器．底径6.40m(反
転復元残存約1/4）

1岨
杯？ 底部 6a ４

４
４
０
６

４
Ｊ

暑埼画織elO灘繊患
，内面:Hue10YR7/3にぷい黄
色・Hue5YR7/4にぶい燈色

黒色・白色・赤
色微細粒を若干
含む．

内面：回転ナデ，
：糸切り痕？

底面 658

蓋鵬藷柵麺(反

l的
皿 底部 6a 臓面・内面・器肉:Hue10YR8/3

職･底面:Hue7.5YR7/4に
擬細粒をわずか
に含む． 蕊舗＆摩滅,底面 287

蓋繍灘捌麺(反

110 不明 底部 6a 外面・内面・底面:Hue2.5YR6/6

議撫総綴総褐色
白色・黒色・赤
色細砂粒を若干
含む．

回転ナデ？底面：糸切
り痕

188

着鶏 底径4.12画(ほ

Ill
●
《
函
グ
ー
●

杯
皿

底部 6a 外面:Hue7.5YR8/4浅黄燈色，内
面・底面・器肉:Hue7.5YR8/2灰
白色

黒色・赤色･褐
色細砂粒を若干
含む．

摩滅,開整不明 308 土師器，底径5.60函(反
転復元残存約1/4）

112
皿？ 底部 6a 外面:Hue5YR6/4にぶい燈色．H

鰐職搬琶鴨篤罷
:淵繊姦畿器肉:H

微細粒をわずか
に含む．

摩滅,闇整不明 648

蓋麟

113
皿？ 底部 6a 外

黄
内
色

面・底面:Hue10YR7/4にぶい

鳥鶏綱寵雛雛騒燈
微細粒を含む． 回転ナデ，底面：糸切

り痕？
430

志織騎捌函(反

114
碗 底部 6a 外面・底面・器肉一部:Hue

10YR8/2灰白色，外面底面黒色部

熱蝋職#綴琴褐色

粒をわ
む．

ど・内面：
・底面:摩
明，内面：

とん

外面
整不
ガキ

底面ほ
黒色，
減，開
ヘラミ

501

273
，

憾蓋鶏縛洲“

115
●
ぬ
石
口
●

杯
皿

底部 6a Hue5YR8/4淡澄色 微細粒を
に含む．

わずか
底弾濯面頚
痕？

外面
：回
切り

340 土師器

116
●
ｏ
ｒ
●

杯
皿

底部 6a Hue5YR7/4にぶい燈色 摩滅，闇整不明 621 土師器

117
杯？ 底部 6a

鶴:鯛:品:謡鵬綜皇 黒色砂粒をわず
かに含む．徴細
粒を若干含む．

外面一部・内面：回転
ナデ,底面：ナデ

454 土師器

118
碗 底部 6a

鶴:鯛概要雛議授
色

わ
椴
含

蕊蕊を
粒を若干

赤
ず
細
む

外面：回転ナデ？摩滅 635 土師器

119
壷 口縁部 6a :Hue7.5YR7/6燈色，外面口

部・内面:Hue7.5YR8/4浅黄
，内面一部:HueN4/0灰色，
:10G2/1緑黒色

外面

蕊
器肉

白透明・白色

雷盤填
景鰯鑑蕊
干含む．

ヨコナデ 380

120
兜？ 口縁部 6a 外面:Hue5YR8/4淡燈色・H

ue7､5YR8/2灰白色・Hue7.5YR6/2
灰褐色，内面:Hue10YR8/1灰白

舗麟柵燃龍褐色器
１
４
６
１

鳳色砂粒をわず
いに含む．黒
自・透明細
血・白色・黒：
蜘粒を含む．

摩漉闇整不明 393

121

122

兜

兜

脚部

脚部

6a

6a

外面:Hue2.5YR7/6橿色，内面：
Hue5YR8/4淡橿色，器肉:H
ue2.5YR7/4淡赤橿色

外面・内面:Hue2.5YR7/6燈色，
器肉:Hue5YR7/3にぷい燈色

§色・灰色
t・微細粒を警
F含む．黒色．
馬色・赤色・透
:細砂粒を含
ﾄ

ｫ．

『色喋・白色
Zをわずかに
F・黒色。
3・透明細

老瀞粒を

：
薯

ナデ？

ヨコ方向のナデ

409

292

123 亮 脚部 6a 外面・脚端部・器肉一部:Hue
10YR8/3浅黄橿色，内面・器肉:h
uelOR6/8赤橿色

白色・』白透明・
褐色砂粒を若干

譲裂珍種を

摩漉調整不明 392 ｢成川式」

124

125

壷

●
《
叩
″
．
ｏ

財
壷

騨一

頚部

6a

6a

外面：
Hue5
10BG1

淡燈
器篇

内面：
:Hue

外面・内面：Hue7､5YR8/3浅黄橿
色，器肉：Hue7,5YR8/1灰白色

黒色喋をわずか
に含む．白色．

侭
む．

色・褐色
･細砂粒を：

噌騨含瀞
粒

{悪潟噂
：ハケメ

外面頚部屈曲部：ヨコ
方向のナデ？摩滅

461

402

認I調

｢成川式」

底径3.65函(残
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図番号 器種 部位 出土屑 色調・粕調 胎土・磁胎 調整・施文
遺物
番号

備考

126
尭 口縁部 6a 外面：

面:h
器肉：

内 わ
白
・
含

を
・
粒
干

粒
む
砂
若

砂
含
色
を

色粗
かに

・黒
砂粒

灰
ず
色
細
む

ヨコナデ，内面：スス
付着？黒変，摩滅

488 弥生(黒髪式）

127
大喪 突帯部 6a 外面：Hue7､5YR8/3浅

面:Hue10YR6/2灰黄
:HueN3/0暗灰色

：
燈色，内
色，器肉

灰色磯(大)を含
●

●

む
色
粒．

赤色・灰

織綴響
干含む．

突帯部外面：ヨコ方向
のナデ？ヨコナデ？外
面下部：ナデ，内面：
ナデ

396 弥生

128
●
《
叩
，
●

尭
壷

突帯部 6a 外面:Hue7.5YR4/2灰褐色，
:Hue5Y2/1黒色，器肉：
10YR8/6黄橿色

内面
Hue

白色．

§鍵
雛鍋
干含む．

突帯部外面：ヨコナ
デ？他調整不明

623

129
喪 突帯部 6a 内面

器肉
０
０

外面：
:Hue
IHue

鮮
微細粒

色粗
かに

粒・
む．

褐
ず
砂
含

黒
わ
細
を

突帯部外面：ヨコナ
デ？他調整不明

363

130
蔓 突帯部 6a 外面上部:Hue5YR7/6燈色，外面

下部・内面・器肉:Hue7.5YR8/2
灰白色

赤色・黒色微細
粒を若干含む．

摩滅，調整不明 318 多状突帯？

131
土錘 6a 外面:Hue5YR4/4にぶい

Hue7.5YR5/2灰褐 藤
色。

H

ue7.5YR7/3にぶい橿色，口附近(ヒ
モズレ部周辺):Hue7.5YR4/2灰褐
色

蕊騨婆含
む．

口附近：ヒモズレ？他
調整不明

629 長さ4.20m，最大径
2.伽函

132
土錘 6a 外面:Hue10YR7/2にぶい黄澄

●職協ｿ焼3ｺ附近(器肉） 態蕊解 口附近：糸擦り痕，
調整不明

他 379 長さ3.10cm,最大径
1.50m

133
不明 口縁部 6b 外面・内屈

7.5Y8/1灰白
2.5Y8/1灰白

半透明粕Hue
§に類似，器肉:Hue
，
１
凸

施粕 1399 白磁，口径10.1m(反転
復元径疑問残存約1/8)

134
皿 口縁部 6b 外面・内面:HuelOY8/l灰白色，

器肉:HueN9/0白色
施紬，外面：整形時の
稜が残る．

863

;霊 (反転

135
碗 口縁部 6b 外面・内面：透明紬，器肉:Hue

2.5Y8/1灰白色 呼総鶏騨貫
9明 白磁

136
不明 口縁部 6b 外面・内面:Hue2.5GY7/l明オ

娠総鳥,鵠輔eNS/OM
白色

施粕，
き取り

口縁端部：紬掻 814 磁器

137
皿？ 体部 6b

織蝋婿鮒濃醗色 施粕：外面・内面貫
入，外内面：文様;片
彫り？

571 青磁

138
碗 高台部 6b 高台外内面・畳付部・底面見込部・

謂了離職張離啄器：
HueN8/0灰白色

微細粒をわずか
に含む． 曹緊熱舗私底息

見込部：無紬;ケズ
リ？

1620

驚濫嘉諾:肝(反

139
碗 一

部

部
台

体
高

6b 外
灰
器
器

面・内面:HuelOY5/2オリーブ
色に類似，内面一部・高台内面・
肉一部:Hue10YR8/3浅黄燈色，
肉:HueN8/0灰白色・H

uelOR6/3にぶい赤橿色

白色細砂粒・微
細粒をわずかに
含む．

i粕：外内面貫入，高
『畳付部・高台内面・
;面見込部：無粕;回
ミナデ，内面見込部：
;の目状紬掻き取り

887

鴬濃灘洲"(反

140
碗 一

部

部
台

体
高

6b 外面・内面:Hue10GY6/1緑灰色

牒蕊身調ŜHue7.5Y5/1
徴細粒をわずか
に含む．

施紬:外面蓮弁状のシ
ノギ(整形剛・内面片
彫り，高台内面：無粕
;回転ナデ

1187

瀞織撫
141

喪 口縁部 6b 内面：
端部：
側:H
側:H

外面:Hue5Y8/2灰白色，
Hue5Y8/1灰白色，口縁上

綴り鮒鯛忌鳶餓
ue5YR3/6暗赤褐色

微細粒をわずか
に含む．

粕
，
口
痕
よ

施粕，口縁上端部：
掻き取り；回転ナデ
外面下部：カキメ，
縁端部内面：接合
(整形時の折曲げに
る）

891

:鶏堤綴撫僻
紬：風化

142
不明 口縁

部？
6b 外面:Hue7.5YR5/2灰褐色・Hue

2､5Y6/1黄灰色，内面:Hue
10YR5/3にぶい黄褐色，器肉:H
ueN6/0灰色

外面・内面：回転ナデ 1048 須恵器，傾き不明

143
鉢？ 胴部～

底部
6b 外面：Hue7､5YR6/1

:Hue10YR6/2灰黄
外面下端:Hue10Y1
器肉:Hue5R5/1赤’

灰色
色
/2
凸

9 底額
黒褐色9

白色砂粒を若干
含む．微細粒を
含む．

外面・内面：回転ナ
デ，底面：ヘラケズ
リ？

772 陶器

144
碗 一

部

部
台

体
高

6b 面
下
部
肉
肉

外
面
込
器
器

鴇卑織鶏§聯
●
●

。
●
●

Hue
Hue

Hue

，

色，外
底面見
内面・
内面．

プ色

下
畳
ナ
形

外
部
付
デ
時

890 陶器

145
杯 口縁部 6b HueN7/0灰白色 回転ナデ 1127 須恵器
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図謡 器種 部位 出土屑 色調・紬調 胎土・磁胎 闇整・施文
錘
諜

■
二
日
■
Ｐ
凸 備考

146
蔓 口縁部 6b 外面:HueN5/0灰色・Hue

10YR3/環褐色，内面:Hue5Y7/2

罷鴬鋤縄'灰色，器肉：

白色細
細粒を
含む．

砂粒･徴
わずかに

自然軸，回転ナデ 759 須恵器

147
喪 口縁部 6b 外

、 蝦罫霞離溌測灰色， 微細粒を
に含む．

わずか 回転ナデ，
：自然紬，

ｉ
１

口
回

最上端部
辰ナデ

716 須恵器？

148
杯

鰭罰
6b 州

肉
調

｡尚台外内回

.側:HueN7/
内側IHue7

器
憎蕊#わ

ずか 回転ナデ 1229

霊鴬鶏誇ﾉ70cm(反
149

蓋 ｊ
に
§

天
一
端

部
縁

●
■
０
■
■
■

I

6b HueN5/0灰色 白色霞細粒をわ
ずかに含む．

回転ナデ 1041 須恵器

150
皿・

杯？
口縁部 6b Hue5YR6/8燈色 鮒

略
:をわずか 回転ナデ 1095 土師器

151
●
《
咽
，
●

皿
杯

口縁部 6b Hue7.5YR8/3浅黄澄色
鱈 をわずか 摩滅，闇整不明 1098 土師器

152 碗 口縁部 6b 外面・内面IHue10YR8/2灰白色，
器肉:Hue2,5YR7/1灰白色 噌蕊＃わずか 回転ナデ 819

茜鴇濁儲30(反転

153
杯 口縁部 6b Hue10YR8/3浅黄燈色 細砂粒･微細粒

をわずかに含
む．

回転ナデ 792 土師器

1別
杯 口縁部 6b Hue7､5YR8/6浅黄燈色 赤

粒
心

細
含

･厳
かに

外面：回転ナデ，内面
:ハケ？のちナデ

568 土師器

155
皿 完形？ 6b Hue10YR8/3浅黄橿色 灰色微細

干含む．

ｉ
ｊ
Ｊ

回
付 潔切鴨胎土

？
◆ 土師器

156
皿 底部 6b 外面・底面:Hue10YR7/4にぶい

黄燈色，内面:Hue7.5YR7/6燈色，
器肉:Hue7.5YR8/2灰白色

微細粒を
に含む．

わずか 摩滅，闇整不明 1024

茜鶏暑粥20(反転

157
皿 底部 6b

glhftM̂晶騰f燈色器 藤調蕊噌
ずかに含む．

内面：回転ナデ，
整不明

他調 1101

茜鶏蕎粥“
(反転

1記
皿 底部 6b Hue10YR8/2灰白色 微細粒をわずか

に含む．
内面：回転ナデ?底面
:糸切り痕，摩滅

1118

茜鴇蕎認)鋤(反転

159
●
《
叩
’
●

皿
杯

底部 6b Hue7.5YR8/3浅黄燈色
１
Ｊ
０

粒
む

摩滅,開整不明 1058

茜鶏総糾癖
160

皿 底部 6b 外面・内面:Hue5YR6/4にぶい橿
色，器肉:Hue5YR7/2明褐灰色

微
に

1粒をわずか
『む．

面：糸切り痕？，摩
，闇整不明

1m3

茜鶏暑読)鋤
(反転

161
●
《
叩
〃
．
●

皿
杯

底部 6b 外面・内面:Hue7.5YR8/4浅黄燈
色，器肉:Hue5YR7/6澄色

赤
色
か

2粗
０
１
●

”
鈍

角
旧
■
旧
画
Ｐ
■

回転ナデ？底面：ヘラ
切り痕？

1172

茜鶏誉誘)鋤
(反転

162
皿・

杯？
底部 6b 外面・底面:Hue7.5YR8/6浅黄燈

鳥燈2面器肉:Hue7.5YR8/4浅
赤色砂粒・微細
粒をわずかに含
む．

:回転ナデ？内面
ラナデ痕？底面：
り痕？摩滅

面
へ
切

外
．
・
糸

795

茜熟

163
杯？ 底部 6b Hue10YR8/3浅黄燈色 赤色・黒色細砂

粒をわずかに含
む．

内面：回転ナデ,摩滅，
調整不明

1018

茜懸総糾癖
1“

杯？ 底部 6b 外
色
内
色

面・底面：Hue7､5YR8/4浅黄燈

静騨粥瀦瀧鶏 蘇鶏&騨
干含む．

外面・底面：朱が塗
付，内面：回転ナデ

351

漂蕊蕎説）
80(反転

165
●

？
●

皿
杯

底部 6b 外面・内面：Hue7､5YR8/4浅黄橿
色，器肉:Hue7.5YR8/2灰白色 譲鍋§鍵

干含む．

摩滅，闇整不明 9“

茜羅磯糾癖
166

●
《
叩
０
●

皿
杯

底部 6b 外面:Hue2.5YR7/4淡
面:Hue5YR7/6燈色，
:Hue2､5YR6/6澄色

鶴寧器： 黒色・白色砂
粒・白色細砂粒
をわずかに含
む．

ナデ，内面
のナデ・ナ
ヘラ切り

:回転
.方向
底面：

面
ヨ
ー
？

外
：
デ
痕

898

茜鶏暑儲50
(反転

167
碗 底部 6b 外面・内面・底面:Hue7.5YR7/3

にぶい燈色・Hue7､5YR6/1褐灰色，
底面一部:HueN2/0黒色，器肉：
Hue5YR7/6澄色

細砂粒・徴細粒
をわずかに含
む．

内面:回転ナデ,底面 1479

鵠鶴蕎請'0(反転

1鯛
碗？ 底部 6b

繰織e著灘紘撚篭際
面:Hue5YR5/2灰褐色・H
ue7.5YR4/l褐灰色

●

明
を
む

わず

外面：ヨ
デ？内面：龍1
底面：糸切り痕

のナ
デ 9

1418

鵠蕊蕎霊)"(反転

169
●

？
●

杯
碗

底部 6b 外
Ｈ
側
側

爵縄漁晋淵(3議内
:Hue2､5YR4/2灰赤色，器肉外
:Hue2.5YR7/6燈色

鯉群わずか 外面・内面：回転ナ
デ，底面：糸切り痕

1231

茜鴇蕎読)45
(反転

170
杯・
碗？

底部 6b 外面・底
ue2.5YR6/4
肉:Hue10

科:h
内面・器

微細粒をわずか
に含む．

外面・内面：回

慰撫謡
り痕？

菱
ナ
色
切

1271

茜鶏蕎諦”
(反転
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図番号 器種 部位 出土層 色調・紬調 胎土・磁胎 調整・施文
遺物
番号

備考

171
碗 体部～

底部
6b 外面・底面:Hue7.5YR8/4浅黄橿

色・Hue10YR7/2にぶい黄橿色，
内面・器肉:Hue10YR8/2灰白色

赤色
色細濃

色・黒
･微細

粒をわずかに含
む．

摩滅,調整不明 1469 土師器,高台径6.30画(完
全）

172 鶏
底部 6b 内面:Hue10YR8/3浅黄橿色，外

面・底面・器肉:Hue10YR8/2灰
白色

透明・黒色砂粒
をわずかに含
む．微細粒を若
干含む．

摩滅，調整不明 556 土師
転復熟

底径6.40画(反
存約1/2弱）

173
碗 高台部 6b 外面IHue7.5YR8/4浅黄

面:Hue7.5YR7/4にぶい
ueN3/0暗灰色，高台内面・
Hue2.5YR6/8燈色，器肉内
ue10YR8/2灰白色

燈色，内
燈色・H
・器肉：
内側:H

赤色細砂粒・微
細粒をわずかに
含む．

内面：黒斑，摩滅，開
整不明

1235

篭議灘淵"(反

174
碗 高台取

付部
6b HueN8/0灰白色 白色細砂粒・微

細粒をわずかに
含む．

蝉鶴聯諜
明

1288

灘祷諜織
175

皿 底部． 6b Hue10YR8/2灰白色 微細粒をわずか
に含む．

摩滅，調整不明 910 土師器

176
皿 底部 6b Hue10YR8/2灰白色 わずか 底面：糸切り痕？摩

減，他調整不明
1472 土師器

177
皿 底部 6b Hue10YR8/3浅黄燈色 赤色細砂粒をわ

ずかに含む．
底面：糸切り痕？摩
減，他調整不明

859 土師器

178
杯？ 底部 6b Hue10YR8/2灰白色 微細粒をわずか

に含む．
底面：糸切り痕，
他調整不明

摩滅， 836 土師器

179
●
の
〃
り
む

杯
皿

底部 6b 外面・内面・器肉IHue7.5YR8/4
浅黄澄色，
燈色

底面一部:Hue5YR7/6 曹
色砂粒を若干
む．微細粒を

わずかに含む．

摩滅，調整不明 790 土師器

l帥
杯？ 底部 6b Hue10YR8/3浅黄燈色

蔚騨F：
む．

底面：糸切り痕？摩
減，他調整不明

858 土師器

181
杯 底部 6b Hue7､5YR8/4浅黄橿色 赤

細
含
瀞燃擢
D

J．

内面：回転ナデ,摩滅，
他調整不明

849 土師器

182
杯？ 底部 6b Hue7.5YR8/4浅黄燈色 赤色砂粒･細砂

騎鯉評わ
外面・内面：回転ナ
デ？底面：糸切り痕？
ヘラ切り痕？摩滅，他
調整不明

883 土師器

183
杯？ 底部 6b 外面・器肉:Hue10YR8/3浅黄燈

色，内面:Hue10YR7/2にぶい黄
燈色

3色細砂粒・微
1粒をわずかに
『む．

摩滅調整不明 948 土師器

184
杯？ 底部 6b 外面・内面・器肉:Hue7.5YR8/4

浅黄燈色，赤色顔料部:H
ue2､5YR4/3にぶい赤褐色

粒をわ
む． 塵爵鶏騨色頴

360 土師器

185
●
《
》
Ｕ
の

皿
杯

底部 6b
槻:,蹄勝鍛篭苔画A
ue7.5YR7/3にぶい燈色，器肉:H
ue7.5YR8/2灰白色

喜轄瀞
粒を 外面：黒色，内面一部

：ナデ？底面：糸切り
痕，摩滅

1028 土師器(黒色土師器?）

l恥
●
《
叩
，
●

皿
杯

底部 6b Hue10YR8/3浅黄燈色 微細粒を
に含む．

わずか 外面・内面：回転ナ

羅悪:粘土付着，
1279 土師器

187
●
ハ
ロ
ー
◆

皿
杯

底部 6b Hue10YR8/3浅黄燈色 赤
紐
含

旦細砂粒・微
血をわずかに
D

J．

外面：回転ナデ？底面
：糸切り痕？摩滅

1082 土師器

l鯛
杯？ 底部 6b 外面・器肉外側

黄燈色，内面・

黙噌鰐綿b
HueN5/0灰色

･器肉外側:Hue10YR8/3浅
色，内面・器肉内側:Hue

綴･識
外側一
中央：

微細粒をわずか
に含む．

摩滅,調整不明 1355 土師器

189
●

9
白

杯
皿

底部 6b Hue10YR8/3浅黄燈色 赤色その他微細
粒をわずかに含
む．

内面：回転ナデ？底面
：糸切り痕？摩滅

1342 土師器

190
●
ぬ
″
，
●

杯
皿

底部 6b Hue7.5YR8/4浅黄燈色 赤色その
粒をわず
む．

摩漉闇整不明 1304 土師器

191
杯 底部 6b 外面・底面・器肉:Hue7.5YR8/3

浅黄燈色，内面:Hue10YR8/1灰
白色

赤色その
粒をわず
む．

外面一部：ナ
：回転ナデ

デ？内面 1388 土師器

192
●
品
で
ｇ
●

杯
皿

底部 6b Hue7.5YR8/4浅黄燈色 赤色細砂粒を若
干含む．微細粒
をわずかに含
む．

底面：糸切り痕？粘土
付着，摩滅

1“2 土師器

193
●
《
叩
，
●

杯
皿

底部 6b Hue7､5YR8/4浅黄燈色 微細粒をわずか
に含む． 寵:綴

り痕？胎土 1叩1 土師器

194
●

？
●

杯
皿

底部 6b Hue10YR8/3浅黄燈色 赤色その他微細
粒をわずかに含
む．

外面・内面：回転ナ
デ，底面：糸切り痕

961 土師器
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鴎号 器種 部位 出土屑 色調・紬調 胎土・磁胎 闇整・施文
＄
ｆ

遺
番

■
Ｊ
■
Ｆ
● 備考

195
●
《
Ｔ
ｒ
●

杯
皿

底部 6b Hue2､5Y8/2灰白色
１
４
●

粒
む

外面・内面：回転ナ
デ,摩滅

892 土師器

196
皿 底部 6b Hue7.5YR8/4浅黄燈色 赤色その他微細

粒をわずかに含
む．

外面・内面：回転ナ
デ?底面：糸切り痕，
摩滅

9帥 土師器

197

198

杯

杯・
皿？

底部

底部

6b

6b

外面・内面
にぶい燈
ue7.5YR5/2

・器肉:Hue7.5YR7/4

晶蟹衝一部:H
外面：

●
，
●
●

面
肉

Ｈ
Ｈ

Hue7.5YR8/6浅黄授色，
ue7.5YR7/6橿色，底面
ue10YR7/4にぶい黄燈色

内
･器

黒色・；
をわず
む．

外面・内面：回転ナデ
内面一部：ナデ，底面
～外面下端：ヘラ切り
痕

摩滅,調整不明

368

1356

土師器

土師器

199
●
《
》
，
①

杯
皿

底部 6b Hue10YR8/2灰白色 微細粒を
に含む．

わずか 届
タ
ー

内
一
痕

f:回転ナデ，底面
･面下部：ヘラ切り
摩滅

1313 土師器

2側
皿 底部 6b Hue10YR8/2灰白色 微細粒をわずか

に含む．
摩滅,調整不明 1286 土師器

201
碗 高台部 6b

撫灘灘:職
Hue7､5YR7/1明褐灰色

態職､鯉
む．

外面：回転ナデ？摩滅 1039 土師器

202 碗 高台部 6b 外面・内面・器肉：Hue7､5YR8/4

患舗鹿色赤色顔料:H 識草錨鳥
わずかに含

赤
細
を
む

底面見込部：回転ナ
デ？内面：赤色顔料，
ハケ？摩滅

1390 土師器

203
碗 高台部 6b 外面:Hue7.5YR6/3にぶい褐色・

Hue2､5YR7/6澄色，内面:H

#灘;撫舞獄

微細粒をわずか
に含む．

外面：回転ナデ？
取付部：赤色顔
付，摩滅

寡
台
塗

951 土師器

204

205

碗

碗

底部

底部

6b

6b

外面・底面見込部:Hue5YR8/4淡
橿色，内面・器肉・接合面:H
ue5YR7/6燈色

外面IHue2､5YR6/8澄色，内面：
HueN3/0暗灰色，底面見込部:H

:淵;職篭褐色器肉:h

霧繍
を若干含む．

微細
む．

粒を若干含

摩滅,調整不明，高台
が接合面より取れてい
る．

底面見込部：回転ナ
デ，内面：黒色，摩滅

1199

1380

土師器

内黒土師器，高

2帖
喪 口縁部 6b 外面:Hue7.5YR7/4にぶい燈色，

内面：Hue7､5YR8/4浅黄燈色，器
肉:Hue10YR7/6明黄澄色

黒
砂
含

･灰色・
透明細
微細粒を

色
・
・
・

赤
色
粒
む

ナデ？調整不明 1463 ｢成川式」

207
喪 口縁部 6b 外面:Hue10YR3/2黒褐色，口唇

部:Hue10YR5/1褐灰色，内面：
Hue7､5YR6/2灰褐色，器肉:H
ue7､5YR7/2明褐色

砂
含
若

・透明細
わずかに
徹細粒を
む

色
を
．
含

白
粒
む
干

細か
ヨコ

コナ

デ？

スス付着。
，口唇部：
内面：ヨ
コ方向のナ

面：
ヒピ

デ？
？ヨ
着物

外
な
ナ
デ
付

1126

208
翌 口縁部 6b 赤

色
を
を

色・黒色・白
・透明細砂粒
含む．微細粒
若干含む．

外面・内面：ヨコ方向
のナデ？内面：線刻

1512 ｢成川式」

209
不明 口縁部 6b 外面

内面
器肉

Hue10YR7/4にぷい黄
Hue10YR7/2にぷい黄
HueN5/0灰色

橿
橿
色
色

０
８ 離合詳細砂 内面：ヨコ方向のナ

デ？
1093

210
聖 口縁部 6b 外面:Hue10YR7/2にぶい黄燈

色・7/4にぶい黄燈色，内面IHue

M柵離色器肉:Hue

赤色砂粒をわず
かに含む．微細
粒を若干含む．

外面・内面：ヨコ方向
のナデ？口縁端部：ヨ
コナデ？

1451 ｢成川式」

211
尭 口縁部 6b 外面:Hue10YR7/2にぶい黄橿色，

内面：Hue7､5YR7/4にぶい燈色，
器肉:HueN4/0

白色粗砂粒・白

:禦含浮粒
外面：ナデ，口唇部～

目謹騨謁蕊互
ピオサエ，内面：ナデ

1166

212
兜 頚部 6b 外面：Hue7､5YR7/6澄色・H

ue7.5YR5/3にぶい褐色，内面:H
ue10YR7/4にぶい黄澄色，器肉：
Hue10YR7/1灰白色・HueN3/0暗
灰色

赤色その他細砂
粒を若干含む．
微細粒を含む．

ナ
附
面
よ

の
部
内
に

ヨ

面
ピ
部
？

面
＃
樫
雌
症

外
デ
近
屈
る

1385 ｢成川式」

213
亮 突帯部 6b 外面:Hue7.5YR7/3にぶい澄色．

H u

ue7

ue7

内面：
，器肉：

Ｈ
Ｈ

黒色その他細砂
粒を含む．

外面：ヨコ方向のナ
デ？内面：ユピオサエ
(突帯整形時？）

525 ｢成川式」

214
不明 突帯部 6b 外面:Hue7.5YR6/4にぷい澄色.

Hue2.5Y6/3にぶい黄色，内面：
Hue7､5YR6/6燈色，器肉:H
ue7.5YR8/3浅黄澄色

黒
を
む
細

色・透明砂粒
わずかに含

粒
細
を：

粒・微
む．

外面：ヨコナデ 981
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図番号 器種 部位 出土屑 色調・紬調 胎土・磁胎 闇整・施文
避
番

勿
号 備考

215
不明 矢市郎 6b 外面:Hue2.5YR6/6澄色・H

ue2.5YR5/3にぶい赤褐色，内面：
Hue10YR5/2灰黄褐色，器肉:H
ue10YR7/1灰白色

赤色砂粒をわず
かに含む．細
粒・微細粒を
干含む．

磐
失爾r郡5ナナメ

ナデ？，外面下部
．方向のナデ，内
工具等によるナデ

刀1口J
：ヨ

面：
？

832

216
不明 突帯部 6b 外面:Hue2.5YR5/4にぶい赤褐

色・Hue5YR3/2暗赤褐色，内面・
器肉:Hue10YR8/2灰白色

･微細粒 摩滅，闘整不明 1197

217
兜 脚部 6b

鵠:譲上雛i棚雛燈
色 蕊謬懇

外面：ヨコ方向のナ
デ
デ

９
６

内面：ハケのちナ
脚台欠損

1382

潟'腰醗鶏蕊
1/6）

218
裏 底部～

脚部
6b

鞭A膳淵溌篭鶏杓鳥
:Hue10YR8/2灰白色，器肉:H
ueN2/0黒色

赤色・黒色・灰
色・透明砂粒を
わずかに
細
を響

粒．
含む
微細

干含む．
粒

外面頚部上半：ハケの

瀧方鰐騨聡
内面：ナデ

1011

219
喪 脚部 6 b

綴A織藷耀総簿身.ft
螺鰭燈色･Hme25YR5ﾉ4にぶ

黒色・灰色・透
明砂粒・細
粒・微細粒を
干含む．

警
のナ
オサ

方向

方向
ユビ

ヨコ

：ヨコ

．
・
面

面
内
？

．
・
内
脚
デ

面
，
？
ナ

外
デ
エ
の

1563 ｢成川式」

220
兜 脚端部 6b

職臨+縦醐鮮器 禦単含瀞粒 外面：ヨコ方向のナ 765

221
兜 脚端部 6b 外面・内面:Hue10YR8/3浅黄燈

色，器肉：Hue7､5YR7/8黄燈色・
Hue2､5YR6/8燈色

砂粒をわずかに

識粒'蕊．
繍鋒?ちﾅデ，

1220 脚径7.70m(反転復元残
存約1/4）

222
喪 脚端部 6b 外面・内面:Hue5YR6/4にぶい燈

色，器肉:Hue10YR8/2灰白色
白
白
を
む
細
を

色喋・灰色．
色・透明砂粒
わずかに含

鍵識

外面
？
？

:ユビオサエ・ナ
デ？，内面：ユピオサ
エ？，ヨコ方向のナ
デ？凹凸激しい

1461 ｢成川式｣，脚径14.20函
(反転復元残存約1/7）

223
喪 脚端部 6b 外面:Hue2.5YR6/6燈色，内面：

Hue10YR6/3にぶい黄澄色，器肉
IHue5YR7/8澄色

砂粒を含む．細

禦合評粒を
ヨコ方向のナ 1285

224
翌 脚嫡部 6b 外面:Hue10BG3/1暗青灰色・H

ue2.5YR6/3にぶい燈色，内面:H
ue10YR7/2にぶい黄燈色，器肉：
Hue2.5YR7/6橿色

干含
＃鍵

内面：ナデ 1398

225
受 脚端部 6b 外面:Hue2.5YR5/8明赤褐色，内

面・器肉一部・接合面:H
ue5YR4/l褐灰色，器肉:H
ue5YR7/6澄色

鶴鍔響含
む．

ピオサエのち
？外面一部：
のナデ？内面

外面：ユ
ヨコナデ

ヨコ方向
：ナデ

1221

226
兜 脚部 6b 外面:Hue7.5YR7/4にぶい澄色，

§鴎譜綴柵譜《瀞． 瀦霊善含
む．

外面頚部・内面：ナ
デ，脚端部：ヨコ方向
のナデ？

1239 ｢成川式」

227
壷 口縁部 6b 外面:Hue10YR6/8明

面:Hue7.5YR8/3浅黄
黄
燈

:Hue10YR8/4浅黄燈色

褐色，内
色，器肉

・
粒
含
微
含

明喋・赤色
色・黒色砂

撚

透
白
を
む
細
む

外面・内面：ヨコ方向
のナデ，口縁端部・口
唇部：ヨコナデ

902

228
壷 口縁部 6b Hue5YR7/6燈色・Hue7.5YR8/4浅

黄燈色 鶏耀
む．

外面・内面：
デ？口唇部：
デ？

回転ナ
ヨコナ

1107

229
壷 口縁部 6b 外面:Hue7.5YR5/3にぶい褐色，

内面・器肉：Hue7､5YR7/3にぶい
燈色

色・黒色・赤
・透明砂粒を

予熱粒篭

白
色
若
粒
む

外面屈曲部：ヨコナ
デ？口縁端部くぼみ：
ヨコナデ？

325

230
壷 突帯部 6b

嬬撫字醗I淵耀疑
色

鳥篭磯警
所繍鏡露
む．

内面：ナデ？外面：刻
み目
突0

;ヘラ状工具で刺
摩滅

983 ｢成川式」

231

奉

亜 底部 6b

瞬縄5噸繍綴も庖
器肉:Hue2.5YR6/6燈色

微細粒を若干含
む．赤色その他
細砂粒を含む．

内面：
下部：
減

ハケのちナデ？
ユピオサエ？摩

941 ｢成川式」

232
高杯 杯部 6b 外面・器肉外側：Hue7､5YR7/6g

色，内面・器肉内側:HueN3/0暗
灰色

赤色・白色・黒
色細砂粒を若干
含む．微細粒を
わずかに含む．

ffll:'4&撫屈
1084 弥生，屈曲部径16.加函

(反転復元残存約1/6）

233
働伺、 脚部 6b Ｈ

・
・
脚
肉

．
・
料
・
器

緬
率
緬
色

ue10YR8/3浅黄澄色，赤
Hue2.5YR5/6明赤褐色，
内面:Hue10YR6/1褐灰
:Hue10YR8/1灰白色

赤色・透明砂
粒・徴細粒をわ
ずかに含む．

1492

認I悪全ザ取付部径
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図溺 器種 部位 出蝿 色閑・粕鯛 胎土・磁胎 開整・施文 遺物
番号 備考

234
高杯 脚部 6b

外面鵬噂碓凹淵耀蕊曾鶏肉:Hue10YR8/2灰白色 蕊箸雀浮 摩滅,調整不明 1745

粥I識存:翻部径
235

高杯 脚部 6b
＃

面：
:h

Hue5YR7/8橿色，
ue7.5YR8/2灰白色

内面・器 赤
砂
若

色粗砂粒・
その他細
・微細粒を
含む．

赤
色
粒
干

騨綴蝋
1256 ｢成川式」

236 高杯 脚瑞部 6b

瞬闘瀧瀦蕊轡嬬
:Hue5YR5/6明赤褐色

微細
む．

粒を若干含 外面・内面：ユピオサ
エのちヨコ方向のナデ

1115 ｢成川式」

237
高杯 脚靖部 6b

外面:Hue10YR5/3にぶい;瀞
蕊繊饗種塁肉:Ⅲ

灘識含
む．

闇整不明 252 ｢成川式」

238
財 口縁部 6b

購 鵬鰯蹴
ueN5/0灰色

砂
む

外面：ハケ，内面：
タテ方向のナデ，口唇
部：ヨコナデ

1379 ｢成川式」

2釣
坊？ 底部 6b 外面:Hue10YR7/1灰白色，外内

面一部(赤色顔料):Hue2､5YR7/8
澄色，器肉：Hue7､5YR8/4浅黄澄
色

謡識騨警
干含む．

底面：ハケ？のちナ
デ,摩滅

999

認鼎縛淵"(反

240
不明 突帯部 6b 外面:Hue7.5YR6/6燈色,内面：

鵬拙僻色器肉:H干含
#鍵 外面：ヨコナデ，外面

下部・内面：ヨコ方向
のナデ，突帯部：先端
刺突刻み目状

1“6 弥生

241
壷 胴部 6b

#罷柵:雛燈塁騨A
ue7.5YR2/3極暗褐色

明
・
含

透
粒
干

織鍵
り.．

外面：ヨコナデ？ 966 弥生

242
不明 突帯部 6b 外面上部・内面:Hue5YR8/4淡燈

色，外面下部・器肉:HueN4/0灰
色

赤色・白色
色・透明
若干含む鶏
粒・微細粒を粒
ずかに含む．

黒
を
砂
わ
翰鰯:,蕊
：ナデ？

296

243
不明 突帯部 6b 外面：Hue7､5YR6/8燈色，内面・

器肉:Hue7.5YR8/4浅黄橿色，内
面黒斑IHue2､5Y4/2黄灰色

白色砂粒・赤色

総騨婆含
む．

外面：ヨコナデ，突帯
上から斜に外面全体に
刻み目を入れている．

1085

244
不明 突帯部 6b

撫瀦職総§ 鳥篭蕊．微
糎鰯罫突鞭
斜に刺突

717

245
不明 突帯部 6b 外面:Hue10YR7/6明黄褐色，内

面・器肉:Hue10YR8/3浅黄燈色 蝋識 瀕繍額縦
355

246
不明 突帯

部？
6b 外面:Hue2.

Hue5YR6/6
ue5YR7/3にぶ駕警肉内鴎 識合 痕，内

のちナ
状圧
サエ

外面：布目
面：ユピオ
デ？

821

247
不明 口縁部 6b 外面・内面:Hue10YR8/2灰白色，

器肉:HueN6/0灰色 鱗簿
内面：ハケメ？ 797

248
土錘 完形 6b 外面:Hue5YR7/4にぶい燈色・H

ueN4/0灰色
砂粒・赤色その

#蝋藻
干含む．

外面一部：黒斑，ナ
デ？

808 長さ5.30m，最大径
3.10m

249
土錘 完形 6b 外面:Hue5YR7/6燈色・H

ue2.5YR7/4淡赤燈色・H
ue7､5YR4/2灰褐色・Hue10YR8/2
灰白色

§欝協3
粒・微細粒をわ
ずかに含む．

外面：ヒモズレ痕
斑上から赤色顔料

･黒 1298 長さ4.50m，最大径
2.60cm

250
土錘 中央部 6b

鯛柵溌酔色内面． 摩滅,闇整不明 735

251
土錘 ほぼ完

形
6b

●
■
●
●

面
近

外
附

Hue5YR8/4
Hue5YR6/l

HueN6/0灰色
鴬燈色，
灰色，

外面口
器肉：

細砂粒･微細粒
をわずかに含
む．

ヒモズレ？扶れ？ 524 最大径1.20cm(ほぼ完全）

252
土錘 ほぼ完

形
6b Hue10Y

10YR7/6明難録
褐色・Hue

鍵¥含瀞粒 ヒモズレ？斜に扶れ？ 361

253
砥石 6b 表面:Hue10YR8/3浅黄燈色，割

れ口:Hue5YR6/6燈色
微細粒を
に含む．

わずか 978 重さ106.0g

2認
碗 口縁部 7 外面・内面:Hue10GY6/1緑灰色

に類似，器肉:n6/o灰色 鱗鍛癖溺'文
1272 青磁

255
碗 口縁部 7 外面・内面:HuelOY6/2オリーブ

灰色，器肉:HueN7/0灰白色
白色・黒色微細
粒を若干含む．

施紬：外内面貫入 1061 青磁

256
碗 高台部 7

甥:譜＃雛燃論饗
溌懸慧底面:Hue5YR7ﾉ6

内
部
転
上

熱
噸

面
，
面
面
旭

内
入
底
内
落

・
貫
一
？
剥

面
：
面
デ
紬

外
面
外
ナ
面

1138

鰯
底径4.80m(ほほ
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図番号 器種 部位 出土層 色調・粕調 胎土・磁胎 調整・施文
物
号

遺
番 備考

257
碗(大
型）

高台部 7 外面・高台内面・畳付部:H
ue7.5YR8/l灰白色・Hue7.5YR4/2
灰褐色，内面:2.5Y8/4淡黄色に
類似，器肉:Hue2.5YR6/8燈色．
HueN7/0灰白色

白色・黒色細砂
粒・微細粒をわ
ずかに含む．

回転ナデ 1599

驚姦職
紬：風化

9.50m(反
1/8）

258
碗 口縁部 7 外面・内面・器肉:Hue2.5Y8/2

灰白色，外面一部:HueN5/0灰色 熊壱轄瀞 簾溺ｻ録圃：
黒 1410 土師器

259
杯？ 口縁部 7 Hue7.5YR8/2灰白色 I色砂粒

上をわず
P．

回転ナデ 1712 土師器

260
皿 完形 7 Hue10YR8/2灰白色 ●

’
‐
１
‘

3色細砂粒・微
､粒をわずかに
含む．

外面・内面：回転ナ
デ，底面：糸切り痕？

1614

趨幾籍洲函
(反

261
皿 体部～

底部
7 Hue10YR8/3浅黄橿色

粒
ひ

・徴
かに

内面：回転ナデ，底面
：糸切り痕

1542 土師器，底径6．00cm(反
転復元残存約1/4）

262
皿 底部 7 Hue2.5Y8/2灰白色 灘

崎
・
か

外面：回転ナデ，内
面・底面：摩滅，調整
不明

1693

講鍋雛
263

皿 底部 7 Hue5YR7/6燈色 厳細粒をわずか
に含む．

外面・内面：回転ナ
デ，底面：闇整不明

896 土師器，底
転復元残存

径6.20m(反
閲1/4）

264
皿 底部 7 外面・底面:Hue10YR6/2灰黄褐

喜綴.熱:撫菅融噌
uelOR4/8赤色

赤色蝶をわずか
に含む．細
粒・微細粒を
干含む．

：
回転ナデ 1362 土師器，底径4.90m(反

転復元残存約1/3）

265
皿 底部 7 外面・内面・底面:Hue5YR7/6@

色，器肉:Hue7.5YR8/4浅黄燈色
黒
細
含

旦細砂粒･微
立をわずかに
p

J

外面・内面：回転ナ
デ,底面：ヘラ切り痕

1069 土師器，底径7.49皿(反
転復元残存約1/6）

266
碗 高台部 7 外面・内面・高台外内面・底面見込

部:Hue10YR8/2灰白色，器肉一
部:HueN5/0灰色・Hue2､5YR7/4
淡赤燈色

赤色・黒色細砂
粒･微細粒をわ
ずかに含む．

外面：回転ナデ，高台
内面～底面見込部：回
転ナデ，内面：摩滅，
闘整不明

1351

苛騰(継螺鳥
1/6)

267
皿 完形？ 7 外面・内面・器肉:Hue10YR8/2

灰白色，外面・底面・器肉一部:h
ue5YR7/6燈色

外面：回転ナデ,摩滅，
他調整不明

1570 土師器

268
不明 底部 7 外面・内面・器肉:Hue7.5YR8

灰 白 色
ue2.

部：

，

5YR4/4
Hue2.5

/2
H

一

黒色細砂粒をわ
ずかに含む．

外面上部：
付，内面：

赤色顔料塗
回転ナデ

1609 土師器

269
杯 底部 7 Hue7.5YR8/3浅黄燈色

藤鍋島潔
ずかに含む．

外面：回転ナデ，底面
：糸切り痕？摩滅，他
闘整不明

1711 土師器

270
碗 高台部 7 Hue10YR8/2灰白色 徴細粒を

に含む．
わずか 回転ナデ 1597 土師器

271
碗 高台部 7 Hue10YR8/2灰白色

鰹単合評粒
高台外面：
摩滅，他闇

デ， 1712 土師器

272
喪 口縁部

~胴部
7 外面・内面：

色・Hue5YR6
10YR6/4にぶV

Hue7,5YR8/6浅黄澄

綴篭器肉:Hue
灰色砂粒をわず

雛識粒禦
干含む．

ナ
ハ
部
ち

コ
テ
胴
の

ヨ
タ
ー
ケ
デ

：
：
デ
ハ
ナ

面
面
ナ
メ
・
・

外
外
コ
ナ
面

部
部
ヨ
ナ
内

識
顔
唖
画
売

口
デ
ケ
外
ナ

1214 ｢成j
22.7

1/8）
臓爆濃婦鳶

273
喪 口縁部

~頚部
7 外面:Hue10YR3/2黒褐色・H

ue7.5YR7/8黄澄色・Hue10YR3/4

哨雛鯛溌溌職霊
燈色

黒色・透明・灰

:蝋謹
干含む．

外面:調整不明，口縁
端部：ヨコナデ，内面
：ナデのちヨコ方向の
ナデ

1546 ｢成川式

274
翌 口縁部 7 外面

疑
器肉

内
p

◆

●

内面:Hue5YR6/4にぶい燈
面一部:Hue5YR6/3にぶい
内面黒斑:HueN3/0暗灰色，
Hue7､5Y4/1灰色

黒色・白色細砂
粒を若干含む．
微細粒をわずか
に含む．

面
・
・
・
？

外
面
部
デ

:ナナメハケ，内
ハ

ロ織雛
唇
ナ

ロ
コ

1462

275
受 口縁部 7 外面IHue7.5YR5/4にぶい褐色，

内面・器肉:Hue7.5YR7/8黄燈色
透明・黒色・白

§螺藤倉
む．

摩滅，調整不明 1“8

276
受

議突
7

器
色
内
黄

外面:Hue5YR7/6燈色,外面一部・
器肉一部:Hue7.5YR5/3にぶい褐
色，内面:Hue7.5YR4/l褐灰色，
内面一部・器肉:Hue7.5YR8/6浅
黄燈色

黒褐色
ずかに：

粒をわ
む‘黒

色・透明細
粒・微細粒を
干含む．

響

ナデ？ 1702 ｢成川式」

277
兜 突帯部 7 外面:Hue7.5YR7/6

Hue7.5YR7/4にぶい
Hue7､5YR8/2灰白色

澄色，内面：
燈色，器肉：

赤色・黒色・透
明砂粒を若干含

胤粒篭慈･微

外面：ヨコナデ,ハケ
エ具による刻み目,内
面：調整不明

1698
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図謡 器種 部位 出土恩 色闘・粕調 胎土・磁胎 闇整・施文
物
号

遺
番 備考

278
亮 脚

部
取付 7

義総購
内
肉
肉

Ｈ
側
中
外

色・赤色・灰
喋をわずかに
む．黒色・透

'畿製響
含む．

白
色
含
明
粒
干

外内面上半部：ハケの

馨？内需黙龍
ピナデ

1498 ｢成川式｣，脚取付部径
6.60函(反転復元残存約
1/6）

279
尭 脚部 7 外面・内面：Hue7､5YR8/4浅黄澄

色，器肉:Hue2.5YR7/6燈色
白
若
粒
含

色・灰色・

蕊螺
わずかに

黒
透
干
を
む

外面：ヨ
デ，脚端
デ？内面
整不明

.方向のナ
部：ヨコナ
:付着物，調

1431 ｢成川式」

2帥
高杯？ 口縁部 7 外面：Hue7､5YR7/3にぶい燈色．

Hue7､5YR8/8黄澄色，内面:h
ue5YR6/4にぶい燈色，器肉:H
ue5YR7/6糧色

１
１

１
４

黒色・
明細砂
含む．
わずか

]色・透
tを若干
細粒を
ﾆ含む．

外面：ヨコ方向のナ
デ，口縁靖部内面：ヨ
コナデ？

1181 ｢成川式」

281
不明 口縁部 7 外面：Hue7､5YR6/6燈色，内面：

Hue7.5YR8/2灰白色，器肉:H
ue7.5YR7/8黄燈色

赤色･1
粒をわ・
む．細I
細粒を1

絶粗砂
ドかに含
》粒・微
rむ．

●
●

０
９

ハケのちナデ
部内面：ナデ
部内面屈曲部
デ？

酢
繊
鯛
コナ

外
ロ
ロ
ョ

1716

282
高杯 脚部 7 外面：

内面。
燈色

5YR5/3にぶい褐色，
Hue7､5YR7/3にぶい

白色･灰色粗砂

鮮識粒騨
干含む．

ハ

外
：

(ナナメ）

苧'鶏
外面：タテ
ケのちナデ
面：ヨコナ
開整不明

1405 ｢成川式」

283
財？ 胴部～

底部
7 外面：Hue7,5YR5/6明褐色・H

ue7.5YR6/3にぶい褐色
ue7.5YR3/2黒褐色
ue7.5YR8/3浅黄燈色

9

，内面
器肉

●

●

Ｈ
Ｈ

微細粒をわずか
に含む．

外面・内面とも付蔚物
調整不明

1706 ｢成川式｣，底径4.30cm
（反転復元残存約1仏）

284
壷 口縁部 7 外面・内面:Hue7.5YR8/3浅黄燈

色，器肉:HueN4/0灰色
灰
か阜蟻：

わず
赤

色・白色・黒色

馨
･徴細粒を
含む．

口縁端部外面：
サエ，口唇部：
デ？

ユピオ
ヨコナ

1784

285
不明 突帯部 7

鵜渦麗淵瀧褐色内面
透明・黒色細砂
粒・微細粒を含
む．

鯛整不明 1550 弥生

2髄

1－

1亜 底部 7 外面:Hue5YR7/3にぶい燈色，内
面:Hue5YR5/l褐灰色，底面:H
ue5YR7/4にぷい燈色，器肉:H
ue5YR7/l明褐灰色

赤色・灰色粗
粒・透明・灰

警
：

粒・徹細粒を
干含む．

ハケ？のちナ
面：ナデ，底面
？のちナデ，ハ
を押し当てたよ
ボミあり

証
澗
噛
醒
”

外
デ
・
・
ケ
う

1615

漂残藷洲函(反転

通
｜

’

287
口縁
部？

7

:謹撫嚇溌倉
微細粒を
に含む．

わずか
鴎溌器蕊早
デ？

1625

2配
不明 突帯部 7 外面:Hue5YR6/6燈色，内面:H

:淵雛蕊墨器肉:H
透明

職蕊干含

外面下部・内面中央部
：ユビオサエ，
他鯛整不明

摩滅，
1783

289
受？ 突帯部 7

鰯縦淵瀦#龍
内面・器 徴細粒をわずか

に含む．
突帯部外面：ヨコナ
デ,摩滅,他調整不明

1264 ｢成川式」

2卯
不明 口縁

部？
7

婚捌OYR柵蝿蝦陶申W
ue10YR7/2にぶい黄燈色

鍵単合評粒
口縁嫡部内面：
デ？他調整不明

ヨコナ 1520

291
亮・摺
鉢？

口縁部 8 外面上半部:Hue5Y6/1灰色，外
面下半部・内側:Hue2.5Y7/1灰
白色，器肉:Hue2.5Y8/1灰白色

鍵¥含瀞粒 回転ナデ 1764 陶器，口径25.45m(反
転復元残存約1/8)

292
●
《
叩
〃
。
◆

皿
杯

口縁部 8 Hue10YR8/2灰白色 微細粒をわずか
に含む．

外面：回転ナデ？摩

幕明内面：摩滅，調整
1707 土師器

293
●
《
函
〃
ワ
心

皿
杯

底部 8 外面・器肉:Hue7.5YR8/3浅黄糧
色，内面:Hue7.5YR8/4浅黄澄色

白
郷
ひ

内面：回転ヨコナデ？
摩滅

1624 土師器

294
●
《
汐
９
●

皿
杯

底部 8 Hue7.5YR8/2灰白色 微細粒を
に含む．

わずか 内面：回転ヨコナデ？

鴇
減，底面：糸切り
?摩滅

1617

潔雪
底径6.98m(ほ

295
皿 底部 8 外面・

浅 黄
内
燈

ue2.5YR6

面・器肉:Hue10YR8/3

庵
赤色顔料:H

色

赤色・黒色・白
色微細粒を若干
含む．細砂粒を
わずかに含む．

外面・内面・底面：赤

霊鰐付･断面‘赤
2014 土師器,No4トレンチ

296
高杯 脚部 8 外面・内面:Hue7.5YR7/3にぶい

燈色，器肉:Hue2.5YR6/6燈色 課白識撮
を若干含む．細
砂粒・微細粒を
わずかに含む．

，蹄音.翻雛南
整不明

1701 ｢成川式」

297
杯？ 底部 8

#職迷瀧熟輔
赤色・黒色・白
色
む蝋磯
ずかに含む．

含
わ

不純物付着のため鯛整
不明

2㈹6 土師器,No3トレンチ，
財(成川)の可能性があ
る．
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図番号 器種 部位 出土屑 色調・紬調 胎土・磁胎 閥整・施文
物
号

遺
番 備考

298
不明 不明 8 外面・内面：

燈色，器肉：
Hue7.5YR6/4にぶい
Hue5YR6/6澄色

白色砂粒・微細
粒をわずかに含
む．

回転ナデ？ 1632

299
碗 完形 9．

10
Hue10YR8/3浅黄澄色 微細粒を

に含む．
わずか 面・内面：回転ナ

擢葱襟
調離職§

外
デ
体
ボ

いる

充
段
て

皿
他

土師器
底径4．
全，口

3側
碗 口縁部 9 外面・器肉:Hue10YR8/2灰白色，

内面:Hue10YR8/3浅黄橿色
細砂粒・微細粒
をわずかに含
む．

回転ナデ 2015 土師器,No4トレンチ

301
碗 口縁部 9 外面・内面:Hue10YR8/3浅黄燈

色，器肉:Hue7.5YR8/4浅黄燈色
茶色砂粒をわず
かに含む．細砂
粒を若干含む．

回転ナデ 2015 土師器,No4トレンチ

302
喪 脚部 9 外面・内面一部・脚内面:Hue

10YR8/2灰白色，内面:Hue

M聯鰯疑誉肉:Hue

白色・黒色・赤

鳥:認鯉
む．

外面：ユビナデ，
面・脚内面：ナデ

内 1651

303
フイゴ 羽口 9 外

黄
内
肉
下

面・器肉中央：Hue7､5YR8/3浅

上
部

燈色，外面一部:HueN4/0灰色

懸幣ue2蝋瀧琴器脅
部:Hue2.5Y7/1灰白色

茶
粗
含
微

色・白色・

撫ギ
・細砂粒・
粒を含む．

灰
色
砂
む
細

外面：ナデ・黒斑，外
面一部：ヨコ方向のナ
デ，内面：調整不明

1727 管状を呈する

304
壷 胴部 10 外面・器肉外側:Hue10YR7/4に

ぶい黄燈色，内面:Hue10YR7/2
にぶい黄燈色，器肉内側:Hue
2.5Y3/1黒褐色

喋を若干

;綴
額頚亨肇嬬¥
ナデ

1780

305
更 胴部 12 外面：

内面：
器肉：

Hue7､5YR5/4にぶい
Hue7.5YR6/3にぶい§
Hue7.5YR8/4浅黄燈色

色
色

０
９ 赤

粒
難着醗
潔慧.微細

外面上半部：ヨコナ
デ,外面下半部：ナデ，
内面：ヨコナデ？

1787

3帖
亮？ 口縁

部？
6 外面・内面IHue5B4/1暗青灰色，

器肉:Hue10BG5/1青灰色
わ
微
含

雛蕊脅
粒を若干

白
ず
細
む

回転ナデ 2020 須恵器,No5トレンチ

307
翌 脚部 表採 外面・内面:Hue5YR6/4にぶい燈

色，器肉:Hue7.5YR8/3浅黄燈色
租妙柾、

む．細ロ
む．鋤
ずかにf

若干含
》粒を含
|粒をわ
Pむ．

外面：ユピオサエ，内
面：ヨコナデ

2057

翻羅鋳淵"(辰
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No.±層種別器種図面池 No.±層種別器種図面伽 No.土層種別器種図面伽
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０
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０
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７
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No.土層種別器種図面脆No.土層種別器種図面肋 No.土層種別器種図面伽
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Ⅶ自然科学分析

1．鹿児島大学稲盛会館建設予定地におけるプラント・オパール定量分析

結果について

宮崎大学藤原宏志

分析結果に関するコメント

1.イネ(OryzasativaL.)は2層から12層まで検出され，ピークは6a層,8層および11層に認められる。

これらの土層のイネプラント・オパール密度は高く，これらの土層でイネが栽培されていたものと考えて

よかろう。ただし,12層はプラント・オパール密度が低く,11層からの落ち込みの可能性も否定できない。

2.13層から17層では14層にイネが認められるが量的に少なく，これらの土層でイネが生産されたとは

考えにくい。

3．表層から下層までヨシ(Phragmitess)の検出される土層が多く，湿潤な環境下で堆積が進行した様子

|がうかがえる。

4．イネの出現に前後し，タケ類が出始める。水田稲作の普及にともない水管理が行われるようになり部

分的な乾地化が進んだ結果であろう。

5.6a層,11層におけるイネプラント・オパール密度は5t/10a.cmを越えており極めて高い値である。こ

の傾向は，これまで調査した鹿児島大学構内遺跡に一貫して認められる現象である。あるいは，この地域

のイネ系統が他の地域と異なるものである可能性も考えられるので,プラント・オパール形状解析を試み，

この点を碓認する予定である。

－77－



Tab､5 鹿児島大学稲盛会館建設予定地におけるプラント・オパール定量分析結果
samplingblock[L-11.12】
samplingdate(9/23*93)

植物体乾重(t/10a．cm)

層名｜イネイネ籾キビ族.)(Ba族種実ヨシタケ亜科ウシクサ族匹ご竺些L-1哩空丘旦）（師rr）（bふ笠晶記）（P最垂･）1百&孟剰．協孟孟野

一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一DU一一YI0.0000．0000.0000.0000.0000.0000．0002I5.7542.0168.6823.9420.0000.4271.103．423I7.1532.5069.344.1480.0000.27000．2700．464
495655292.5110.0000.72510．7251．496aI16.7355.8635.7872116．735

6a5．8635．78764411382.35338̂̂!7.0442.46813.1535.97300000．5181.337．5ﾕ7I13.2344.6362.0340.9240.00004002.067．408I17.0945.98910431473700000.0000．0009I10.902318199.3604.2503.5440.2460.793．2410I12.741414645.0352287071504950.768．495I21.0147.36221.8019.9000.0002.09722.097H40-1I0.9010.31616.8267.6403.18602212.850．22ユ2．8500880.732．088.7330.7870.0000.0000.17612-2I060000.0001.696077000000.0670.517．0613I0.0000.00019.8209000．820.2580ユユ.2580．2214!0.4780.1671.9820.900225200000．00015I0.0000.0002.6011.182．60ユ.1080.0000．00016I0.0000.0000．0000.000960ユ.ユ960．0817I0.0000．0000.0000.0000.0000.0000.0000．287

Fig.41プラント．オパール定量分析結果
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2．鹿児島大学構内遺跡，郡元団地L-1112区における自然科学分析

株式会社古環境研究所

I.鹿児島大学構内遺跡の植物珪酸体分析

1.はじめに

植物珪酸体は，植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸(SiOz)が蓄積したものであり，植物が枯れ

た後も微化石（プラント．オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。この微化石は大きさや形

態が植物群により固有であることから，土壌中から検出してその組成や量を明らかにすることで過去の植

生（おもにイネ科）を復元することができる（杉山,1987)。また，イネの消長を検討することで埋蔵水田

跡の探査も可能である（藤原・杉山,1984)。

ここでは，鹿児島大学構内遺跡（郡元団地L-1M2区）の試料について植物珪酸体分析を行い，イネを

はじめとするイネ科栽培植物の検討および遺跡周辺の古植生・古環境の推定を試みた。

2．試料

調査地点は,11トレンチ北側東壁と4トレンチ北壁の2地点である。調査区の土層は,1層（現表土）～

17層（軽石層）に分層された。

このうち，15層は黒褐色泥炭層,13層は黒色泥炭層であり,13層の中・上位では上方に向かって泥炭の

､分解が進んでいる。放射性炭素年代測定では,15層下部が4,780±100y.B.P.,15層上部が4,890±90y.B.P.,
13層上部が4,410±90y.B.P・の年代値が得られており（第Ⅱ章参照).縄文時代中期前葉から中葉の時期に比

定される。12層は河川堆積物と見られる砂層(軽石混>.11層より上位層はシルトを主体とした堆積層であ

り，古墳時代以降の堆積と見られている。

試料は,11トレンチ北側東壁の7層～16層,4トレンチ北壁の2層～11層について計33点が採取され

た。試料採取箇所を分析結果の柱状図に示す。

3．分析法

植物珪酸体の抽出と定量は，プラント・オパール定量分析法（藤原,1976)をもとに，次の手順で行っ
た。

1）試料の絶乾(105℃・24時間).仮比重測定

2）試料約Igを秤量，ガラスビーズ添加（直径約40um,約0.02g)

※電子分析天秤により1万分のIgの精度で秤量

3）電気炉灰化法による脱有機物処理

4）超音波による分散(300W・42KHz・10分間）

5）沈底法による微粒子(20urn以下）除去，乾燥

6）封入剤（オイキット）中に分散，プレパラート作成

7）検鏡・計数

同定は,イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし,400倍の偏光顕微鏡下で行った。

計数は，ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート1枚分の精査に相当す

る。試料Igあたりのガラスビーズ個数に,計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて,試
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料Ig中の植物珪酸体個数を求めた。

また，おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体1個あたり

の植物体乾重，単位:10-Sg)をかけて，単位面積で層厚1cmあたりの植物体生産量を算出した。換算係

数は，イネは赤米，キビ族はヒエ，ヨシ属はヨシ，ウシクサ族はススキの値を用いた。その値は2.94（種実

重は1.03),8.40,631,124である。タケ亜科については数種の平均値を用いた。ネザサ節の値は0.48,ク
マザサ属は0.75である。

4．分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行

い，その結果をTab.6およびFig.42,Fig.43に示した。写真図版に主要な分類群の顕微鏡写真を示す。
〔イネ科〕

機動細胞由来：イネ，サヤヌカグサ属，キビ族（ヒエ属など)，ヨシ属，ウシクサ族（ススキ属やチガヤ

属など)，ジユズダマ属，シバ属，キビ族型，ウシクサ族型，ウシクサ族型（大型)，くさび型,Aタイプ，

ネザサ節型（おもにメダケ属ネザサ節)，クマザサ属型（おもにクマザサ属)，メダケ節型（メダケ属メダ

ケ節・リュウキユウチク節，ヤダケ属)，マダケ属型（マダケ属，ホウライチク属)，タケ亜科（未分類等）

穎の表皮細胞由来：オオムギ族

その他：表皮毛起源，棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来)，茎部起源，地下茎部起源，未分類等

〔カヤツリグサ科〕

〔樹木〕

ブナ科（シイ属)，ブナ科（アカガシ亜属？），マンサク科（イスノキ属)，クスノキ科(バリバリノキ？），

はめ絵パズル状（ブナ科ブナ属など)，その他

5．考察

（1）稲作の可能性について

水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合，一般にイネの植物珪酸体が試料Igあたりおよそ5,000個以

上と高い密度で検出された場合に，そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。また，その

層に植物珪酸体密度のピークが認められれば,上層から後代のものが混入した危険性は考えにくくなり，そ

の層で稲作が行われていた可能性はより確実なものとなる。以上の判断基準にもとづいて，各地点ごとに

稲作の可能性について検討を行った。

1)11トレンチ北側東壁

7層から16層までの各層について分析を行った。その結果,7層（試料7-1)から13層上部（試料13-2)

までの層準でイネの植物珪酸体が検出された(Fig.42)。

このうち，7層から11層までの各層では密度が5,000個/g以上と高い値であり，とくに9層（砂質シル

ト層）では約4万個/g.7層,8層,10層でもおよそ2万個/gと非常に高い値である。したがって，これ

らの各層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

放射性炭素年代測定で4,410±90y.B.P.の年代値が得られている13層(黒色泥炭層)上部では，密度が4,500

個/gと比較的高い値である。同層の直上を厚く覆う12層（軽石混砂層）でもイネが検出されたが，密度は

1,400個ねと低い値である。したがって,13層に上層から後代の植物珪酸体が混入した危険性は考えにくい。

これらのことから,13層上部の時期に調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていた可能性が考えられ
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る。

2）4トレンチ北壁

2層から11層までの各層について分析を行った。その結果，これらのすべての層からイネの植物珪酸体

が検出された(Fig.43)。密度は,すべての層で5,000個/g以上と高い値であり，とくに9層（砂質シルト層）

と10層では3万個/g以上,4層～8層および11層でも1万個/g以上と非常に高い値である。したがって，

これらの各層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

以上のように，本遺跡では4,410±90y､B.P.の年代測定値が得られている13層（黒色泥炭層）上部の時期

には，調査地点もしくはその近辺で稲作が開始されていたものと推定される。その後,12層（軽石混砂層）

の堆積によって稲作は中断されたと考えられるが,11層から2層にかけては継続的に稲作が行われていた

ものと推定される。

（2）イネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには，イネ以外にもオオムギ族（ム

ギ類が含まれる）やキビ族（ヒエやアワ，キビなどが含まれる)，ジユズダマ属（ハトムギが含まれる)，オ

ヒシバ属（シコクビエが含まれる)，モロコシ属，トウモロコシ属などがある。このうち，本遺跡の試料か

らは，オオムギ族（ムギ類が含まれる)，キビ族（ヒエやアワ，キビなどが含まれる)，ジユズダマ属（ハ

トムギが含まれる）が検出された。

オオムギ族(穎の表皮細胞）は,11トレンチ北側東壁の7層上部と4トレンチ北壁の6a層で検出された。

密度はいずれも1,000個/g前後と低い値である。オオムギ族については標本の検討が十分とは言えないが，

ここで検出されたのはムギ類（コムギやオオムギなど）と見られる形態のもの（杉山・石井,1989)であ

る。したがって，これらの層の時期に調査地点もしくはその近辺でムギ類が栽培されていた可能性が考

えられる。

キビ族は,11トレンチ北側東壁の13層と15層中位で検出された。キビ族にはヒエやアワ，キビなどの

栽培種が含まれるが，現時点ではこれらの栽培種とイヌビエやエノコログサなどの野・雑草とを完全に識

別するには至っていない（杉山ほか,1988)。また，密度も1,000個/g前後と低い値であることから，これ

らの層準でヒエなどのキビ族植物が栽培されていた可能性は考えられるものの，イヌビエなどの野・雑草

に由来するものである可能性も否定できない。

ジユズダマ属は,11トレンチ北側東壁の11層,13層,15層,4トレンチ北壁の8層,9層から検出され

た。同属には野草のジユズダマの他に栽培種のハトムギが含まれるが，現時点では植物珪酸体の形態から

これらを識別するのは困難である。密度はほとんどの試料で1,000個/g前後と低い値であるが,11トレン

チ北側東壁の13層下部では7,300個/gと高い値であり,15層上部でも2,900個/gと比較的高い値である。こ

れらのことから,13層下部や15層上部でハトムギが栽培されていた可能性は考えられるものの，野草の

ジユズダマに由来するものである可能性も否定できない。ハトムギは東南アジア大陸部の山村ではオカボ

(陸稲)栽培の盛んな地域に栽培され,オカボが不作なときや飢鰻のときの救荒作物として用いられている

(坂本，1988)。

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため，未分類等としたものの中にも栽培種に由来するもの

が含まれている可能性が考えられる。これらの分類群の給源植物の究明については今後の課題としたい。
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（3）植生および環境の推定

最下位の16層では，ヨシ属や棒状珪酸体，茎部起源などが検出されたが，いずれも少量である。
4,780±100y.B.P.の年代測定値が得られている15層（黒褐色泥炭層）下部では，ヨシ属が比較的多量に検

出され，ウシクサ族（ススキ属など）やウシクサ族型，ジユズダマ属なども検出された。15層中位ではヨ

シ属は一旦減少しているが，その後は急激に増加しており，密度は最大4万個/g以上にも達している。
4,890±90y・P､の年代測定値が得られている15層上部（試料15-1)では，茎部起源が多量に検出され，ヨ

シ属は大幅に減少している。14層でもこれと同様の結果であるが，イネ科以外にもブナ科（シイ属）やブ

ナ科（アカガシ亜属？），マンサク科（イスノキ属)，クスノキ科（バリバリノキ？）などの樹木（照葉樹）
に由来する植物珪酸体が検出された。

13層（黒色泥炭層）下部では，ヨシ属や棒状珪酸体が多量に検出され，ヨシ属の密度は最大4万個/g以
上にも達している。また，前述のようにジユズダマ属やキビ族が見られ，カヤツリグサ科も検出された。
4,410±100y.B.Rの年代測定値が得られている13層（黒色泥炭層）上部では，前述のようにイネが出現して

いるが，これに伴ってヨシ属が急激に減少している。12層（砂層）では，ほとんどの分類群が大幅に減少
している。

11層より上層では，前述のように継続してイネが多量に検出され，ウシクサ族型や棒状珪酸体も比較的

多く検出された。また，部分的にメダケ節型やネザサ節型なども検出され,6a層より上位ではマダケ属型

も検出された。なお，ブナ科（シイ属）やマンサク科（イスノキ属)，クスノキ科（バリバリノキ？）など
も継続的に検出された。

おもな植物の推定生産量によると,13層下部より下位ではおおむねヨシ属が圧倒的に卓越しているが,11
層より上位ではイネが継続して卓越していることが分かる。

以上の結果から，本迩跡における堆積当時の植生と環境について推定すると次のようである。

16層～13層下部の泥炭層の堆積当時(約4,400～4,900年前頃）は，おおむねヨシ属などが繁茂する湿地的

な環境であったものと考えられ,とくに15層中位や13層下部ではヨシ属の生育が旺盛であったものと推定

される。なお,14層の時期には遺跡周辺などでカシ類やシイ類，クスノキ科，イスノキ属などの照葉樹も

見られたものと推定される。その後,13層上部の時期（約4,400年前頃）には，ヨシ属やカヤツリグサ科な

どの生育する湿地を拓いて稲作が開始されたものと推定される。

12層（砂層）の堆積によって稲作は中断されたと考えられるが,11層から2層にかけては継続的に稲作

が行われていたものと推定される。11層より上位ではイネが圧倒的に卓越しており，その他の分類群があ

まり見られないことから，当時の稲作は雑草の管理などが行き届いた集約的なものであったものと考えら
れる。

なお，当時の遺跡周辺にはカシ類やシイ類，クスノキ科，イスノキ属などの照葉樹林が分布していたも
のと推定される。

タケ亜科植物のうち,マダケ属にはマダケやモウソウチクなど有用なものが多く，建築材や生活用具,食

用などとしての利用価値が高いが，これらの植物が現れるのは6a層の時期以降と考えられる。

6．まとめ

本遺跡では，放射性炭素年代測定で4,410±90y､B.P.の年代値が得られている13層（黒色泥炭層）上部の

時期には,ヨシ属やカヤツリグサ科などの生育する湿地を拓いて稲作が開始されていたものと推定される。

また,13層下部などではジュズダマ属（ハトムギ）やキビ族（ヒエなど）が栽培されていた可能性も認め

られた。その後,12層（砂層）の堆積によって稲作は中断されたと考えられるが,11層から2層にかけて

は集約的な稲作が継続的に行われていたものと推定される。
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Tab・6鹿児島大学構内遺跡，郡元団地の植物珪酸体分析結果
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検出密度（単位：×100個ﾉﾛ）
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植物珪酸体の顕微鏡写真

(倍率はすべて400倍）

試料名地点分類群No.

イネ

イネ

イネ

イネ（側面）

サヤヌカグサ属

オオムギ族（穎の表皮細胞）

オオムギ族（穎の表皮細胞）

キビ族（ヒエ属など）

キビ族（ヒエ属など）

ヨシ属

ヨシ属

ウシクサ族（ススキ属など）

ウシクサ族（ススキ属など）

ジュズダマ属

ジュズダマ属

シバ属

キビ属型

ウシクサ族型

ウシクサ族型（大型）

イネ科Aタイプ

ネザサ節型

クマザサ属型

メダケ節型

メダケ節型

マダケ属型

表皮毛起源

棒状珪酸体

棒状珪酸体

イネ科の茎部起源

イネ科の茎部起源

不明

不明

不明

カヤツリグサ科

ブナ科（シイ属）

ブナ科（シイ属）

ブナ科（アカガシ亜属？）

マンサク科（イスノキ属）

マンサク科（イスノキ属）

クスノキ科（バリバリノキ？）

はめ絵パズル状（ブナ属など）

海綿骨針

4トレンチ

11トレンチ北

11トレンチ北

4トレンチ

11トレンチ北
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PL.1植物珪酸体の顕微鏡写真
や
事

一

L

O

L
50 100〃Ⅲ

Ｉ
崖

I

’I

1．イネ 2 イネ

匡害＝U
聯

L可

一

零や

‘； 掴
3．イネ 4．イネ（側面）

〃 軽 』 密画

畷

詞

;声

』 、

‘
、

/
P

＠

歳ナ

ー電
瀞&

5，サヤヌカグサ届 6．オオムギ属（穎の表皮細胞）

－88－



PL､2植物珪酸体の顕微鏡写真
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PL.3植物珪酸体の顕微鏡写真
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PL4植物珪酸体の顕微鏡写真
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PL.5植物珪酸体の顕微鏡写真
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PL.6植物珪酸体の顕微鏡写真
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PL.7植物珪酸体の顕微鏡写真
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Ⅱ、放射性炭素年代測定結果

鹿児島大学構内遺跡の試料について年代測定を行った。その結果を次表に示す。なお，年代値は1950年

よりの年数(B.P.)である。

年代値の算出には"Cの半減期としてLIBBYの半減期5570年を使用している。また，付記した誤差はβ

線の計数値の標準偏差oにもとづいて算出した年数で,標準偏差(ONESIGMA)に相当する年代である。ま

た，試料のβ線計数率と自然計数率の差がlo以下のときは,3aに相当する年代を下限の年代値(B.P.)と

して表示してある。また，試料のβ線計数率と現在の標準炭素(MODERNSTANDARDCARBON)について

の計数率との差が20以下のときは,Modernと表示し,<5"C%を付記してある。

放射性炭素年代測定結果

試 料 恥 採 取 箇 所 種類

Nal13層上部

Na215層上部

Na315層下部

黒色泥炭

黒褐色泥炭

黒褐色泥炭

年代値

4,410±90(2460B.C.)

4,890±90(2940B.C.)

4,780±100(2830B.C､）

コード恥

GaK-17543

GaK-17544

GaK-17545

(学習院大学理学部年代測定室）

Ⅲ、鹿児島大学構内遺跡の花粉分析

1．はじめに

花粉分析は，湖沼や湿原の堆積物を対象として広域な森林変遷を主とする時間軸の長い植生や環境の変

遷を復原する手法として用いられてきた。考古遺跡では，埋没土壌や遺構内堆種物など堆積域や時間軸の

限定された堆積物を対象とすることによって，狭い範囲の植生や短い時間における植生や環境の変遷そし

て農耕を復原することも可能である。

鹿児島大学構内遺跡(郡元団地L-1112区）においては,泥炭層の分析から植生と農耕の復原を行った。

2．試料

試料は,11トレンチ北側東壁の13層～16層について採取された13点であり，植物珪酸体分析に供され

たものと同一試料である。試料採取箇所を分析結果の柱状図に示す。

3．方法

花粉粒の分離抽出は，基本的には中村(1973)を参考にし，試料に以下の順で物理化学処理を施して行っ
た。

1)5%水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

2）水洗した後,0.5mmの飾で操などの大きな粒子を取り除き，沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。
3）25％フツ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

4）水洗した後，氷酢酸によって脱水し，アセトリシス処理（無水酢酸9:1濃硫酸のエルドマン氏液を
加え1分間湯煎）を施す。

5）再び氷酢酸を加えた後，水洗を行う。
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6）沈澄に石炭酸フクシンを加えて染色を行い，グリセリンゼリーで封入しプレパラートを作製する。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は,1500rpmで2分間の遠心分離を行った後に上澄みを捨てるとい

う操作を3回繰り返して行った。

検鏡はプレパラート作製後直ちに,生物顕微鏡によって300～1000倍で行った｡花粉の同定は,島倉(1973)

および中村(1980)を基本とし，所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって，科，亜科，

属，亜属，節および種の階級で分類した。複数の分類群にまたがるものはハイフン(-)で結んで示した。な

お，科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合はそれらを別の分類群とした。イネ属

に関しては，中村(1974,1977)を参考にし，現生標本の表面模様・大きさ・孔・表層断面の特徴と対比し

て分類したが，個体変化や類似種も存在するため，イネ属型とした。

4．結果

(1)分類群

分析の結果，樹木花粉26,樹木花粉と草本花粉を含むもの1,草本花粉16,シダ植物胞子2形態の計45

分類群が同定された。結果は，花粉過体一覧を表にまとめ，花粉総数を基数とする百分率を算定し，花粉

組成図に示した。また，主要な分類群は写真に示した。

以下に同定された分類群を示す。

〔樹木花粉〕

マキ属，モミ属，ツガ属，マツ属複維管束亜属，スギ，ヤマモモ属，クルミ属，サワグルミ，ハンノキ

属，カバノキ属，ハシバミ属，クリーシイ属一マテバシイ属，コナラ属コナラ亜属，コナラ属アカガシ亜

属，ニレ属一ケヤキ，エノキ属一ムクノキ，サンショウ属，アカメガシワ，ウルシ属，モチノキ属，カエ

デ属，モクセイ科，グミ属，ツツジ科，ニワトコ属一ガマズミ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

ウコギ科

〔草本花粉〕

ガマ属一ミクリ属，オモダカ属，ホシクサ属，イネ科，イネ属型，カヤツリグサ科，タデ属サナエタデ

節，アカザ科一ヒユ科，セリ科，ノブドウ属，オオバコ属，シソ科，ゴキヅル，タンポポ亜科，キク亜科，

ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子，三条溝胞子

（2）層位による変遷

最下位の16層では樹木花粉の占める割合が著しく多く，クリーシイ属一マテバシイ属とコナラ属アカガ

シ亜属が優占する。草本花粉ではイネ科とカヤツリグサ科が出現する。15層ではクリーシイ属一マテバシ

イ属が下部で減少傾向を示し上部で一時的に増加する。同層の下部ではカヤツリグサ科が増加するが，一

時的に減少して再び増加する。14層から13層では，樹木花粉においてクリーシイ属一マテバシイ属とコナ

ラ属アカガシ亜属が減少し，コナラ属コナラ亜属が増加する。草本花粉ではカヤツリグサ科とイネ科が優

占し,13層ではイネ属型が出現する。なお，シダ植物胞子は15層から13層の下部までやや不安定だが多

産する。

5．植生と環境および農耕の復原

縄文時代中期前葉頃（約4,800～4,900年前）と考えられる16層～14層では，クリーシイ属一マテバシイ属
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(ここではシイ属と推定される）とコナラ属アカガシ亜属の花粉が多いため,本遺跡の周辺にはシイ属とコ

ナラ属アカガシ亜属を主とする照葉樹林が分布していたと考えられる。また，堆積地はカヤツリグサ科と

イネ科の水湿地草本の繁茂する湿原であったと推定される。

縄文時代中期中葉頃（約4,400年前）と考えられる13層では，周囲のシイ属とコナラ属アカガシ亜属を主

とする照葉樹林が減少し，コナラ属コナラ亜属の落葉広葉樹林が増加したと考えられる。コナラ属コナラ

亜属は落葉広葉樹林を樹成する冷温帯種ではなく，途中層林を形成するコナラか暖温帯に生育するナラガ

シワであったと推定される。13層からはイネ属型の花粉が検出され,特に最上部ではやや多いことから，こ

の時期にはイネが存在していたとみなされる。樹木花粉のコナラ属コナラ亜属の増加は，イネ属型花粉の

出現とほぼ呼応していることから，この時期に森林への人為干渉とイネの栽培が行われていたことが推定

される。

参考文献

中村純(1973)花粉分析，古今書院．

金原正明(1993)花粉分析法による古環境復原．新版古代の日本第10巻古代資料研究の方法，角川書店・

日本第四紀学会編(1993)第四紀試料分析法，東京大学出版会．

島倉巳三郎(1973)日本植物の花粉形態，大阪市立自然科学博物館収蔵目録第5集．

中村純(1980)日本産花粉の標徴，大阪自然史博物館収蔵目録第13集．
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中村純(1977)稲作とイネ花粉．考古学と自然科学第10号．
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Tab・7鹿児島大学構内遺跡（郡元団地)11トレンチ北側東壁における花粉分析結果
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PL.8鹿児島大学構内遺跡の花粉・胞子遺体I

1 マ ツ属複維管束亜属2クリーシイ属一

マテバシイ属

し

●
●

3コナラ属コナラ亜属

7モクセイ科8アカメガシワ9ツツジ科、
30//m

－99－



PL.9鹿児島大学構内遺跡の花粉・胞子遺体Ⅱ
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皿・鹿児島大学構内遺跡の種実同定

1.試料と方法

試料は鹿児島大学構内遺跡,地域共同研究センター予定地の9層(泥炭)から採取された1点である。同

層は，郡元団地L-1112区の13層に相当すると考えられる。試料500ccを025mmの節いで水洗したのち，

実体顕微鏡で観察選別して同定を行った。なお，分類群は同定レベルによって科や属の階級で示した。カ

ヤツリグサ科は形態により3つに分類した。

2．結果

検出された種実遺体は以下に示す8分類群であった。主要な分類群を写真に示す。

分類群（和名/学名） 部位産出個数

ミクリ属

イネ科

カヤツリグサ科A

カヤツリグサ科B

カヤツリグサ科C

ホタルイ属

タデ属

キク科

実
実
実
実
実
実
実

果
穎
果
果
果
果
果
果

７
５
２
６
４
７
４
４

１
１
２

Ａ
Ｂ
Ｃ

”
正
鉦
鉦
》
叩
睦

●
ｍ
正
丞
丞
丞
Ｓ

》
”

卿
恥
細
細
卵
伽

aミクリ属助arganium果実ミクリ科

淡褐色の倒卵形を呈し先端が尖る。表面には5～6本の繊維状の溝が走る。長さ2.8～3.8mm,幅2.1-

22mm。

b.イネ科Gramineae穎イネ科

茶褐色の楕円形を呈し薄く柔らかい。長さ12～1.5mm,幅0.7～0.8mm。

c､カヤツリグサ科A-CCyperaceaeA-C果実カヤツリグサ科

Aは茶褐色でやや偏平倒卵形を呈し，断面が平凸レンズ状である。果皮は薄く柔らかい。長さ1.2-

1.5mm,幅0.8～LOmmoBは黒色でやや光沢のある倒卵形を呈し，断面は両凸レンズ状である。果皮は硬

い。長さ12～1.5mm,幅1.0～1.2mm。

Cは黄褐色で広倒卵形を呈し，断面は両凸レンズ状である。果皮は厚く弾力がある。長さ1.5～1.7mm,幅
12～1.4mm。

d・ホタルイ属Sbirpus果実カヤツリグサ科

黒色でにぶい光沢のある広倒卵形を呈し，基部に針状の付属物がある。断面は平凸レンズ状で，果皮は

やや厚く硬い。表面には微細な隆起が横方向に走る。長さ2.1～2.3mm,幅1.5～1.7mm

eタデ属知lygonum果実タデ科

黒色で光沢のある倒卵形を呈し，先端がとがる。断面は三角形で，果皮はやや厚く硬い。表面には網目
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構造がある。長さ2.6mm,幅LSmrrio

fキク科Compositae果実キク科

茶褐色を呈し針形で，上端には円形状の突出，下端は切形を呈する。断面は6角形で，果皮には6本の
縦方向の隆起が走り，その間には微細な網目状構造がある。果皮は薄い。長さ0.6～0.7mm,幅2.2～2.3mm。

4．所見

同定の結果，8分類群が検出された。いずれも草本の種実であり，木本は含まれていなかった。カヤツ

リグサ科A-Cが最も多く，ミクリ属，ホタルイ属と続く。他はイネ科・キク科・タデ属が出現するのみ

であった。カヤツリグサ科は多くの水湿地草本を含み，ミクリ属・ホタルイ属も水湿地に生育する草本で
ある。

主要に出現する分類群がいずれも水湿地植物であるため，堆積地は湿原であったと推定される。木本類
が含まれないことから，湿原はやや大きな範囲に分布していたと考えられ，森林は近接して存在していな
かつたと推定される。

なお，カヤツリグサ科，ミクリ属，ホタルイ属は水湿地草本であるとともに水田雑草でもある。

参考文献

日本第四紀学会編(1993)第四紀試料分析法．東京大学出版会．
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PL.10鹿児島大学構内遺跡出土種実

1ミクリ属
().5min

2ミクリ属

－（).1mm
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3イネ科
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4カヤツリグサ科A 5カヤツリグサ科B 6カヤツリグサ科C

「－－－－

一コ

－0．5mm －（).5mm －().5mm
7ホタルイ属 8タデ科 9キク科
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又．鹿児島大学構内遺跡の珪藻分析

1.はじめに

珪藻は,10～500pmほどの珪酸質殻を持つ単細胞藻類で,殻の形やこれに刻まれた模様などから多くの

珪藻種が調べられている。また，現生の生態から特定環境を指標する珪藻種群も設定されている（小杉，
1988;安藤,1990)。一般的に，珪藻の生育域は海水域から淡水域までと広範囲に及び，中には河川や沼地

あるいは池などの水成環境以外の陸地においてもわずかな水分が供給される環境,例えばコケの表面や湿っ

た岩石の表面などで生育する珪藻種も知られている。こうした珪藻種あるいは珪藻群集の性質から，過去

の堆積物中の珪藻化石の解析から,遺跡を埋積する堆積環境について知ることが可能である。ここでは，こ

うした珪藻の特性を利用して，鹿児島大学構内遺跡(郡元団地L-1112区）の堆槙環境について検討する。

2．試料と処理方法

珪藻分析を行った試料は,11トレンチ北側東壁の13層～16層から採取された13点であり，植物珪酸体

分析や花粉分析に供されたものと同一試料である。これらの試料は，以下に述べる方法で処理し，珪藻用

プレパラートを作成した。

1)試料から湿潤重量約Ig程度を取り出し，計量した後ビーカーに移し,30%過酸化水素を加え，加熱・

反応させ，有機物の分解と粒子の分散を行う。

2）反応終了後水を加え，1時間程してから上澄み液を除去し，細粒のコロイドを捨てる。この作業を上

澄み液が透明になるまで繰り返す（7回程度)。

3）ビーカーに残った残涜は，遠心管に細粒分のみ回収する。

4）マイクロピペットを用い，遠心管から適量を取り，カバーガラスに滴下し乾燥させる。乾燥後は，マ

ウントメディア（封入剤）で封入しプレパラートを作成する。

作成したプレパラートは光学顕微鏡下1000倍で珪藻種を同定し，殻約200個体計数する。

3．珪藻化石群集と堆積環境

検出された珪藻化石は,125分類群30属106種2亜種である。これら珪藻群集の特徴から6珪藻分帯が設

定される。以下に，各珪藻分帯の珪藻化石の特徴およびその堆積環境について述べる。

I帯(16層,15層最下部）は，珪藻化石の組成は異なるが，海水種および汽水種の占める割合が約39%

および約24％と比較的高いことで特徴づけられる。16層において特徴的な種としては小久保(1960)の示

す沿岸性種のActinocyclusehiもnbergiîpActinocyclussp.が検出されている。試料15-7においては，汽水

種のThalassiosirabramaputrae-f"Naviculayarrensisがほぼ同率で出現している。淡水種では，両試料とも

浮遊生種あるいは底生種のFragilaria属や池に見られる酸性種のMelosirapensacolaeなども検出される。

Ⅱ帯（15層下部）は，池に見られる酸性種のMelosirapensacolaeが特徴的に多く検出され，試料15-6で

は約78％に達する。これ以外では汽水種のThalassiosirabramaputraeや浮遊生種のSurirellateneraが随伴し

ている。

Ⅲ帯(15層中～上部）は，安藤（前出）の設定した沼沢湿地付着生種群のPinnulariaviridis-̂ Pinnulana

gibbaなどが検出される。特に,Pinnulariaviridisは上部に向かって増加する傾向を示している。

Ⅲ帯(UM)は，上位又帯あるいは下位Ⅲ帯とは異なった珪藻化石組成を示し，安藤（前出）が設定し

た中～下流性河川指標種群のAchnantheslaceolataあるいは底生種のNavicularadiosaが検出されている。ま

た，汽水種のThalassiosirabramaputraê pAchnanthesbrevipesなどが検出されている。これは，一時的に

汽水が影響する環境あるいは流水環境の存在を示すものである。
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Tab.8鹿児島大学構内遺跡（郡元団地)11トレンチ北側東壁の珪瀦化石産出表（その1)

適

塩分

応性

PH流水生活13-113-213-313-41415-115-215-315-415-515-615-716
分類群
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ー－ー,■■I■■一一一一一一‐一－－1■■一一一一一一一一一一､■■－，■■I■■,■■－4■■

〃〃loneissaithii
Hitzschiaadducta

---d■■一一一.■■■■け－－1■■－1 ■ ■ 一 一 - 一 一 q ■ ■ 吟 一 一 一 一

〃c加a"thes〃割'ipes
』．spp.
Caloneisfoi面記

C、ノ加戚ilea

脇UIUseratrig肥2個
舵加sirasp.-l
Naviculayarrensis
Thalassiosirabrawap伽砲e

一一.■■－－q■■l■■ー－－－－－1■■1■■1■■1■■一一一一1■■I■■

Achna"肋esexigua
〃．laﾉiceolata

A.spp.
A…砲"I画""
A.ovalis

A.ovalisvar.libyca
Bacillariapa臓の胞
Caloneislauta

c.】即tosoaa
C.silicula

C.spp.
Cocconeisplace"“la
Cyclo随〃a”皿a
｡…〃aa…砲
C.ehre"陀噸〃
C、g耐cj〃s・
C．加館rta

C．礎siana

C．ainuta

cnaviculi勿緬is

C.silesiaca

C、subaequalis
C．tmida

C.spp.
Diploneise"”ica
〃．〃ﾉmica
D . o 噸 〃 s

〃．sU勿昭Jis

D，鯛tukaensis
D．spp.
Epithetaiazebra
βI”〃aa”US

E.el昭a"S
E.flexi切望

E、l伽a〃S

E．“”曲〃

E.pecti鯛〃S
E．犀ctinalisvar．“”J・
F．肥"e〃S

E.spp.
Fragilariab耀剛striata
F、construens

F.pinnata
F．spp.
、ﾉstuliai加皿toides

F．spp.
的叩加"eaaclevei
G．constrictwn

6．g砲c〃e
6.pamﾉﾉ【切
Sytvsigmspp.
脆"tz記力iaa”〃p〃s
舵Iosiraaebigua

１
－
３
３
３
１
－
－
２
２
－
１
－
２
一
一
０
－
５
－
１
３
一
一
一
一
１
一
一
一
１
－
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
－
－
４
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
８
５
５
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

５

１

４
２

３
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
－
－
４
一
一
肥
別
－
４
妬
３
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
８
３
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
３
８
３
一
一
一
一
一
１
１
１
－
３

１
１

一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
７
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
２
－
２
－
１
一
一
一
一
一
一
２
一
一
一
一
一
３
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
四
一
一
一
一
一
一
一
１
－
－
２
一
一
一
一
１
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
２
一
一
一
一
一
一
２
－
－
１
３
５
２
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
２
－
１
－
１
６
－
－
４
１
－
１
１
８
２
一
一
一
２
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
２
－
６
２
－
１
２
１
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
』
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
－
１
一
一
一
一
一
１
３
－
－
２
１
１
一
一
一
２
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
－
１
１
３
１
一
一
一
一
１
一
一
一
一
一
２
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
１
一
一
一
一
一
一
一
１
１
－
－
５
１
１
一
一
一
２
一
一
一
一
２
一
一
一
一
１
－
０
３
－
－
２
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

１

１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
２
一
一
一
一
一
一
一
５
２
一
一
一
一
３
一
一
一
４
一
一
一
一
９
－
－
－
１
１
－
－
１
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
２

－
一

一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
一
７
１
－
－
１
－
－
３
一
一
罰
－
１
－
２
２
一
一
一
一
６
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
４
１
１
１
一
一
一
一
一
一
１
－
－
２
２
４
３
１
－
－
’
一
一
１
１
２
－
２
一
一
一

１

一一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
２
－
－
２
一
一
一
一
１
一
一
一
８
３
－
２
－
－
１
一
一
一
一
４
１
一
一
一
１
－
－
３
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
３
一

一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
３
３
１
－
－
３
２
一
一
一
２
一
一
９
１
８
－
－
３
－
４
－
１
７
－
－
１
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
２
－

１

１
６

一
一
一
一
一
一
一
一
一
』
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
一
一
一
４
１
２
－
－
２
３
一
一
一
一
一
一
４
７
９
－
－
５
－
３
－
－
０
－
－
２
一
一
一
一
４
－
－
－
１
一
一
一
一

５

１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
舎
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
－
－
３
２
５
３
－
０
５
一
一
一
４
－
－
９
２
９
－
－
３
一
一
一
２
６
－
－
３
一
一
一
一
５
一
一
一
１
一
一
一
一

１

２

１
２

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

二
一
一
一
一
一
一

一
一

一

一

一
ａ
ａ
ｄ
ａ
ａ
ｄ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ａ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ａ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ａ
ａ
ａ
ｄ
ａ
ａ
ｄ
ｄ
ａ
ａ

一

一

一
ｋ
ｋ
？
ｎ
ｋ
ｋ
、
？
？
ｋ
？
ｋ
ｋ
ｋ
ｋ
ｎ
？
？
Ⅱ
、
？
ｎ
ｋ
？
ｎ
ｉ
ｎ
ｎ
？
？
ｋ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
？
ｋ
ｋ
ｋ
？
ｉ
？
ｋ
ｋ
ｎ
ｎ
？
ｋ
ｋ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
１
１
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ

●
■
■
凸
●
■
■
▲
●
。
■
▲
●
■
０
凸
ｅ
■
■
今
内
■
》
●
。
Ⅱ
△
●
■
■
△

ｌ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
１
１
１
Ｃ
１
１
ｉ
．
’
’
’

一

一

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

－
Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一
ｄ
ｄ
Ｏ
ｄ
ｄ
ｉ
ｉ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
０
０
０
０
０
０
０
０
ｄ
ｄ
ｄ
０
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ

－
８
８
一

一
ｎ
叩
、
叩
・
④
び
ゅ
Ｑ
内
川
叩
軒
恥
、
肋
ｏ
ｎ
Ｍ
０
ｎ
叩
・
句
グ
●
ｎ
即
一
⑤
Ｕ
●
ｎ
Ｍ
ｎ
叩
ｎ
ｗ
ｎ
軸
倫
即
ら
び
●
の
〃
．
●
ｎ
Ｍ
ｎ
叩
④
夕
▽
●
、
恥
、
Ⅱ
ｍ
ｍ
ｆ
Ｂ
ｎ
Ｍ
ｎ
叩
園
Ⅱ
函
”
肌
ｎ
Ｍ
句
グ
●
ｎ
叩
ｏ
ｎ
叫
○
内
Ⅱ
唖
ａ
ｎ
叩
０
，
叩
０
，
曲
Ｇ
ｎ
Ｍ
Ｑ
ｎ
Ｍ
。
、
叩
勾
ｆ
ｏ
ｎ
叩
ｎ
ｍ
《
肌
叩
旬
ｒ
●
ｕ
ｎ
叫
勾
ｆ
●
ｎ
叩
、
叩
、
卯
、
仙
句
ｆ
●
ｎ
叩
ｎ
ｍ

一
汁
汁
－
８
８
８
８
８
Ｂ
８
８
－
ｉ
ｉ
ｐ
ｉ
ｉ
ｐ
ｐ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
．
、
．
△
ｉ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
ｐ
Ｏ
ｉ
ｉ
ｉ
Ｄ
ｏ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ

－
｝
一
一
｝
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一

一

一
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
ｒ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

一

一一
一
一

一

一

一

l■■ー1■■I■■I■■･■■I■■･■■一一一一一一一一一一一一－一一－一一一一●■,q■■－，■■l■■

一
一

一
一

一－一一一一一一一一l■■l■■－1■■I■■1■■.■■－－1■■l■■－－－1■■－4■■一一』■■l■■一一一‘■■,■■I■■－，■■I■■I■■I■■q■■－1■■l■■I■■

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一

一一一 ｝一一

一
８
８
８
８

－
８
８
８
８
Ｐ
Ｐ
８
８
８
８
８
８
Ｐ
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
Ｗ
Ⅳ
Ｗ
Ｗ
８
８
８
８
８
８
８
Ｔ
Ｐ

一二一一

一
ｄ
Ｂ
Ⅲ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｎ
ｄ
ｍ
田
ｄ
ｄ
Ⅲ
田
Ⅲ
ｄ
ｄ
田
ｄ
ｄ
ｄ
田
Ⅲ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｄ
ｍ
ｅ
Ⅲ
Ⅲ
．
ｄ
田

一
加
肋
？
？
ｉ
ｎ
Ⅱ
？
？
、
？
ｎ
ｉ
ｎ
ｉ
ｉ
？
？
ｎ
、
？
？
ｉ
？
ｉ
ｉ
Ⅱ
Ｈ
ｉ
？
ｎ
、
？
ｎ
ｉ
ｉ
Ⅱ
ｎ
ｎ
？
、
Ⅱ
、
？
ｉ
？
ｈ
ｉ
ｉ
ｎ
？
ｎ
ｉ

ｏ
０
Ｉ
》
●
。
Ⅱ
品
●
。
Ⅱ
▲
■
○
凸
＆
●
。
■
▲
●
’
一
』
●
。
■
ユ
ｃ
一
日
型
Ｃ
Ｏ
’
一
“
●
。
■
凸
●
。
■
△
ｏ
Ｉ
Ｌ
“
。
‘
‐
“
○
０
画
“
●
。
Ⅱ
▲
●
。
■
＆
。
ｐ
Ⅱ
“
●
。
Ⅱ
△
Ｑ
○
日
▲
ｇ
ｏ
日
＆
●
’
一
“
Ｇ
８
。
“
●
。
Ⅱ
凸
申
。
■
＆
●
。
。
▲
●
も
■
＆
合
■
■
凸
●
○
日
△
。
Ｔ
Ⅱ
“
ｎ
吋
肥
●
８
口
』
○
日
■
』
●
０
８
《
●
○
日
▲
。
’
凸
凹

一一一一

-105-



Tab・9鹿児島大学構内遺跡（郡元団地)11トレンチ北側東壁の珪蕊化石産出表（その2)
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又帯(13層下部）は，下位Ⅲ帯とほぼ同様の珪藻群集である。このことから，皿帯で推定される影響が

環境を一変するようなものでないことを示すと考えられる。

、帯(13層中～上部）は，底生種とされるDiploneisyatukaensisが特徴的に出現し，また好塩種の

Rbopalodiagibberulaなども随伴している。この他沼沢湿地付着生種群のEunotiapectinalisやPinnularia

viridisなども随伴することから，沼沢地的環境であることが推定される。

引用文献

安藤一男(1990)淡水産珪藻による環境指標種群の設定と古環境復元への応用．東北地理.p73-88.

小杉正人（1986）陸生珪藻による古環境の解析とその意義．－わが国への導入とその展望－，植生史研究．p29-44.
小久保清治(1960)浮遊畦藻類．恒星社恒星閣,330p.

小杉正人（1988）珪藻の環境指標極群の設定と古環境復原への応用．第四紀研究．p1-20.
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図判1鹿児島大学構内遺跡（郡元団地）の珪藻化石顕微鏡写真(No.5とNal7はｽｹｰﾙA,他はｽｹｰﾙB)
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図判2鹿児島大学構内遺跡（郡元団地）の珪藻化石顕微鏡写真
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Ⅷまとめ

1．遺構について

本調査区で検出した遺構は，溝状遺樹が3条，畦が3本，土壌が2基であった。畦が検出されたことと，

土層の状況，プラント・オパール定量分析の結果などから，本地点において，連続的に水田が営まれてい

たことが明らかとなった。

溝状遺構は3条検出されたが,SD1とSD2は北西から南東に向かって傾斜し,SD3は東一西向き

である。いずれの溝もその性格や用途は断定することはできなかった。なお，これらの溝と水田との直接

的な関係を示す手がかりを得ることはできなかった。

SD1は2層上面で検出したことから，遺物は少ないもののその時期は比較的新しいといえる。

SD2．3は9層中から検出した。9層によってパックされた状況であることから，SD2．3が機能

していた期間はそれほど長くなかったと考えられる｡9層からは遺存状態のよい土師器が出土しており,平

安時代のものであると考えられることから，これらの溝状遺構についてもこれに近い時期を想定できる。

畦は3本検出したが，いずれも6a層によって形成されている。1本は北西一南東方向に,2本はそれと

直行するように，北東一南西方向に延びている。平均の幅は0.5m,高さは0.04mである。

畔が検出された6a層は出土遺物の検討から，江戸時代という時期を与えることができる。

土壊は2基検出された。1基は5層上面で，もう1基は12層上面での検出である。これらの土壌からの

遺物の出土は無く，それらの性格は不明である。

2．出土遺物について

本地点の大部分は水田層であったため，遺物の出土量はそれほど多くない。出土遺物はほとんどが土器

類（陶磁器も含む）であるが，土製品や石器なども見られる。土器類については小片が多く，また，表面
が磨滅したものも多いことから二次的な移動を受けていると考えられる。種類としては磁器(青磁・白磁・

染付)，陶器，土師器，須恵器，「成川式」土器，弥生土器などがあるが，縄文土器と明らかに判断できる
ものは確認していない。

各層から出土した遺物の種類ごとの割合はFig.46のようになる。これによると1層から4層までは陶器・
磁器の比率が高いという点で共通している。比率の上からは，それ以下の層とかなり異なっているといえ

る。磁器は染付が多く，陶器の中には薩摩焼も多く含まれるため，これらの層が形成された時期は江戸時
代以降と考えられる。

6a層から7層までが比較的類似した比率を示している。6b・7層と下位の層になるにしたがって磁器・

陶器の比率が下がり，「成川式｣土器・弥生土器の比率が高くなっていることから下位の層ほど遺物の年代
が古くなっていく傾向がよく表れている。このような傾向を示しつつ，各時代の遺物が包含されていると

ころに，水田層の遺物包含の性格が表れているともいえる。6a層からは薩摩焼が出土している点，6a・6b
層は層の特徴が非常に類似しているということなどから，これらの層にそれほどの時間差はないと考えら
れる。

8～10層も比較的類似した比率を示している。磁器は含まれず，陶器は8層にのみ見られ，「成川式」土

器や弥生土器も少量含まれる。9層から遺存状態のよい土師器の杯が出土し，その年代は平安時代と考え
られることから，これらの層の年代もこれに近い時期を想定できる。

11層以下は出土遺物の量が非常に少なく，時期がわかるような資料は含まれていないため，時期を推定す
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Fig.46各層における遺物の種類の比率

ることはできない。しかし.11層までは漸次的に変化しているため,9層とそれほどの時間差は無いと考

えられる。

3．自然科学分析について

自然科学分析では泥炭層を含む各層をサンプルとして，植物珪酸体（プラント・オパール定量）分析,放

射性炭素年代測定，花粉分析，珪藻分析，種子同定分析などを行った。

藤原宏志氏によるプラント・オパール定量分析では，2～11(12)層ではイネ栽培が行われていたこと

が想定されている。また’13層以下の泥炭層では，14層にイネが認められるが量的に少ないため，これら

の層ではイネが生産されたとは考えにくいとしている。

古環境研究所の分析結果をまとめると以下のようになる。

・13～15層の泥炭層をサンプルとした放射性炭素年代測定の結果,13層上部で,4,410±90y､B.P.,15層

上部で，4,890±9Oy.B.P.の年代が得られた。

・プラント・オパール定量分析では，2層から11層までは集約的な稲作が継続的に行われたことを推定

し,13層上部の時期（縄文時代中期に相当）には，湿地を切り拓いて稲作が行われていたことを推定して

いる6また,13層下部などではハトムギやヒエなどが栽培されていた可能性を指摘している。

・泥炭層をサンプルとした花粉分析では,14～16層の時期，周辺には照葉樹林が分布しており，この地

点は湿原であったと推定している。13層では落葉広葉樹林が増加したことが想定され，イネ属型の花粉が

検出されている。そして，樹木相の変化と、イネ属型花粉の出現とがほぼ一致していることから，森林へ

の人為干渉とイネの栽培が行われていたことを推定している。

・13層に対応すると考えられる泥炭層をサンプルにした種実同定では主に出現する分類群が水湿地植物
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であること，木本類が含まれないことから,湿原の範囲はかなり広く，森林は近接しては存在していなかっ

たことを推定している。なお，含まれる草本の中には水田雑草も含まれることが指摘されている。

・泥炭層をサンプルとした珪藻分析から，遺跡を埋積する堆積環境が推定されている。それによると，最

下部の泥炭層では，海水種や汽水種が高い割合で見られるが，上の層になると，沼沢湿地付着生種，中～

下流性河川指標種などが検出されるようになる。このことはこの地点の陸地化の過程を反映しているとい

えるのかもしれない。

これらの結果に対して，考古学の側からの意義付けや問題点を指摘しておきたい。

泥炭層をサンプルにした放射性炭素年代測定の結果,泥炭層の形成時期をおおよそ縄文時代中期と推定

することができた。このことは当時，この地点が湿地であったことを示すと同時に，すでにこの付近が陸

地化していたことを表している。本地点と同一であると想定できる泥炭層も郡元団地の何力所かで検出さ

れているが,これらの層はすべて無遺物層であったため,考古学的な手法から形成年代の推定はできなかっ

た。したがって，放射性炭素年代測定によって年代を推定できたことは，古環境を復元する上で重要な成

果であるといえる。

プラント．オパール定量分析の結果，2～11層ではイネ栽培が想定されている。この結果は,6a層上面

で畦が検出されたことや，土層の観察によって水田が推定されたこととよく符合しているといえる。

問題になるのは泥炭層から検出されたイネプラント・オパールについてである。

古環境研究所の報告では,13層上部の層から比較的高い密度のイネプラント・オパールが検出されたこ

とに加え，その他の分析結果も取り入れて，縄文時代中期にこの地で水田耕作を行っていたと推定してい

る。

しかし,13層以下は無遺物層であり，縄文土器などは出土していないため考古学的にはその年代を推定

することはできない。また,13層では畦などの水田遺構は検出されていない。これらのことから，発掘調

査の結果からは13層が縄文時代の層であり,水田が営まれていたということの検証はできない状態である。

さらに,12層以上と13層との関係も考慮する必要がある。12層よりも上の層で年代を推定できるのは9

層で，平安時代頃と考えられるが,11層までは漸次的に変化しているため9層とそれほど時間差は無いと

考えられる。ということは，縄文時代中期に比定できる13層上部と古代の層という非常に時間差のある層

が,12層の粗砂層を挟んで接していることになる。11層以上の層では多量のイネプラント・オパールが検

出され，水田耕作が行われていたことはほぼ確実である。そのため,11層などからイネプラント・オパー

ルが12層の粗砂層を通り抜けて13層まで落ち込んだ可能性が考えられる。古環境研究所の報告では上層か

らの落ち込みの危険性は考えにくいとしているが.12層が粗砂であるため，落ち込みの可能性はやはり否

定できないのである。

また,今まで行ったプラント・オパール定量分析では,本地点と同一であると考えられる泥炭層から，イ

ネプラント・オパールは検出されていないという問題もある。

つぎに，藤原宏志氏の分析では13層（古環境研究所の報告の13層中部に相当し，微量ではあるがイネプ

ラント・オパールが検出されている）ではイネプラント・オパールは検出されていないが.14層からは少

量検出されている。このことについて以下のコメントをいただいた。

まず,13層についてであるが,古環境研究所の分析で13層中部から検出されている量もごくわずかであ

るため，この程度の差はサンプル採取地点によっても生じ得る。

さらに,14層から検出されたイネプラント・オパールの解釈についてであるが,埋蔵文化財調査室が行っ

たサンプル採取の段階で混ざり込みが無いのか，上部の層からの落ち込みは無いのか，この層が本当に縄

文時代中期に比定できるのか，という問題を解決できた場合は，この地点の付近で，該期に水田が営まれ

-112-



ていたことが推定できるとのことであった。

このように，問題点は多いものの，イネプラント・オパールが縄文時代中期に比定できる泥炭層から検

出されたことを完全には否定できないのである。今後の調査では，考古学的に該期の水田の有無を確認す

る視点を持つことが必要となる。さらに，郡元団地における発掘調査において，プラント・オパール定量

分析をはじめ放射性炭素年代測定，花粉分析などの自然科学分析を総合的に行い，資料の蓄積を行う必要

があるといえる。
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PL14層位断面
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PL､15層位断面・遺構

1‘11トレンチ東壁

2．12トレンチ北壁

家調

一

騒げ

寒 篭
ｰ

＝
霜 必

F国

？

ー ユ
Q■

嘩堅

錦
註
エ

盆

灘
灘

塗

瀞
3.SD1検出状況

-119-



Ｐ ・ 読 師 識

Ｐ の 六 ｍ 郵 圧 莞 語

ﾄ
『

ａ 『

、 銅 』 恥 確 諏 賎

‘》b 4
Q

、

｡
！

．"ウ J 削 町
0

も ,
q 』

品 ． 釘 寺
射 凸

ぱ 彫 西 田 厄 ７

一 切 ロ ー 刈 罰 尭 諸

Ｊ 吟 希

N

囚 の 云 い 訓 諭 莞 諸

Ｉ ］ 画 一 Ｉ



PL17遺構
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PL19遺構
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PL20遺構

1．SD2完掘状況(9トレンチ）
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PL21遺構
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PL23出土遺物

1，1層出土遺物（表） 2．1層出土遺物（裏）

一

』

9 V,o零画■”

3．2層出土遺物（表）

－一了

嘩訣
109

4．2層出土遺物（雲）

-127-

Fラ

ル
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PL26出土遺物
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